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　プロローグ



「ほぅれ臣民！　その目でとくと心ゆくまで見るがいい！」

　ある日の朝、目覚めて食パンの耳でも食うかと台所に向かった俺おれは、そこに立つユズハとその隣にあるものを見て、思わず目を見開いた。

　テーブルの上には……ピラミッド状に積み重ねられた瓶が置かれていた。

　瓶の表面にラベルが貼はられ、コルクで栓がしてある。食品の瓶詰らしい。

「どうしたんだよ、その瓶詰の山」

「おぬしは知らぬだろうがな、世界には高級料理というものが存在するのだ」

「高級料理？」

「さよう。余はこの世界の創造主たる、絶大な力を持つ姫である。ショクパンノミミなぞという低級貧乏食ばかり食っておっては、生きてゆけぬのだ。余にふさわしい高級料理を食わねば、たちまち栄養失調に陥ってしまうのだ」

「……高級、低級と栄養はあまり関係ないと思うぞ」

「しかし貧乏人たるレンに高級料理など望むべくもなく、どうしたものかと悩んでおった。ところがな、昨日きのう街を歩いておったら、高級食材の超特価即売をやっておったのだ。この瓶詰十個で、たった銅貨五枚だぞ！　買い占めずに逃のがす手があろうものか！」

　ユズハ姫はたいそう上機嫌なご様子で高笑いした。

「高級って、いったいなんの瓶詰だ」

「ふふふ。おぬしは見たこともないだろうがな、これぞ王室御用達の一品、キャビアである！　どうだ驚いたか？　ビビッたか!?」

「キャビアぁ？」

　なるほど確かに、ラベルには黒い粒々の食べ物の絵が印刷されているし、よく見ると小さな字でキャビアって書かれているけど……。

「なんでまた急にこんなのを。ユズハ、ローストビーフが食べたいんじゃないのか？」

「ふんっ。余はグルメなのであるぞ。いつまでも同じもんばかり追いかけると思うなよ。今の余はな、キャビアに夢中なのだ。まいぶーむなのだ」

　ユズハは瓶を一つテーブルに置き、台所の引き出しから栓抜きを取り出した。

「ではさっそく食うとしようかのぉ。……どうしたのだ、レン。そんなヨダレを垂らしそうな物欲しげな顔をしおって」

「んな顔してねーだろ！」

「レンも食いたいなら素直にそう言えばよいのだ。何しろこれだけの数があるからの。一瓶くらいは恵んでやらんでもないぞ。ま、おぬしにこの高級な味が理解できるとは、とうてい思えんがのぉ～」

「いいから開あけるならさっさと開けろよ。俺だって早く朝のパン食べなきゃ」

「うむ。では行くぞ」

　ユズハは栓抜きをコルクに刺す。力任せに引くと、スポン、と栓が抜けた。

　ほんのりと香りが漂ってくる。……なんか妙に脂臭いな。

「……これがキャビアってやつか？」

　実のところ、俺おれもキャビアをこの目で見たことはない。もちろん食べたこともない。

　覗のぞきこむように瓶の中を見る。黒っていうか、どちらかというと茶色っぽいような。それに聞いていたものよりずいぶん大粒だな……。

　ユズハはスプーンですくって、口の中に入れた。

「うぅ～ん、美う味まいのぉ～っ。このまったりとした味わい、コクがあるのにしつこくない。ふにふにした歯ごたえと舌触り。ほっぺが落ちてしまいそうだ～」

　モグモグと動かすほおを少し赤らめながら、ニコニコ顔で何度もうなずいている。

「……そんなに美味いのか」

　ユズハの様子を見ていたら、なんだか気になってしまった。

　そっと人差し指を伸ばし、指先にキャビアを付けて口元に持ってくる。

　匂においは……やっぱりちょっと脂臭い。あまり魚の卵っぽくないような。

　ペロッと指先のキャビアを口に入れた。

　軽く噛かむと、粒々の表面の薄皮が弾はじけ、柔らかな中身が舌の上に広がる……。

　ん？　ていうかこの味……バター？

「なぁユズハ。キャビアってこんな味なのか？　俺にはそこらで売ってる安物バターの味にしか思えないんだが……」

　ユズハは美味そうな顔を崩すこともなく、パクパクとキャビアの乗ったスプーンを何度も口に運んでいる。

「ふん。貧乏人には理解できぬ味なのだ。何しろ最高級キャビアだからな。余のようなグルメにしかこの素晴らしさは味わえぬのだぞ。悔しかったらもっと舌を肥やすがよい」

「ほんとかよ……。どうも疑わしいんだけど……」

　けど、ラベルにはちゃんとキャビアって書いてあるしなぁ……。

　って……よく見ると、この文字の綴つづり、なんかヘンじゃないか？

　綴りの『ＣＡキヤ』の部分が、よく見ると『ＣｈＡチヤ』と書かれている。

　これ『キャビア』じゃなくて……『チャビア』……？

「おいユズハ、このキャビアってさ……」

「ええい、さっきからうるさいぞ、レン！　余の豊かな食の時間をじゃまするでない！　味のわからぬ者は黙っとれ！」

「いや、だからこの『キャビア』さ……」

　ユズハはふんっとそっぽを向いて、スプーンに山盛りの粒々を食べようとする。

「偽物だぞ」

「…………なっ」

　大口を開あけたまま、ユズハの全身がピタリと固まった。

「おそらく、安物のバターの油脂を、なんかの皮でくるんだだけの偽造品だ。ていうか、一口食べりゃ気づくだろ。どこでこんなもん買ってきたんだか……」

　ユズハはすっかり真っ白になっている。

「おーい、ユズハー。聞いてるかー？」

　呼びかけても銅像のように動かない。指先でほおをつんつんしてみても、口をあんぐり開あけて止まったままだ。よっぽどショックだったらしい。

「……まぁ、そのうち動き出すだろ……」

　台所の時計を見る。早く食事をして、学校へ向かわなきゃいけない時間だ。

　いつもの食パンの耳を袋から出した。

「……そうだ」

　ふと思い立って、食パンの耳の端にキャビアならぬチャビアを乗せて食べてみる。

　あ、これ意外とイケるかも。



    

  
    
      
　一章　霧の海



　俺おれは両手に剣を構え、目を閉じてじっと心を研ぎ澄ませた。

　暦は『火の月』となり、季節は夏だ。

　青空の下、文様師職人組合ギルドの中庭を、ゆるやかな風が吹き抜ける。

　静かだ。何者の気配も感じない。風にそよぐ芝しば生ふがわずかにざわめいている。

　だが――ヤツはそこにいるはず。

　気配を消して獲物を狙ねらうカマキリのように、近づいているはず。

　全身に神経を張りめぐらせた。かすかな振動をも逃のがさぬように、感覚の網を張る。

　その一瞬、ほおに当たる空気の流れが……ほんの少し変わった。

　目を見開く。大きく体を横にひねり、手に持つ剣を振り上げる。

　柄から刃にかけて、おびただしいほどの豪ごう華かな装飾が彫られた剣。

　流れる水の模様に、氷の結晶のシンボルを組み合わせて描かれた文様の装飾。

　――水の文様剣だ。

　文様剣の柄を強く握りしめ、頭の中に異界シードを生み出した。

「水の姫よ、氷結の理ことわりよ、我が前に力となって存在を示せ！」

　頭の中に浮かび上がる、氷の結晶のイメージ。

　シードとは、想像力をエネルギーに変える力。

　そしてそのエネルギーを現出させる媒体、文様。

　文様剣の刃を無数の水滴が覆い、凝固し、水晶のような氷の剣と化す。血液をも一瞬で凍らせる冷気を噴き出しながら、長い氷の刃が日射しの中できらめいた。

「覚悟しろぉっ！　ザイクス！」

　すぐ背後まで忍び寄っていたザイクスは、ふいを突かれ、慌てて地面を蹴けった。

　細身の体が舞い上がる。ザイクスはそのまま俺の突いた文様剣の先に片足をついて、さらに一段跳ね飛んだ。

　逃すもんか。手首を返し、剣を頭上のザイクス目がけて一気に突き上げた。

　剣先がザイクスの靴底をかすった。たちまち彼の右足の先を薄い氷が覆う。

　だが次の瞬間……ザイクスは器用にも凍った靴で、まっすぐ振り上げた剣先に立った。

　体重をかけてぐいぐいと踏みしめる。腕が押さえられたように動かせない。

「なかなかいい足場だね、レン」

「へんっ！　だったらもっと凍らせてやる！」

　さらにシードを送り、文様剣の力を強めた。

　ピキピキと剣先で凝固する音が響き、ザイクスの右足と剣が氷でつながっていく。

「これで逃げられねぇだろ。このまま地面に叩たたきつけてやるからな！」

　だが次の瞬間……ザイクスは落ち着き払った顔で、反対側の足で剣先を蹴った。

　パキンと鋭い音を立てて氷が割れる。ザイクスは再び宙に跳んだ。

　押さえられていた力を失って剣先が急に軽くなり、バランスを崩してふらついた。

　ザイクスが素早く背後に着地する音。そのまま、右肩をがっちりとつかまれる。

　くそ、腕が動かない……。細身のくせに、なんて力だよ……。

　背筋に鋭利な刃物の先端が突きつけられた。

「勝負あったようだね」

　激しく動いた直後にもかかわらず、少しの呼吸の乱れもない落ち着いた声が言った。

「ま、まいった……」

　つかんでいた肩が放される。前に数歩よろめいてから、背後のザイクスに向き直った。

「ちくしょう……。今度こそ勝てそうだったのに……」

　ザイクスは左手に持つ短剣を鞘さやに戻しながら、軽く笑ってみせた。

　息を切らせるどころか涼しげな顔のままだ。汗一つかかず、長めの髪をそよ風に揺らめかせている。

　さすがはザイクス・シン。独立傭よう兵へい団『ダーナの末まつ裔えい』に所属するという戦士だ。

「ボクの気配を察するとは、レンもなかなか腕を上げてきたね。けれどまだツメが甘いな。動くのが早すぎるのさ。相手が攻撃のモーションに入った隙すきをついて動かなければ、さっきのようにかわされてしまうよ」

「せっかく、うまく捕らえたって思ったのになぁ」

「落胆することはないよ。レンもそのうち、ボクのヒマをつぶせるくらいにはなるさ」

「ちぇ、相変わらず上から目線なヤツだな。――もっと訓練して強くなってやるぜ」

「レーン！　そろそろこっちでごはんにしないー？」

　声のほうに振り向くと、中庭の木陰で弁当を広げながら、マルシェが手を振っていた。

　隣にはルミサと、ギルド学校の生徒でもないのになぜかユズハまで座って、サンドイッチをパクついている。

　マルシェ・ノールスは、ギルドの文様師学校の同級生。学級委員長を務めるほどの優等生で、俺おれと同じくプロの文様師を目指している。

　ルミサ・ラグラートは一学年下で、中央国家ログール帝国出身の少女だ。シードを生み出す能力はなく、代わりに文様文化を研究する学者を目指している。

「ずっと見てたのかよ。っていうか、なんでユズハまで一緒に弁当食べてんだ」

「よいではないか。余もマルシェの作ったシーフードサンドイッチを食したいぞ」

「もっちろん、ユズハの分もたくさんあるから遠慮しないで食べてね～っ」

「おぉ、これはかたじけない！　うぅーむ、このエビのプリプリ具合が最高だのぅ～」

　ユズハはこう見えても、千五百年以上前の時代に生きていた『姫』の一人である。

　姫とはこの世界を創造したとされる、神にも匹敵する存在だ。

『闇やみの姫』『光の姫』『水の姫』『火の姫』『命の姫』『言葉の姫』という六人の姉妹の姫がいたと神話には伝えられている。

　姫たちは、かつてこの世界で起きた激しい戦争で国を守って戦った末、暴走して自らの力を押さえられなくなり、世界を破壊し尽くそうとした。

　そのとき、姫たちの力を止めるべく、七人目の姫が生まれた。

　それがユズハだ。ユズハは暴走した姫たちに『死』を与える『死の姫』だったのだ。

　死んだ姫たちの魂は、古代の文様師が作った棺ひつぎに封印され、永遠の眠りについた。

　だが棺には、封印を解く鍵かぎである指輪が存在していた。

　何者かがそれを棺にはめたとき、姫の魂は棺の体をまとい、再び目覚めるのである。

　そしてたまたま俺おれは指輪の一つを手に入れ、棺に封じられていたこのユズハを目覚めさせてしまったのだ。

「もう昼食の時間か。じゃ、今日の訓練はここまでにしよう」

「ザイクスさんもどう？　あたしの特製サンドイッチ食べてかない？」

「それでは、一ついただこうかな。レディの好意を無駄にはできないからね」

　ザイクスはマルシェからサンドイッチを受け取ると、薄い唇で優雅に食べながらギルドの正門に向かって歩き出す。

「おーい、もう行くのかよ」

「ボクはプロの傭よう兵へいだからね。レンと違っていろいろと忙しいのさ」

「ヒマな俺で悪かったな。いったい何をやってるんだよ」

「アーグレィ総裁に頼まれて、姫の棺に関する情報を調べているんだ」

「姫の棺……か。俺も手伝おうか？」



    

  
    
      



    

  
    
      「その気持ちだけで充分さ。――ボクは一いつ匹ぴき狼おおかみだからね」

　ザイクスは背を向け、手を振りながら歩いていく。

　と、そんな彼に、三人のギルド学校の女生徒が駆け寄ってきた。

　ザイクスを取り囲み、ぐいっと持っていた包みを差し出す。

「あ、あのザイクスさん！　おべんと作ったんです！　よかったら食べてください！」

「わ、わたしはクッキー焼きました！」

　……毎日ここで俺おれに稽けい古こをつけてるせいか、すっかり有名人だな。

「にしても、なんであいつばっかりモテるんだ」

「心配することない。レンくんの分もあるから食べて」

　振り返ると、ルミサがサンドイッチを差し出してくれた。

「いや弁当がどうって問題じゃないんだけど……とにかくサンキュ」

「あれから、お兄さんの行方ゆくえはわかった？」

「いや……。何もわからねぇな」

　俺の兄であり、天才文様師であるノイド・リーンバート。姫の力を手に入れようとする彼が引き起こし、人々を恐怖に陥れた爆破事件。火の姫を目覚めさせ、街を焼き尽くすかに思えた炎の巨人の事件。

　事件ののち、ノイドは彼に力を貸す命の姫と共に、逃げるように去っていった。

　火の姫はユズハに倒され、棺ひつぎの姿に戻り再びギルドに保管された。

　上着の内ポケットから、ザイクスに渡された火の指輪を取り出す。

　棺となって眠る、火の姫を目覚めさせる指輪。残されたのは、ただこれだけだ。

　そんな事件から三十日ほど。未いまだノイドの消息はつかめていない。

「また何か企たくらんでいるのかしらね」

　マルシェが心配そうに言う。

「まぁな。あいつが、このままおとなしくしてるなんて考えられねぇ。おそらく、別の姫の棺を探して手に入れようとしてるんだろうな」

　残る、行方の知れない棺は四つ。『闇やみの姫』『光の姫』『水の姫』『言葉の姫』の棺だ。

「ザイクスは今も事件を追ってるのか。俺も一度、アーグレィ総裁に聞いてみるかな」

　サンドイッチをかじりながらつぶやいた。





　昼食後、俺とユズハはギルドの自治塔最上階にあるアーグレィ総裁の執務室を訪れた。

　ここ神聖国フィアナの中でも、とりわけ文様文化の栄えた自治の街ケルズ。

　文様師ギルドは文様文化の中心のみならず、街の議会や教会の役割も担っている。

　そんなギルドの最高指導者がいる部屋がここだ。

　艶つや光びかりのする木の壁や家具に包まれた室内。手前には来客用のソファとガラステーブルがあり、奥には大きな窓を背にして、書類の積まれた総裁用の机がある。

「アーグレィ総裁、失礼します」

「レン君かね。学業はうまくいっておるか？　若者は努力を怠ってはいかんぞ」

　長い白しろ髭ひげと白髪しらがに覆われた『仙人』の異名を持つアーグレィ総裁は、威厳のこもった口調で言った。

「じじい！　余もいるぞ！」

　俺おれの後から部屋に入ってきたユズハの顔を見るなり、総裁は威厳をかなぐり捨てたような態度で机の前に飛び出し、深々と頭を下げる。

「こっ、これはユズハ姫さま……！　このようなところにおいでいただかなくとも、おっしゃっていただければ、わたくしが参りましたのにっ……！」

「そ、総裁っ！　頭を上げてくださいってば。こいつ、そんな大したヤツじゃないですから！　……いてっ！」

　ユズハが俺の足を踏みつけた。

「腐れ臣民は黙っとれ！　ほれじじい、苦しゅうないぞ。頭を上げぃ」

「は、はッ！　恐れ入ります」

「それにしても、いつになったら国の臣民たちに余が姫であると大々的に発表するのだ。さっきもギルドで散歩しておったら、うさんくさげな目で見られたぞ。実に失礼な話ではないか。もっとバーッと、豪ごう華かなパーティーでも開いて出迎えてほしいぞ！」

　ユズハが目覚めた姫であるという事実は、ごく一部の人間しか知らない。

　俺はもちろん、マルシェやルミサ、ザイクス、俺の文様師の師匠であるホルス親方など、あのとき火の姫との戦いの場にいた人たち。それからアーグレィ総裁など、ギルドの一部の偉い人たちだけだ。

「お言葉ですが、今ユズハ姫さまのことが国民に知られましては、長年言い伝えられてきた神話の信頼にも悪影響が出る恐れがございまして……。ここは何とぞ、お立場を公になさらないよう協力していただきたく存じますゆえ……」

「余が、死の姫であるからかのぅ」

　少し沈んだ声になって、ユズハは言った。

　かつて暴走した姫たちに死を与えたとき、人々はユズハを英雄と見なすどころか、世界に死をもたらす死神のような存在ととらえ、恐れ、忌み嫌った。

　そのため死の姫は神話にも語られない、忘れ去られた存在となってしまったのだ。

「俺たちユズハを知ってるみんなは、お前が忌まわしい姫さまだなんて思ってねぇよ。少しずつ時間をかければ、きっとみんなもユズハのこと理解するようになるさ」

「むー。仕方ないのぅ。――それはそれとして、余が来たときにはおやつを用意しとけと言っといたではないか。今日はクッキーが食いたいぞ。ミルクティーも忘れるでない」

「も、申し訳ありませんっ。ただ今、すぐにお持ちいたします……！」

　メイドの運んだ最高級バタークッキーが用意されると、ユズハはソファにどかっと座り、ニコニコしながら食べ始める。

　なんというか、忌まわしくはないが無駄に尊大な姫さまであることは確かだな。

「……レン君も、ジュースでも飲むかね？」

「あ、はい。ありがとうございます」

　アーグレィ総裁は、クッキーと一緒に運ばれたグラスに、自分と俺おれの分のオレンジジュースを注いで渡してくれた。暑い夏には助かるなぁ。

　アーグレィ総裁は自分の机に戻り、俺の顔を見た。

「それで今日はまた、なんの用じゃね？」

「いえ、用事ってほどじゃないんですが……事件について、あれから何かわかったこととか、ありませんか？　兄貴の行方ゆくえとか……」

「うむ……。残念ながら、ノイド君の手がかりはまだわかっておらん。ただ……」

　総裁は座っていた机の引き出しから、一冊の厚いノートを取り出した。

「覚えておるか？　ログール軍の兵隊長に、バーベルガーという男がおったじゃろう」

　ダーナ記念塔の爆破事件で初めて遭遇した、ログール軍の大佐だ。偉そうなゼンマイヒゲを付けた男。ノイドと行動を共にしていたが互いに裏切り合って、最後にはノイドの持つ極炎の剣の餌え食じきとなり、炎の魔人と化して死んだ。

「これは彼が持っていた作戦日誌じゃよ。事件の捜査のため押収して調べたのじゃ。彼らの行動が逐一記録されておる。これで、ノイド君が『火の姫』の事件の首謀者である動かぬ証拠が得られたわけじゃ。じゃが、重要なのはそれだけではない」

　総裁は日誌をパラパラとめくり……最後近くのとあるページで止めた。

　渡された日誌のページに目を落とす。そこには三十日と少し前の日付に続いて、こんなふうに書かれていた。

『部下が水の姫に関する調査をまとめてきた。水の姫の棺ひつぎは、霧の海域のダロウ島に存在するとのことだ。またやっかいな場所だワイ。水の指輪は未いまだ行方不明。なンでも、指輪を持っていた文様師が、十年前の海難事故で死ンだとか。一応ノイド・リーンバートにも報告してやった。あの青あお狐ぎつねめ、相変わらずクソ生意気な態度だワイ』

　俺は日誌から目を離し、総裁の顔を見つめた。

「水の姫の棺が、霧の海域の島にあるってことですか？　なんでそんなところに……」

　霧の海域と呼ばれる海の話は、聞いたことがある。ケルズの街の港からはるか北西に存在する、年中厚い霧に包まれた謎なぞの海域。

　海は潮の流れが速く複雑で船が流されるため、ひとたび霧に捕らわれたら、迷ったまま外へ出られなくなってしまうという。

　一度入ったら二度と出られない魔の海域として、船乗りたちに恐れられているらしい。

「危険なのは海だけではないぞ。ダロウ島とは別名、海賊の島なのじゃ。霧に迷う船を襲う海賊の本拠地が、その島にあると言われているのじゃよ。――そして、これは公にはしていないのじゃがな、実は水の姫の棺は、千年以上も前の遠い昔、海賊の襲撃によってこのフィアナ王国から奪われたものなのじゃ。長年行方がわからなかったが、まさかそんな島に隠されておったとは……」

　総裁は立ち上がって、窓の外を眺めた。

　このギルドは街の高台に立っている。窓の向こうには眼下にレンガ屋根が並び、その上には青空が広がっている。街の先には穏やかな青い海が広がっていた。

「その日誌には、海難事故で指輪の持ち主が死んだと書いてあるじゃろう。それは文様師ウォルバートのことじゃ。水の姫の棺ひつぎを造った文様師の子孫で、水の指輪を受け継ぐ者じゃった。ギルドの記録によれば、彼は十年前、霧の海域の近海で、漁船の網に遺体となって引っかかった。ウォルバートが死に、水の指輪は行方ゆくえ不明になったのじゃ」

「行方不明……。事故のとき、海にでも落ちたんでしょうかね？」

「気になる点がもう一つあってな。実は、水の指輪が行方不明になった直後の時期から、海賊の活動が活発になっておるのじゃ。それまで何百年にも渡って霧に閉ざされて活動していた海賊が、頻繁に霧の外に出て船を襲うようになった。ほとんどは積荷を奪われる程度の被害で済んでおるが……それでも頭の痛い問題じゃ。――不思議なことに海賊は、旧式の帆船にもかかわらず荒々しい魔の海域を自由に走り回る力を得ているのじゃよ」

　アーグレィ総裁は振り返り、俺おれの顔をまっすぐ見る。

「奪われ、島に隠された水の姫の棺。そして失われた水の指輪と、活発になる海賊活動。――これらを偶然の一致と思うかね？」

「まさか、海賊は水の姫の力を使っているんですか？　でも日誌には、水の指輪は今も行方不明って……。てことは、水の姫は目覚めてないってことですよね」

「これはワシの推測じゃが、海賊はひそかに水の指輪も隠し持っているのではないかと睨にらんどる。指輪と反応させることで、眠る姫の棺から力を引き出し、魔の海域を自由に行き来する力を得ているのではないか、とな。これが事実なら、事態はかなり深刻じゃ」

「水の姫を、俺の兄貴が狙ねらう……」

「うむ。もっとも懸念されることは、ノイド君が海賊と手を組むか、あるいは棺と指輪を奪うかして、水の姫を目覚めさせてしまうことじゃ。そうなる前に早急に島を調査し、しかるべき手を打たねばならん」

　俺は総裁の机に手をついて、身を乗り出した。

「総裁。――俺を、霧の海域まで行かせてください」

「なんじゃと？」

「俺がなんとかして、兄貴より先に水の姫の棺と水の指輪を探し、取り戻してきます」

「……またノイド君と戦うことになりかねんぞ」

「俺はまだ納得できないんです。兄貴がどうしてあんなふうになっちまったのか……。こないだのように、姫の力を使う破壊者になんかなってほしくない」

「ダメじゃ。ただでさえ危険な霧の海域の上、海の荒くれ者たる海賊の本拠地じゃぞ。そんなところへレン君を向かわせる許可は与えられん」

「じゃあ、このまま黙って見てるんですか!?」

「むろん、なんとかせねばならん。じゃがな……今、ケルズの港はログール海軍によって封鎖されておるのじゃ」

「封鎖？」

　このフィアナ王国は今、強大な中央国家ログールの属国状態に陥っているのだ。

　街にはログール軍の兵士がたむろし、我が物顔で闊かつ歩ぽしている。

「先日、バーベルガーの部隊が壊滅した件で、彼らは警戒を強めておる。そこで航行する船を監視し、漁船など許可を与えた船以外は港を出られない状況になっとるのじゃ。――水の姫の棺ひつぎを取り戻す必要があるのは確かじゃがな、今はどうにもならんのじゃよ」

　そう言って、アーグレィ総裁は万事休すとでも言いたげにため息をついた。





　午後、ギルド学校の授業後、俺おれとユズハはケルズの港まで走った。

　アーグレィ総裁はああ言っていたけど、港を出る方法くらいあるんじゃないか。

　そう思って、漁の準備をしている漁民たちに、霧の海域まで船を出してくれるよう片っ端から頼みこんでみたのだ。

「あんなとこ行ったらな、霧に迷ったあげく海賊に身ぐるみ剥はがされちまうよ！」

「だいたいおめぇ、勝手に港を出たらログール軍に捕まっちまうぜ」

「スピードの速い文様船ならいいけどよ、帆船じゃ時間がかかってしょうがねぇや」

　――結果は散々だった。誰だれ一人として霧の海域まで船を出してくれる人などいない。

「はぁ……。うまくいかないもんだな……」

　波止場の隅に座りこんで、のんびりと漁に出る帆船を眺めながらつぶやいた。

　波がちらちらと午後の日射しを反射している。漁船の周囲で、青黒いログール海軍の巡視艇が煙突から赤い煙を吐きながら、監視するように旋回していた。

　一見のんびりした港に、重苦しい空気が交じっている。

「ちくしょう、あいつら……。偉そうにしやがって……」

「まぁそう慌てるでない。無駄に動いても結果は生まれぬぞ」

　隣にしゃがみこみ、石の上を歩くカニを木の枝でつつきながらユズハが言った。

「だけどさ、やってみなきゃわかんねぇだろ？　何かしようとしなけりゃ、それこそ何もできないじゃないか」

「けどな、レン。何かをなすには、他ほかの者が何を考えているのか知ることも必要だぞ。漁民だって、理由もなくそんな危険な海に行きたくはなかろう」

「他人の立場になって考えろってことか……」

　ユズハは立ち上がって、つかんだ小さなカニを掲げる。

「ほれ、今こ宵よいはのんびりカニ鍋なべでも食いながら作戦を練ろうではないか！　最高級キャビア入りの鍋だぞ、喜べ、臣民！」

「……そんなちっこいカニでどうすんだ。そもそもキャビアったって偽物じゃんか」

「なっ！　き、貴様、余が買ってきた最高級キャビアをバカにするかっ!?　余はな、余はな、こんなお値打ち品は他ほかにないと喜び勇んでだなぁっ……！」

　ユズハはたちまち目に涙を浮かべながらつかみかかってきた。

　……よっぽど偽物をつかまされたことが悔しいらしい。

「レーン！　ユズハまで、何やってんのよ、こんなところで」

　声がして振り返ると、マルシェとルミサが歩いてきた。

　両手に何匹もの魚の入ったカゴを持っている。

「こやつが……こやつが……余の買った最高級キャビアを偽物だとバカにするのだッ!!　マルシェも文句言ってやれっ！」

「バカにしてねーだろっ！　ほんとのことじゃないか」

「そういえば最近聞くわねぇ。偽物の海産物が出回ってるって。だからあたし、このごろは海の幸は港の魚市場で買うようにしてるのよ。そのほうが信頼できるでしょ、ほら」

　マルシェは得意げに魚の入ったカゴを前に出した。

「なんだよ。偽物ってそんなに流は行やってんのか？」

「ラ・シェーヌ商会に注意」

　ボソッとルミサが言う。

「ラ・シェーヌ商会？　なんだそりゃ？」

「輸入した違法品を売りさばいて荒稼ぎしてるって噂うわさの悪徳業者よ。文様船でこのケルズの港に密航して、密輸を繰り返してるらしい」

「密航……か。港もいろいろあるんだな」

　一見平和そうな港でも、その裏では数々の犯罪がおこなわれているのだろう。

　いったいどんな連中がそんなことしてるんだか……。別に興味なんかないけどさ。

　でもユズハが言ってたな。他人の立場に立ってみろって。

　密航者の立場か……。

「……ん？　密航……？　密航するってのは、航行してるのをバレたくないからだよな」

　ルミサが、当然といった顔でこくんとうなずく。

「つまりログール軍の許可も得ないで港に出入りしてるってことだよな」

「おそらく、そうだと思う」

「もしかしたらその船に乗れば……。ユズハ、偽キャビアを買った場所ってどこだ!?」

「おぉレン、やっとあやつらをボコりに行くのだな！　よし、案内してやる。こっちだ、ついてくるがいい！」

　何がなんだかわからない様子でぽかんと顔を見合わせるマルシェとルミサをよそに、俺おれはユズハについて走り出した。





　馬車に乗って一時間ほど。ユズハの案内でたどり着いたのは、街で一番の繁華街だ。

　爆破事件があった、ダーナ記念塔の立つ区画である。塔は修復工事が進められ、一時は事件の恐怖から閑散としていた通りにも人足が戻ってきている。

　既に午後の日が傾き始めていた。石造りやレンガ造りの建物が立ち並ぶ大通りには、いくつもの露店が並んでいる。野菜や魚や肉が並べられ、今日の夕食にと道行く人々が足を止め、値踏みしながら覗のぞきこんでいた。

　そんな中に、ひときわ人を集めている出店があった。白い日傘を差した若奥様や中年のマダムたちがひしめき合いながら、一点を凝視している。

　集まる客の中心に立ち、真まっ赤かなテーブルクロスの上に積まれた瓶詰の山を前に、大おお仰ぎような身振り手振り交えてしゃべっている女がいた。

「さぁさぁ、寄ってらっしゃい見てらっしゃい！　ここでしか買えない極上品キャビアですわよ！　これぞ世にも珍しい黒い真珠、今夜のおかずに出せばお子様も大喜びご主人も大喜び！　一瓶金貨五枚、五百マクルは下らないこの最高級キャビアが、今ならラ・シェーヌ価格、十個でたったの銅貨三枚！　いや二枚！　ええい、持ってけドロボー!!」

　彼女が一言しゃべるたびに、集まった客から「うわぁ～」とか「ええぇ～」とか「信じらんな～い」とか歓声が上がり、拍手が鳴り響く。

　女の歳はまだ若く、俺おれと同じくらいだろうか。金髪の頭から経たて巻まきロールを何本も垂らしている。髪形だけなら一見どこのお嬢様かと思う風ふう貌ぼうだが、そのいでたちといえば、どぎついピンクの燕えん尾び服ふくに蝶ちようネクタイ、そして太くて赤い逆三角形のフレームのメガネ。

　……清せい楚そさといかがわしさが相まって、カオスなアヤしさが爆発している。

　二人きりで話したりしたら、たちまち何か売りつけられそうな雰囲気だな。

　女がしゃべり終わると、たちまちマダムたちが投げる勢いで硬貨を差し出した。

「はいはい押さないで押さないで、順番ですわよ～」

　女の横には、ぼけーとした顔でチョッキを着た男と、額からほおにかけて焼けただれた傷のある、背の曲がった男がいた。二人ともまだ少年というような、幼さの残る顔だ。

　彼らは飛ぶように売られる偽キャビアの瓶を、テーブルに積み上げて補充していく。

「あれか、ラ・シェーヌ商会ってのは。ユズハ……あんなのに引っかかったのか……」

　呆あきれる俺の隣で、ユズハは歯ぎしりしながら女を睨にらみつけていた。

「うぬぬ……言葉巧みに騙だますとは、なんたる卑ひ怯きよう者もの。しかも余が買ったときより値下げしておるではないかっ！」

「いや怒るとこが違うだろ……ってユズハっ！」

　ユズハは怒りで顔を真っ赤にしながら、出店に向かって走り出した。

　マダムたちが押し合いへし合いする中に飛びこみ、大声でわめき立てる。

「くぉらーっ！　この詐欺師どもめ、そこになおれぇっ!!」

　熱狂の渦にあったマダムたちが一瞬にしてシンと静まりかえり、ユズハのほうを見た。

　店の女は逆三角メガネをくいっと上げて、不快そうな表情を浮かべる。

「なんですか、あなた？　かき入れ時で忙しいんです。用件なら後にしてくださいな」

「余をそのような偽物で騙だますとは不届き千万っ！　食い物の恨みは恐ろしいのだっ！」

　響き渡る大声に、集まっていたマダムたちがざわめき始めた。

「コレ、偽物なの？」

「んまぁ、どうりで安すぎると思ったザマス！」

「なんてこと!?　庶民をバカにしているわ！」

「詐欺よーっ！　誰だれか捕まえて！」

　ざわめきはたちまち騒ぎになる。

　女は青ざめた顔になって、おろおろしながら詰め寄るマダムを見回した。

「な、何を言ってるんですか？　わたしが偽物なんか売るはずないでしょ？　純度一〇〇パーセントのキャビアに決まってるじゃないですか。ねぇ」

「じゃあ、本物って証拠を見せなさいよ！　王室の認定印くらいあるんでしょ!?」

「そうよそうよ！」

　女は額に汗を浮かべて後ずさった。

「ま、まずいですわ……。そ、それじゃ今日はこれで店じまいですっ！　ごきげんよう、奥様方。おほほほほほ」

　横にいた二人の男が大急ぎで瓶詰の山を木箱に詰め、ドサッとテーブルの上に置く。

　そのまま二人はテーブルの両りよう端はしを抱え持ち、女ともども逃げ去るように、道の端に止めてあった馬車へと駆けた。

　いかにも逃げ慣れているような、てきぱきした無駄のない動きだな。

　……って、感心してる場合じゃないか。

「くぉらーっ！　待て、待つのだぁーっ!!」

　騒ぐマダムたちにまみれたユズハの絶叫をよそに、三人の乗りこんだ馬車は土煙を立てながら大通りを駆け抜け、走り去っていった。



「はぁはぁ……」

　逃げる馬車を必死で追いかけ、俺おれは息を切らせながら膝ひざに手をついた。

　幸い、夕刻の大通りは通行量も多く、女たちの乗った馬車は思うように走れずあちこちで他ほかの馬車にぶつかった。そのおかげで、どうにか見失わずに済んだのだ。

　そうして馬車を追って来た先が、この場所である。

　寂れた裏通りにある、茶色く薄汚れたレンガ造りの建物の前。三人の乗っていた馬車が無人になって止められている。馬がくたびれたように足を曲げて寝そべっていた。

　見上げると建物は三階建てで、どの階の窓ガラスにもヒビが入っている。

　外から見る限り一階と三階はがらんどうのようで、開いた窓の隙すき間まから風がヒュウと吹き抜けていた。まるで廃はい墟きよだな。

　まん中の、二階の窓にだけカーテンがかかっていて、中が見えない。

「あそこがあいつらのアジトか……？」

「そのようだな。レン、乗りこんでけっ飛ばしてやるぞ！」

「ま、まぁ落ち着いて」

　今にも暴れ出しそうなユズハをなだめ、俺おれは先に立って入り口の扉を押した。

　小さな金属扉を開あけると、奥へ続く暗い廊下と、上階への階段がある。

　人が一人やっと通れるほどの狭い階段を上った。石の階段はところどころ崩れていて、辺りにはかび臭さが漂っている。

　二階の扉の前に『ラ・シェーヌ商会』と書かれた小さな看板があった。金属プレートに投げやりな文字で書かれた、いかにもうさんくさい看板だ。

　扉をノックしてみた。返事はない。

　ドアノブを回して押すと、きしむ音を立てながら開く。

　西日もあまり入らず、中は薄暗い。床には様々な書類が散乱している。

　数人も入ればたちまち暑苦しくなるような狭い部屋に、彼らはいた。

　入り口近くで、ぼんやりした顔を向ける男が立っていた。短い巻き毛に、緑のチョッキ。どこぞのおぼっちゃんかという印象の小太りの少年。

　中ほどでは、顔に傷のある男が薄汚れたシャツを着て、椅子の上にあぐらをかいて座っている。年若いわりにくすんだ目で、俺たちをじっと睨にらみつけてきた。

　部屋の一番奥で、ピンクの燕えん尾び服ふくの女が、カーテンの引かれた窓を背に立っていた。

　シルバーの混じったちょっと珍しい色の金髪。隙すき間まから入る西日に当たってキラキラしている。見たところフィアナ人でもログール人でもないようだ。他ほかの国の出身なのか。

「まったくしつこいヤツらですこと。そんなにキャビアがほしいなら、ちゃんと並んで買うがよろしい。よい子はきちんとマナーを守るものですよ」

　人差し指を立て、教育ママかよって口調だ。

　物言いは丁寧だけど、どこか人を小バカにした態度だな。

「お前がここで一番偉いヤツか？」

「わたしはラ・シェーヌ商会の社長、マドレーヌ・ラ・シェーヌ。ちょっとここいらでは一目置かれてる商人ですのよ」

「一目じゃねーよ。お前ら偽のキャビア売って儲もうけてるんだろ？　バレてんだぞ！」

「何を言ってるんですか？　さては商売繁盛してるラ・シェーヌ商会を妬ねたむアンチですのね。根も葉もないネガキャンはやめてほしいですの、まったく」

「アンチだぁ？」

「商会が売ってるのは、常に最高級の極上キャビアですのよ。あなたのような貧乏人には一生縁のない代しろ物ものですから」

「お、おぬし、あのような一口食べれば誰だれでも偽物と気づく代物売っておきながら、なんと図ずう々ずうしい言いぐさだっ！　しばくぞっ！」

「ユズハ、俺が言うまで偽物だって気づかなかったような……」

「とっ、とにかく余が成敗してくれるわっ！　そこになおれえぇっ!!」

　ユズハは腕を振り上げ、女のほうに向かって走り出そうとした。

「だから待てってば！」

　慌てて後ろから彼女の両腕を抱え、引き留める。

「ええい、何をするのだ、レン！　離さんか！　こやつらをけっ飛ばさせろ!!」

　ユズハがジタバタと暴れていると、顔に傷のある男が立ち上がった。

「親分、やっちまいましょうぜ」

　ポケットから、チャッとナイフを取り出す。細い刃がキラリと光った。

　へん。あんな小さなナイフ、ザイクスの短剣に比べりゃ怖くもなんともねぇや。

　俺おれはユズハの前に立つと、文様剣を引き抜いた。

「おい、この剣が見えねぇのかよ！」

　頭の中にシードを生み出す。凍りつく極寒の刃。剣の周りに細長い水流の渦が生み出され、たちまち鋭く凍りついて氷の剣となった。

「お、親分！　なんですかい、こいつら!?」

　文様の力を目にして、傷のある男が顔を強こわばらせて後ずさりする。

「ま、まさかあなた、文様師ですのっ!?」

「見てのとおりさ。それに毎日、ギルドで剣の特訓だってしてるんだぜ」

　ラ・シェーヌの顔がたちまち青ざめた。

「ぎ、ギルド!?　さては商会を調査しに来たんですのねっ!?」

　調査？　別にそんなつもりじゃなかったけど、怯おびえてるようだし話を合わせとくか。

「ま、まぁそんなとこだな。調査だ、偽物キャビアのな。言っとくけどな、俺はギルド最高指導者のアーグレィ総裁とも杯を酌み交わした仲だぜ！　俺は酒飲めねぇからジュースだったけどな！　俺が話せば、お前らのことなんかすぐに総裁に知れ渡るんだぞ！」

「マズイですね……。ギルドにバレたら、商会は一瞬でつぶされます……」

　ついに、ラ・シェーヌは手を合わせて拝み出した。

「わ、わたしたちのことは秘密にしておいてほしいですっ！　お願いですの！　黙っててくれたら……そうですね、この最高級品キャビアの瓶詰を一つ差し上げます！」

「……いらねぇってば」

「じゃ、じゃあ特別出血大サービスで三個あげますっ！」

「いや、だから偽物で手なずけようとするなよ」

　俺はあごに手を当て、じっと考えるふりをした。

　相手はすっかり怯えている。これなら交渉できそうだな。

「――そうだな。そんなに黙っててほしいのなら、一つ、取引しよう」

「取引？　な、なんですか？」

「俺をお前たちの密輸船に乗せて、霧の海域まで運んでほしい」

　後ろにいるユズハが慌てた声で叫ぶ。

「な、何を言い出すのだ、レン！　今からこやつらをぐるぐる巻きにしてけっ飛ばして海に沈めてやるのではないか!?」

「何気に恐ろしいこと言うな。気持ちはわかるけど、今はこれしか方法がないんだよ」

「それでは、余の怒りが収まらぬではないかっ！」

「頼む。この場を俺おれに任せてくれたら、今度、本物のキャビアを食べさせてやるからさ」

「……本物だと……？」

「あぁ。本物のキャビアだ」

「……本当だな。ほんとにほんとの、本物の最高級を食わせるのだな？」

「もちろんだ、約束する」

「そうか……。本物の最高級キャビアか……」

　ユズハは押し黙り、キャビアの味を想像してるような表情を浮かべる。

「本物……へへへ……」

　ニヘラーッとヨダレを垂らしそうな顔になった。

　……食い意地だけで動いてるようなヤツだなぁ。

「とにかくラ・シェーヌ。俺を霧の海域に連れていってくれ。悪くない取引だろ？」

「何を言い出すかと思えば、とんでもないですわね！　あんな海賊の巣そう窟くつに行ったら、生きて帰れません！　こう見えても、わたしは安全第一がモットーなんです！」

「安全第一の詐欺師なんて聞いたことねぇぞ」

「うるさいっ！　なんと言われようとそんな危険はゴメンですのっ！」

「……なぁ、一ついいことを教えてやる」

「……聞きたくありません」

「すげぇお宝の情報だぜ」

「…………なんですか？」

　お宝、と聞いた瞬間に反応しやがった。げんきんな女だな、まったく。

「ものすげぇ海賊の財宝が霧の海域に隠されているんだ」

　ラ・シェーヌが目を見開いて、ごくりとつばきを飲みこんだ。

「や、やっぱりダメですっ！　財宝より命のほうが大事ですの！」

「今回を逃のがしたら、もう二度と見ることすら叶かなわないかもしれねぇ幻の逸品なんだぞ。なんでも、大昔、海賊によってフィアナ王国から奪われたって伝説まであるヤツだ」

　ラ・シェーヌは何か思い出すように、宙を見上げた。

「そういえば昔、聞いたことがありますね。神話に出てくる水の姫の棺ひつぎが、海賊に奪われたとかなんとか……」

　ギクッ。思わず背筋がビクリとなった。

「……図星ですのね。まさか、水の姫の棺をトレジャーハントするつもりですか？」

「なんで水の姫の棺が奪われたって知ってるんだよ」

「い、いえ、ほんの一般教養ですのよ、おほほ……」

「一般教養、ねぇ……。とにかく、それなら話は早い。いいか？　その奪われた水の姫の棺ひつぎを取り戻せば、ギルドから……いや、王室からすげぇ報賞金が支払われるかもしれねぇだろ？　そうなりゃ、偽キャビアなんかでちまちま稼ぐ必要だってなくなる」

「う、う～ん。水の姫の棺ですか……」

　ラ・シェーヌは腕を組んで考えこんだ。

　あんなに拒否していた彼女を考えこませるとは、さすが、神話のアイテムだな。

「……船であなたたちを連れていくだけでいいんですね？」

「もちろんだ。船さえ出してくれれば、恩に着るぜ」

　しばらく悩んだ末、ラ・シェーヌはポンと手を打った。

「わかりましたわ！　その話、乗ってみましょう！　どのみちキャビアも売れ行きが落ちてたところですし、あなたの話に賭かけてみますのよ！」

「よし……。これで霧の海域まで行ける……！」

　思わずガッツポーズをする俺おれに、ユズハが耳打ちした。

「……本物キャビア、忘れるでないぞ」





　夜の港は静かだ。ザァザァと波音が響き、夏の暖かい風に塩の匂においが混じっている。

　帆を畳んだ漁船が並んで停泊するその端に、こぢんまりと目立たない、茶色く塗られた一艘そうの船があった。

　帆は見当たらない。文様の力によって走る、文様船と呼ばれる船だ。

　それがマドレーヌ・ラ・シェーヌの密航船『シャリオット号』だ。

　船体の前方には、毒々しいピンク色のハートマークが書かれている。

「なんだこの実にアヤしげでちっぽけな船はっ。余を乗せるというなら、もっと絢けん爛らんたる豪ごう華か客船を用意すべきであるぞ！」

　船を前にして、ユズハはぷんぷんとほおを膨らませる。

「豪華絢爛たる密航船なんて聞いたことねぇってば」

　波止場から船のデッキに乗り移ると、ポケットからメモを取り出して、ブリッジの扉を指定されたとおりにノックした。

『ト』と短い間隔のノックと、『トン』と長い間隔のノックで、リズミカルに扉を叩たたく。

　トトト、トントントトント、トントトントントン、トトントントトン、トトトト、トントトントトン、トントトトン。

「……なんだそのへんちくりんなノックは」

「たぶん、合い言葉みたいなもんじゃないかな？」

　ノックが終わると、しばらくして扉が開く。ラ・シェーヌが立っていた。

　昼間とは違い、薄桃色のワンピースを着ている。だいぶ落ち着いた雰囲気にはなったが、あのいかにもアヤしい逆三角メガネはかけたままだ。

「やっと来ましたね。そんなとこに突っ立ってないで、早く入りなさい」

　俺おれとユズハはラ・シェーヌの後についてブリッジの中に入った。

　そこが狭い操そう舵だ室になっていた。正面は左右に大きなガラス張りで、その向こうには夜の海と空が広がっている。両りよう脇わきには小さな円まるい窓が二つずつ並んでいる。

　内部を照らす明かりは、わずか二つのロウソクの火と、外からの月明かりだけだ。さすがに密航するだけあって、明かりを消しているのだろう。

　巻き毛で小太りの男は、口をぽかんと開あけながら暗い夜空を眺めている。

　舵かじを操作する舵だ輪りんの前に、顔に傷のある男が立って、背を丸めて寄りかかっていた。

「それじゃ、さっそく出港しますのよ。あなたたちは貨物室にでも入ってなさい」

「なんでだよ。ここにいちゃダメなのか？」

「万一巡視艇に捕まったら、あなたたちのようなアヤしい人間がいたら言い訳できないでしょ？　おとなしく隠れてるといいです」

「なんだとっ！　貴様、余をアヤしいと申すのかっ!?　鏡見てものを言えっ!!」

「ゆ、ユズハ、ここは抑えてくれ。本物キャビアのためだ」

　ここでは俺とユズハは部外者だ。おとなしく従うことにしよう。

　操舵室の隅の床にあるハッチを開いてハシゴを下りると、そこが貨物室になっていた。

　薄暗い中、密輸品でも入っているのか、半ば腐った木箱が積み重ねられている。

　押し潰つぶされそうな圧迫感を覚えながら、木箱の間に挟みこまれるようにして座った。

　照明はなく、ハッチが閉められると真まっ暗くら闇やみだ。

　船が走り出したらしい。船体が揺れ、きしむ音が狭い室内に響く。

　なんだかまるで、奴隷船に乗せられて身売りされるみたいな気分だな。

「うぬぅ、なんというヤツだ。余をこんな狭くて暗いとこに閉じこめるとは……。こら、レン！　もっとそっちへ寄らんか！」

「こ、こっちもめいっぱいだってば」

　表情は見えないけれど、すぐ近くにいるせいかユズハの吐息が顔にかかった。

　思わずドキッとして後ずさり、奥の床に手をついた。

「ひゃんっ！」

　暗闇に突然妙な声が響いて、慌ててついた手を離す。

　なんか今、柔らかいものをつかんだような……。

「わ、悪いっ。ユズハの足か？　……ていうか、ヘンな声出すなよ」

「何を言っておる。レンこそおなごみたいな声を出すでない。ほれ、場所を空けんか」

「あっ、だから押すなって言ってるだろ」

　後ろに倒れそうになって、再び背後の床に手をついた。

　ふにっ。

　また何か、床に落ちているものが手に当たる。

「ひゃ……あ……」

「だからユズハ、そんな声出すなって」

「余は何も叫んどらんと言っとるだろうが」

　てことは、これはユズハの足じゃないのか？

　柔らかくて妙に温かい。これはまさか……。

「でかいネズミの死し骸がいか？　うへー、気持ち悪わりぃ」

　つかんで奥に投げ捨てようと、物体を軽く握る。

「んあぁっ!?」

「お、おい、やっぱヘンな声が出てるぞ！　ここ、なんかいるんじゃねぇか!?」

　暗くら闇やみの中で手を左右にまさぐった。

「ひ、や、だ、ダメ……ちょっ……」

　苦しさに必死で耐えるような押し殺した声。

　俺おれの手の下で、ピクリピクリと小さく跳ねる。

「どうしたのだ、レン。そこに何かいるのか？」

「なんか動物でもいるみたいだけど……。お、おい、噛かみつくんじゃねぇぞ、ワン公」

　ギシギシと板の床がきしむ音がして、寝ていたそいつが起き上がる気配がした。

「だ、だ、誰だれが……」

　わなわなと震える声が闇から響く。

「だぁーれがワン公ですってぇ～ッ!?」

　――人間の声？　ていうか、どこかで聞いたような……。

「こぉらーっ！　うるさいですのよっ！　静かになさいっ！」

　ラ・シェーヌの声と共にギシッと貨物室のハッチが開かれて、外の薄明かりが入りこんだ。

　わずかな光の中、顔を真まっ赤かにして睨にらみつけているのは……

「ま、マルシェ……？」

　その後ろには、木箱に挟まれた奥で、体を折りたたむようにして座っている……

「ルミサまで……？」



　進む船の中、俺とユズハ、それに隠れていたマルシェとルミサは操そう舵だ室に上がった。

「まぁーったく失礼しちゃうわ。レンったらいったいどこ触るんだか」

　まだ赤い顔をして、ぷりぷりとマルシェが文句を言った。

「レンくん、意外と大胆。……ぽっ」

　ルミサが顔に両手を当てて言う。

「うぬぅ、やはりレンはそんなえっちな人間だったのか。余もあやうく貞操の危機にさらされるところであった。真まっ暗くら闇やみに連れこんで、余の体にあんなことやこんなことをしようと企たくらんでおったのだな」

「ユズハまで誤解を招く発言するなってば。暗闇に入ったのは俺のせいじゃねーだろ」

　ごほんと、ラ・シェーヌが咳せき払ばらいをした。

「とにかく……話が違うですわねっ！　なんでこんなに人数が増えてるんですかっ!?　定員オーバーですっ！」



    

  
    
      



    

  
    
      「そうだよ！　マルシェ、ルミサ、どうしてあんなとこに隠れてたんだよ！」

「この航海士マルシェ様をおいて船旅なんて、断じて認められないわ！　ほら、お弁当だって持って来たんだから！」

「さっき港で会ったとき、レンくん、急に走り出したでしょ。何かあるって思って、後を付けてたの。そうしたら密航船に乗るとかって話になって、面白そうだって思って……」

「この船がどこへ行くのかわかってんのか？　霧の海域だぞ。海賊の本拠地だぞ！」

「ますます面白そうじゃない！　あたし、一度本物の海賊って見てみたかったのよ！」

「ダ・メ・だ。――おいラ・シェーヌ、港へ引き返してくれないか？」

「わたしがここの船長ですのよ。命令しないでほしいですね」

「わかったよ。じゃあラ・シェーヌ船長、港へ引き返してください」

「そりゃわたしとしても、こんな小娘乗せるのゴメンだと言いたいところですが……」

　マルシェがムッとした顔になって食いかかった。

「誰だれが小娘よっ！　このメガネオバサンっ！」

「キーッ！　だ、誰がオバサンですかっ!?　わたしはまだ十七歳ですっ！」

　ラ・シェーヌは、ちらっと窓の外に目を向けた。

「……とにかく、あいにくと引き返すことはできなさそうですね」

「どうしてだよ。なんかあるのか？」

　窓に近づいて、外を見た。丸窓に顔を貼はりつけて後方を見ると、高速で追ってくる二艘そうの船が視界に入る。

　夜の海を、煙突から血のような赤い煙を吐く船。ログール海軍の巡視艇だ。

　一艘の船のデッキ上で、何かが鋭い光を発した。小型の文様光石によるランプらしい。

　文様光石とは、石に描かれた文様にシードを封じることによって、光り輝くようにした文様具の一種だ。

　ランプに取り付けられた板が開閉し、光が点滅を繰り返す。

　さっきのノックと同じような、短い間隔と長い間隔を組み合わせた点滅。

「なんだ、あの光？」

「航海信号。船乗りの間で古くから使われる伝達手段ね」

　ルミサが言った。

「一説では、高度な文明を持った、太古の姫の時代に発明されたと言われているわ」

　なるほど信号か。聞いたことあるな。短い信号『・』と長い信号『―』の組み合わせで文字を表現し、言葉の代わりにするのだ。

　信号の長さに合わせて光を発したり、音を立てたりすることで、話ができない場所や距離でもメッセージを伝えることができる。

　俺おれの名前を表現すれば『― ― ―レ、・―・―・ン』という信号になるそうだ。

　あの巡視艇も、こちら側に何かメッセージを伝えてきているのだろう。

「あいつら、なんて言ってるんだ？」

　あいにく、俺は航海信号を読み取れるほどの技術はない。

「『ト、マ、レ』ですって。うるさい連中ですのねっ！」

　ラ・シェーヌは天井にかかっていたハシゴを引き下ろし、上っていく。

　天井の小窓を開あけると上半身を乗り出した。

　屋根に取り付けられていた、シャリオット号の航海信号用のライトを巡視艇に向ける。

　カチカチと開閉板を動かしながら光を点滅させて、信号を送り返した。

『ト、マ、レ、ト、イ、ワ、レ、テ、ト、マ、ル、バ、カ、ハ、イ、マ、セ、ン、ノ！』

　二艘の巡視艇がスピードを上げて、波しぶきを立てて迫ってきた。

　たちまち追いつくと、シャリオット号を挟みこむように両りよう脇わきにピッタリとくっつく。

「くそ、あいつらなんであんなに速いんだよ」

「さすがは『血ブラツドの機関』によるエンジン搭載の最新鋭艦ですねぇ」

　ハシゴから下りてきたラ・シェーヌが巡視艇を睨にらみつける。

　文様を描く塗料としても使われる、『神の血ダーナ・オ・シー』と呼ばれる特殊原料。文様師のシードを顕現させる力を持つ、この世界に太古より現存する赤い液体。

　そんな神の血ダーナ・オ・シーを大量に高熱で燃やし、莫ばく大だいなエネルギーを得る機関が『血ブラツドの機関』だ。ログール軍が開発し、軍用兵器の動力として使われているという。

「大丈夫なのかよ。このままじゃ捕まっちまうぜ」

　ログールの巡視艇が、左右で再び点滅する光を発し始めた。

　さっきまでの航海信号とは違い、ずいぶん不規則で複雑な点滅だ。

「今度はなんて言ってるんだ？」

「暗号のようですね。連絡を取り合って、シャリオット号を追いこもうとしてます」

「それじゃあいつらの行動が読めないじゃないか」

「任せなさい。モンブラン！　出番ですのよ！」

　ラ・シェーヌは窓の脇わきでぼーっと突っ立ったままの小太りの男に向かって叫んだ。

　彼は相変わらず窓の外に目を向けたまま、巡視艇を見つめている。

　モンブランと呼ばれた男が口を開いた。

「巡視艇〇八……正面に回りこみ……行く手をさえぎれ……巡視艇十七……横着けして体当たり……」

　巡視艇の光の点滅に合わせて、口から言葉が漏れる。

　どうやらそれが、ログール軍が交わしている暗号の内容らしい。

「暗号が読めるのか……？」

「モンブランは航海信号の達人ですの。初めて見るどんな信号だろうと暗号だろうと、直感的に理解してしまいます」

　次の瞬間、右側の巡視艇がわずかに速度を上げ、こちら側に向かって旋回を始めた。

　暗号どおりなら、正面に回りこむつもりだろう。

「その動きはとっくに読めてますよ！　ピエール！」

「おぅよ！　オレに任せな！」

　顔に傷のある男が、舵だ輪りんを一気に右側へ回した。

　船の向きが傾き、波しぶきを上げながら海面上を横滑りに走り、急ターンする。

「のわーっ！」

　ユズハが叫びながら床を転がった。

　左側の巡視艇は突然の方向転換に慌てた様子で、追いかけようと船首を傾けた。

　――が、そこには正面に回りこもうとしていた巡視艇がいて……

　ドゴォッ!!　鈍い音を響かせ、巡視艇の舳へ先さきがもう一艘そうの船体にめりこんだ。

　巡視艇はそのまま動かなくなり、海上で沈黙する。

「すげぇ……。これで奴やつら、追いかけて来れねぇな」

　遠ざかる二艘の船の煙突から、赤い煙が静かにまっすぐ立ちのぼっていた。

　そのとき、舵輪を握っていたピエールが叫んだ。

「親分！　まじぃぜ！　撃ちやがるつもりだ！」

　安心したのもつかの間ま、停止した巡視艇のデッキに備えられた小型砲塔がゆっくりと動き始める。砲塔が黒々とした穴を向け、こちらにまっすぐ狙ねらいを付けようとしていた。

「このままじゃ撃沈されます！　全速力で射程距離外へ逃げなさいっ！」

「ダメだ親分、動力炉の出力が足りねぇ！」

「キーッ！　こんなときに……」

　ラ・シェーヌは地じ団だん駄だを踏んだ。

「おい！　この船の動力って文様なんだろ!?」

「それがどうしましたか!?」

「動力室の場所はどこだ!?」

「動力室は後方デッキの下に……。って、な、何するつもりなんですかっ!?」

「案内してくれ！　巡視艇を振り切ってやる！　マルシェも頼む！」

「う、うん!?」

　ブリッジの扉を叩たたき開あけてデッキに出た。塩を含んだ風がほおを打つ。

　後部デッキの中ほどに、船体に入るハッチがあった。ラ・シェーヌはハッチを開け、短いハシゴを下っていく。俺おれとマルシェも後に続いて下りた。

「ここが機関室だな……」

　床に下り立って見回した。広げた両腕ほどもある半円形の石が左右に二つ、床から飛び出している。これはほんの一部だ。床の下に大きな本体が埋まっているのだろう。

　石には、波打つような文様が描かれていた。波が幾いく重えにも連なって絡まり合い、まるで波紋のような模様を描き出している。

　文様はぼんやり黄色い光を放ち、動力室をほの明るく照らしていた。

「これが文様船の動力部なのね……。あたし、初めて見たわ」

「あぁ。文様の力で浮力を出し、船の周囲に潮の流れを作ることで推進するんだ」

　この文様にシードの力を加えれば、より強い動力が得られるはずだ。

　俺とマルシェはそれぞれ左右の石の前に立って手を当てた。

「じゃあ行くぞ、マルシェ」

　じっと目を閉じ、頭にシードを浮かび上がらせる。

　はるかな大海原を疾走する波のイメージ。

「水の姫よ、水流の理ことわりよ、我が前に現象となって顕現せよ！」

　脳内のシードがエネルギーとなり、両腕を伝って石の文様に向かって注ぎこむ。

　エネルギーは一気に増大して強烈な奔流となり、全身が飲みこまれてしまいそうだ。

　歯を食いしばって足を踏みしめ、大渦の中にいるような流れに耐える。

　両腕がガクガクと震え、もぎ取られそうになり……たまらず、石から腕を放した。

　勢いで後ろにふらつき、同じように腕を放したマルシェと背中をぶつける。

　見ると石の文様は輝きを増し、白熱の光を放っていた。

　その瞬間……床が縦に大きく斜めに傾いて、激しい振動が襲った。

「きゃあっ！」

　マルシェとラ・シェーヌが悲鳴を上げる。

　俺は勢いで床に投げ出され、そのまま這はうようにしてハシゴにたどり着いた。

　デッキの上に顔を出した瞬間、吹き飛ばされそうな強風が吹きつける。

「す……すげぇ……！」

　シャリオット号は滝のような水しぶきを上げ、船体を傾かせるほどのスピードで海面を疾走していた。

　白い水しぶきの向こうで、何かが光った。

　ドォン！　と腹の底にまで響く音。ログールの巡視艇が砲弾を撃ったのだ。

「来る……！」

　隣で顔を出したマルシェの頭を押さえ、身を縮めた。

　……が、弧を描いて飛んできた砲弾は、シャリオット号に届くことなく着水した。

　船のすぐ後方で、とどろくような音を立て巨大な水柱が立ちのぼる。

　水柱が消え去ると、小さくなっていく巡視艇の明かりが見えた。彼らはもう動かない。

「やった！　振り切ったぞ！」

　ついにログール海軍が監視する港から抜け出すことに成功したんだ。

　ホッと胸をなで下ろしながら、離れていく港の明かりを見つめる。

　灯台の光が、夜空に輝いて見えた。



    

  
    
      
　二章　海賊の島



　全身にゆるやかな揺れを感じながら目が覚めた。

　シャリオット号の薄暗い貨物室。ハッチの隙すき間まからほんのりと外の光が漏れている。

　朝だろうか。真まっ暗くら闇やみだった夜と違い、今の室内はうっすらと明るい。

　積み重ねられた木箱に挟まれ、マルシェとルミサが寄り添いながら毛布にくるまって寝息を立てていた。

　そこから木箱を三つ挟んだところに、黒い箱がどっしりと横たわっていた。

　渦巻く無限の迷路のような紐ひも模様がびっしりと描きこまれた棺ひつぎ。

　これがユズハの正体である棺だ。彼女は眠るとき、こうして棺の姿に戻る。

　三人を起こさないように、そっとハシゴを登って天井のハッチを押し開あけた。

　上の操そう舵だ室に出ると、窓から見える外が一面真っ白だ。

　部屋のまん中で、モンブランと呼ばれた、いつもぼんやりしている男が仰向けになって、ごがーとイビキをかいている。

　ピエールという名の顔に傷のある男が椅い子すの上で寝ながら、両足でゆっくりと舵だ輪りんを回している。……ていうか、大丈夫なのかよ。

　ラ・シェーヌの姿は見当たらない。密輸団のトップとはいえさすがに女だし、別の場所で眠っているのだろう。

　眠気の覚めない頭で扉を開けて、操舵室のあるブリッジからデッキに出た。

「すげぇ……。ほんとに真っ白だ……」

　見渡す限り……というよりも、わずか数メートル先もほとんど見えないほど、周囲は白い霧に包まれていた。夏だというのに薄ら寒く、素肌に水滴がついて冷たい。

「これが霧の海域か……」

　確かにこれじゃ、どこから来たのかも、どこへ向かってるのかも判別つかなそうだ。

　ブリッジの中に戻ろうとしたとき、ふと霧の中で何かが動いた気がした。

「…………？」

　……いる。何かがそこに。遠くか近くかもよくわからないけれど、とにかく白い霧の中で何かが動いているのが見える。

　霧の中に、急速に黒いシルエットが浮かび上がった。

　見上げながら、ごくりとつばきを飲みこんだ。

「なんだ……こりゃ……？」

　思わず後ずさり、尻しりもちをつきそうになる。

　このシャリオット号の数十倍はありそうな横姿。

　それは船だ。巨人の乗り物かと思うほど巨大な船だ。

　舳へ先さきには、鎌かま首くびをもたげるかのような、何かの動物らしき像。あれは……堂々たる雄馬の形にも見える。その両目で、淡い光が変則的な点滅を繰り返していた。

　そして船体の中ほどからは、天を突くほどに高く伸びるマスト。帆を閉じ、骸がい骨こつを思わせる柱の影がそびえている。

　水面近くでは、船体から伸びた長いオールがゆっくりと回っていた。

　その巨大な帆船の影は……そう、まるで……

　幽霊船……。

　慌ててブリッジの中に戻った。

「おい！　起きろ！　激突するぞ！」

　舵だ輪りんの前で寝ているピエールの耳元で怒鳴った。

　……が、ほおをペチペチ叩たたいてもムニャムニャと寝ぼけながらうるさそうに手を振るだけで、ちっとも目を覚まさない。

　床で寝転がっているモンブランの腹を揺らした。

「起きろってば！　でかい船がそこにいるんだよ！」

　しかし、返事の代わりにごがーというイビキが聞こえるばかりだ。

「そうだ、ラ・シェーヌは、ラ・シェーヌはどこにいるんだ!?」

　操そう舵だ室を見回す。前方の窓近くの床に、下部へ続く金属製のハッチがあった。

　この船でまだ入っていない場所といえば、あの下だ。ラ・シェーヌはあの中だろうか。

　ハッチを開あけて、中のハシゴを下った。

　下りると、そこは短い廊下になっている。木の壁には小ぎれいな装飾の施されたランプが三つほど並んで、ロウソクが火を揺らめかせていた。

　奥の突き当たり、左手の壁に扉が一つある。『船長室』と札がかかっていた。

「おーい！　ラ・シェーヌ、いるか!?　大変なんだ！」

　扉をガンガンと鳴らした。

　やがてノブが回って、カチャリと内側に向かって開く。

「もう……どうしたの？　こんな朝早くから、わたしに何かご用……？」

　口に手を当てあくびをしながら、ラ・シェーヌが顔を覗のぞかせた。

　シルクのネグリジェを着ている。白い顔には……あの逆三角メガネをかけていない。

　突然の、本物のお嬢様のように清せい楚そな雰囲気に、思わず口ごもってしまった。

「！　きゃあっ!?」

　俺おれの顔に気づくなり、ラ・シェーヌは短い悲鳴を上げて扉をバシンと閉めた。

「お、お待ちになって！」

　あたふたした声が中から聞こえる。

　……なんか、昨日きのうと口調まで違ってないか？

　やがて再び扉が開いて、ラ・シェーヌが出てきた。

　ネグリジェの上にガウンを羽織り、顔には例の赤い大きな逆三角メガネをかけている。

「なんですか、朝っぱらから叩き起こしたりして。騒々しいですのねぇ」

　急に不機嫌な声になって、昨日と同じアヤしい詐欺師の雰囲気に戻って言う。

　……なんだこいつ？　えらい変わりようだな。

　って、そんなことに感心してる場合じゃないな。

「とっ、とにかく大変なんだ！　でかい船が近づいてるんだよ！」

「船……？　まさか、海賊船ですのっ!?」

「わかんねぇ。けど、信じられねぇほどでかいんだよ！　いいから来てくれ！」

　俺おれは走って上へのハシゴを上る。ラ・シェーヌも後から追ってくる。

　操そう舵だ室に出ると、船のシルエットが見えた方角を指さした。

「ほら、あれだ！」

　ラ・シェーヌはメガネの位置をくいくいと直しながら窓の向こうを見回す。

「……どこにですか？」

「どこって、すぐそこにいるじゃねぇか……って、あれ？」

　窓の外に目を向けると、ついさっきそこにいたはずの巨船のシルエットはなく、ただ、白い霧の空間が広がっているばかりだ。

「そ、そんなはずねぇだろ！」

　飛び出すようにデッキ上へと走った。

　しかし冷たい霧の中でどんなに見回しても、明るい白が広がるばかりだ。

「何もいないですねぇ」

　じとっと、ラ・シェーヌが疑いの目を向ける。

「う、嘘うそじゃねぇ。ほんとに見たんだ。まるで幽霊船のような……」

「幽霊船……？」

　ラ・シェーヌはますます目を細め、睨にらむような目になった。

「今度つまらない冗談言ったら、海に突き落としますからねっ！」

　怒った様子でブリッジの中に入り、そのまま床下の寝室に戻ってしまう。

　俺は呆ぼう然ぜんとして再び霧の中を見回すが、やはり、そこには何も見当たらない。

　なんだったんだ、あれは……？

　ほんの短い時間で、また霧の中にまぎれてしまったのだろうか。

　思い出そうとしたけれど、早くも船の形すらどんなだったか、あやふやになっている。

　もしかしたら……単に寝ぼけて夢でも見たのだろうか。

　急に大きなあくびが出てきて、もう一眠りしようかと貨物室に戻った。





　それから二時間ほどのち。

　ようやく目を覚ましたシャリオット号の乗組員一同と、俺とユズハ、マルシェとルミサは操舵室に集まっていた。

　ラ・シェーヌは舵だ輪りんの隣に立って、船の行く先を見つめている。

　さっきから船は大きく右に傾いたり左に傾いたり、嵐あらしの中にいるように安定しない。

「なぁ、なんだか船の揺れが激しくないか？」

「海域の潮の流れに乗ってるようですね。このくらいで沈みはしませんよ」

「けど流されたりしないのか？」

「心配いりません。ちゃんと霧の中心へ向かってます」

　一方のマルシェとルミサは、こんなときでものんきにお弁当を広げて朝食だ。

「ほ～ら、今日も料理人マルシェ様特製のシーフードサンドイッチよ」

「スケトウダラの切り身が絶品」

「ほらほら、ユズハの分もちゃんとあるから……って、どうしたの？」

　見るとユズハは弁当に目もくれず、窓のそばに立ってふらふらと体を揺らしている。

「……何やってるんだよ、ユズハ。なんか顔色が悪いぞ」

　ユズハはふらつきながら口元に手を当てた。

「うぅ～、ぎもぢが悪いのだ～」

「……おいまさか、船酔いか？」

　いくら揺れが激しいとはいえ、船酔いする棺ひつぎってどんなんだ……。

「少し外の風に当たったほうがいいんじゃないのか」

　ユズハはおぼつかない足取りでデッキに出ると、手すりにぐったりと持たれかかる。

「……大丈夫かなぁ、あいつ」

　島に着くまでは、あとどのくらいだろうか。

　窓の外を見ると、次第に霧が薄れていくのが見える。広がる海面が青みを帯びていた。

　左右から大きな波が来ては船体を揺らす。

　空からは日射しの筋が何本も霧を貫いて降り注いでいた。

「おいラ・シェーヌ。これじゃ霧の中から出ちまうんじゃないのか？」

　俺おれたちが向かっているのは霧の海域にあるという島、ダロウ島だ。そこが海賊の本拠地であり、水の姫の棺がある場所だ。

「何も知らないんですね。霧は海域の周辺部をドーナツ状に包んでいるに過ぎないのです。島のある中心部は、霧が晴れてるんですのよ」

「そうなのか……。てことは、意外と簡単に霧を抜けたんだな。入ったら出られない魔の海域なんて言われるから、どんな恐ろしいとこかと思ってたぜ」

「……甘く見ないほうがいいですのよ。この周囲の海域は潮の流れが複雑な上、中心部に向かってます。そのため霧の中から海域の外へ向かうときは潮が激しく逆流して、航行が容易ではないんです。この海域が、別名なんて言われてるか知ってますか？」

「なんて言われてるんだ？」

「海の蟻あり地じ獄ごくです」

　蟻地獄……。蟻ありが迷いこんだら、砂に足を取られ二度と出られない恐ろしいワナ。その中心で待ちかまえるのは、蟻を食べる虫、アリジゴク。

　そしてこの海域の中心で待ちかまえているのは……恐るべき海賊。

　彼らは水の姫の力を使い、この海域を自由に行き来しているらしい。

　……ということは、その力を手に入れない限りこの海から出られないってことか？

「霧を抜けますぜよ！」

　舵だ輪りんを握るピエールが叫んだ。

　次の瞬間、煙の中から抜け出るように、シャリオット号は明るく青い、広々とした空と海の間にさらされた。

　強い夏の日射しが海面に反射してまぶしい。

「おや……ぶん……」

　ピエールが怯おびえたような声を出す。

　ラ・シェーヌも絶句して窓の外を見つめている。

　その場にいた全員が、声を出すこともできずに呆ぼう然ぜんとした。

　霧を出た瞬間、シャリオット号は六艘そうもの船に取り囲まれていたのだ。

　シャリオット号の倍はある木造の帆船。

　舳へ先さきには物々しい龍りゆう頭ずの彫像が飾られ、こちらを睨にらんでいる。

　そして高々と掲げられた黒い帆には、風にはためくドクロのマーク。

　船のデッキには合わせて何十人もの、血で汚れたスカーフを頭に巻いた男たち。

「海賊……」

　マルシェが押し殺した声を出す。

　正面をさえぎるように浮かんでいる船の船首に、一人の大柄な男が立っている。

　黒々としたあごヒゲ。つば広の海賊帽。黒いジャケット。筋肉隆々の腕には太い鎖が巻きつき、右腕の先は金属のフックになっている。片足立てた左足は、金属棒の義足だ。

　左手には、長い柄の付いた戦闘用の斧おの、バトルアックスを握りしめている。

　男はフックの腕をまっすぐこちらに向けて、叫んだ。

「者ども、捕獲しろおぉぉ―――っ!!」

「うおおおおおぉぉぉ!!」

　たちまち海賊たちは手て斧おのを振り上げ、船を寄せてきた。

「ピエール！　逃げなさいっ！」

「ダメだ親分！　囲まれちまってるぜ！」

　八方を塞ふさぐ海賊船は、その間ま合あいを詰めてくる。間を縫って逃げる隙すき間まはない。

「さっそく現れたのかよ！　俺おれが相手してやる！」

「無理よ、レン。相手が多すぎるわ！　ここはあたしに任せて！」

　マルシェは言って、身に付けていた文様のポシェットを手に取った。

　あの、どんな大きなものでも圧縮空間に入れてしまうとかいう彼女の発明品か。

　マルシェはポシェットの中をまさぐり……腰の高さまでもある円筒形の装置を取り出して、ズシンと床に置いた。

　ありゃ確か、地面に文様を描いてゴーレムを出現させた機械じゃないか。

「ペカペカーン！　超高性能全自動クリーナー３スリーぃ～!!」

「……またその掃除機か。今度はどんな改造したんだ」

「さらなる改良を重ね、『神の血ダーナ・オ・シー』とインクを混ぜ合わせたスペシャル塗料でどんな場所にも自動で文様を描けるようにした装置よ！」

　マルシェはクリーナーの上部に手を当て、シードを送りこむ。

　クリーナーは突然息を吹き返したようにぐわんぐわんと高速で回転し始め、スペシャル塗料とやらによる赤紫の線を描きながら、操そう舵だ室の床を走り回った。

「こらぁーっ！　人の船に何を落書きしてるんですかっ!?」

「落書きじゃないわ！　文様よっ！」

　床に描かれるのは、四角い、鋼鉄のシンボルを中心とした堅牢たる文様の形。

「……けどマルシェ、こんなところでゴーレム出したら、船ごと沈んじまうぞ」

「岩地じゃないとゴーレムは出せないわ。だから部屋に結界を張って、海賊が入って来れないようにするの。――ユズハも、早く中に入ってもらって！」

　俺おれは外に出ているユズハを呼び戻すため、デッキに飛び出した。

「ユズハ！　操舵室に戻るんだ！」

　ユズハは体を折るように手すりに持たれている。せかすようにその背中を揺すった。

「うぅ～、揺らすなぁ～」

　海賊船が体当たりを仕掛けてくる。海面が大きくうねり、小さなシャリオット号は木の葉のように揺れた。

「のおぉぉ～っ!!　出るううぅぅ～っ!!」

　絶叫のような悲鳴を上げ、ユズハが俺の腕を引っつかむ。

　二人して、体をくの字に曲げて海面に向かって乗り出した。

「あ、危ない、ユズハ！」

　その瞬間、反対側から波が押し寄せ、船は大きく傾いた。

「ぬわああぁ～っ！」

　ユズハの体が手すりから飛び出し、海面に向かって真っ逆さまに落ちる。

　腕を引かれたまま、俺もデッキから投げ出された。

　一瞬体が宙に浮かび、一気に落下する。

　全身が水面に叩たたきつけられ、冷たさが体中を打った。泡立つ中で浮力に包まれる。

　青い海の中。海面から日光が射しこみ、遠くで魚の群れが泳いでいる。

　ユズハの体を抱え、水中で体勢を立て直した。

　潮の流れが速い。体が水流に乗って、どんどん流されていく。

　青緑色に光る、揺れる水面に向かって泳いだ。

　ざばぁっと海面から顔を出し、大きく息をつく。

　わずかな間にだいぶ流されたのか、海賊船の姿がだいぶ遠い。

　赤紫色の光がシャリオット号の操舵室を包んでいる。マルシェの結界が成功したのだ。

　しかし海賊たちは、シャリオット号のデッキに立ち、舳へ先さきに鎖をつなぎ始めていた。

　あいつら、船ごと連れ去るつもりか。

「ちくしょう、待ちやがれっ！」

　だが俺おれたちの体は船に近づくどころか、潮に流されてますます遠ざかっていく。

　その流れの先に……一つの島が見えた。

　島の中心には、天に向かってそびえる灰色の岩山。

　あれがダロウ島、海賊の島か。





「へっくしっ！」

　流れ着いてようやく浜に上がったユズハは、両手で体をさすりながらクシャミをした。

「なんとか無事みたいだな。マルシェたちを捜さなきゃ。結界を張れたから、すぐにやられはしないと思うけど……。――ユズハは、もう船酔いは平気なのか？」

「冷たい水を浴びたらスッキリだ。だがちょっと浴びすぎだぞ。寒いではないか」

　辺りを見回してみる。白い砂浜の周りは林が囲っていた。

　やせ細った土地なのか、木々はまばらで、幹も細く付けている葉は少ない。

　その向こうに高い岩山がそびえていた。険しい岩がいくつも天に向かって伸びている。

　岩壁の表面に窓のような穴が並び、岩と岩を結ぶ石の橋がかかる。岩の砦とりでのようだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　あそこが海賊の本拠地なのだろうか？

　ふいに林の中から草を踏みしめる音が響いた。乱暴な足取りが近づいてくる。

「ユズハ、後ろに下がってろ」

　文様剣を抜いて構える。

　林の中から、四角い寸ずん胴どうな体形の男が現れた。

　頭にはドクロマーク入りのスカーフを巻き、横よこ縞じまのシャツを着て、手て斧おのを持っている。背中には大きな風ふ呂ろ敷しき包みを背負っていた。

「へへっ、話し声がするから来てみりゃあ……漂流した奴やつがいるとはなぁ」

　後ろから、もう一人のひょろりとした長身の男が現れた。垂れ下がった病んだような目つきで、長い舌を伸ばし下品に斧の背を舐なめている。

「おい坊ぼう主ず、死にたくなけりゃあ、手荷物あらかたオラに寄こしな」

　さっき船で見た海賊と照らし合わせるに、どうやら下したっ端ぱの海賊らしいな。

　なら、二人くらいなら戦えそうだぜ。こっちだって毎日剣の訓練してたんだ。

「おい、てめぇら海賊なんだろ！　なら力ずくで奪ってみろよ！　できるもんならな！」

　二人の海賊はきょとんとした顔で互いに顔を見合わせた。

「てめえぇぇ――っ！」

　たちまち顔を真まっ赤かにして、寸ずん胴どうな海賊が斧を振り上げ走ってきた。

「へっ、そうやってすぐ頭に血を上らせるようじゃ勝てねぇぜ！」

「うるせええぇっ!!」

　怒り任せに斧を振り下ろす。

　今だ！　俺おれは砂を蹴けってサッと脇わきへ飛び退のき、すくい上げるように文様剣を振る。

　海賊が斧を構え直そうとするが、振り下ろした勢いはとっさに止まらない。

　文様剣が斧を弾はじき、火花が散る。手斧はくるくると宙に舞った。

「食らええぇっ！」

　背後に回りこんでいたもう一人の男が、俺の背に向かって斧を振った。

　――が、とっくにそんな気配など察していた。

　サッと体をひねって一撃をかわす。

「なっに……!?」

　まさかかわされると思わなかったのだろう。男は戸惑った声を上げながら、まっすぐ前のめりに体のバランスを崩した。

　腕を振り上げ、文様剣の柄の先で男の背を思い切り打ちつけた。

　鈍い音がして、長身の体が砂の中に倒れる。

「ひっ、ひいいぃぃぃっ！　お助けええぇっ！」

　寸ずん胴どうな海賊は尻しりもちをついて、背負っていた風呂敷包みを取り落とした。

　そのままもう一人の男の腕を引っ張って、引きずるようにして林の中へ逃げていく。

「ふぅ。大したことない連中で助かったぜ……」

「ほほぅ。なかなかやるのぉ、レン。ほんのちょっとだけカッコよかったぞ」

「ほんのちょっとかよ。――これもザイクスに毎日剣の特訓してもらったおかげかな」

　それから、海賊の一人が落としていった風ふ呂ろ敷しき包みを見た。

「何が入ってるんだろ？　マルシェたちの手がかりでもないかな」

　屈かがんで結び目をほどき、包みを開あけてみた。

　中に詰めこまれていたのは――何着かの海賊の服に帽子、コルク栓の閉まった酒瓶。

　服を手にとって広げた。黒い革のチョッキだ。

「なぁユズハ。この服使えそうじゃないか？」

「余にこの臭そうな服を着ろというのか？」

「濡ぬれた服着たままってわけにいかないだろ。それに今の格好じゃ目立ちすぎる。また襲われかねないだろ。けど海賊の服を着れば、あいつらの一味に成りすませるかも」

「う～む。姫たる余がこんな薄汚い服を着ねばならんとはのぉ……」

「ガマンしてくれよ」

　ぶつくさ文句を言うユズハに服を一式押しつけると、それぞれ木陰で着替えた。

　奪うようでいい気分じゃないけど、今はそんなこと言ってる場合じゃないしな。

「おーい、ユズハ。そっちはもういいかー？」

　呼ぶと、木の幹の向こうからおずおずと着替え終わったユズハが現れる。

「の、のぅレン……。これでいいのか？　ブカブカで、体中スースーするぞ」

　裾すそ幅はばの広い半ズボンを押さえてモジモジするユズハ。

　黒の革チョッキの下には、体を覆う白い麻のシャツ。風で広がる裾から、おなかの肌色がちらちらと見える。頭には額が隠れるほど目ま深ぶかに被かぶった、ドクロマーク入りの帽子。

　これはこれで……アリかも……。

「ま、まぁ、似合ってるぞ、ユズハ」

「しかしのぅ……。こんな格好で歩いたら、笑われてしまいそうであるぞ……」

「そ、そんなことないさユズハ。どこからどう見ても恐ろしい海賊にしか見えねぇよ」

「なんだと？　恐ろしいのか？　余が、怖いヤツに見えるのか？」

「あぁ。いかにも肩で風切って歩いてるって感じだ。道を進めば、みんな避けて目を伏せるに違いねぇ」

「本当か？　余は、ものすごいワルっぽいか？　ごっどふぁーざーってなもんか!?」

「そこらの悪党も泣いて逃げ出す悪人オーラが漂ってるぜ。すっかり裏組織のドンだ！　殺し屋に狙ねらわれないよう注意しろよ！」

「お、おぅ！　わかったぞ！　余は闇やみの世界に生きねばならんのだな！」

　……ノせられやすい性格だなぁ。

「――で、どう？　俺おれも似合ってる？」

　手をあごに当て、睨にらむようなポーズを決めてみせる。

「うーむ。レンは、さしずめ街のチンピラってとこだのぅ。余のワルっぽさの足元にも及ばん。ちんけな小悪党っぷりが全身に漂っておるわ」

「……悪かったな、ちんけな小悪党で」

　残りの荷物を風ふ呂ろ敷しきに包んで背負い、俺おれとユズハは歩き出した。

　林の中を横切る小道に沿って進むと、やがて開けた場所に出た。

　ゴツゴツした岩の転がる地面が広がり、岩山のふもとに続いている。

　ふもとまでの間は段々状に積み重なった土地で、低い屋根の四角い家が並んでいる。

「海賊の街、か……」

　今の目的は二つ。マルシェたちの救出と、水の姫の棺ひつぎと指輪を捜すこと。

　そのためには、まず、島の様子を探らなきゃならない。

　海賊の格好をしていれば、仲間だと思わせて彼らの中に紛れこめるだろうか。



　ゆるやかな段を上る広い土道。左右の石の家々は白茶けて、潮風に吹きさらされているせいか、ところどころ壁が崩れかかっていた。

　街に入って何よりも意外だったのは……目にする人々の顔ぶれだった。

　海賊のいる街だから、荒くれた男たちがたむろしている光景を想像していた。

　けれど実際に道を歩いてすれ違ったのは……腰の曲がった老婆や、水を汲くんだバケツを両手に持つ中年の女性、さらには輪を描いて遊ぶ数人の子供たち。

　ちらちらと俺たちの顔を見るものの、咎とがめられることはない。

　街にいるのは、海賊ばかりってわけじゃないのか？

　何も知らされなければ、海賊の街というよりどこか田舎の漁村と思ってしまいそうだ。

「ずいぶん寂れた場所だのぉ」

　人々の顔には活気がなく沈んだ目つきで、元気そうな顔など見当たらない。

　明るい夏の日射しにもかかわらず、街全体が暗く沈んでいるような印象を受ける。

　段を上りながら街の中ほどまで来ると、通りがぐっと広くなり、少しばかり派手な建物の並ぶ区域に出た。

　相変わらずの裏寂れた建物ばかりだが、どれも正面に大きな出入り口があって、魚や金物などの絵を描いた看板や旗が掲げられている。商店が集まっているらしい。

　ユズハが俺の袖そでをくいくいと引っ張った。

「おいレン、なんだかいい匂においがしてくるぞ」

「食堂かな。――あそこで何か、街の人から情報収集できるかもしれないな」

　俺とユズハは、匂いの漂ってくる店の扉を開あけた。

　中は丸いテーブルが無造作に並べられていて、奥にカウンターがある。

　壁際には人がすっぽり入りそうな大きさの酒さか樽だるが積み重ねられていた。

「うぅーむ、美う味まいメシもマズくなりそうな場所であるのぉ……」

　あちこちの丸テーブルで、頭に薄汚れたスカーフを巻いた男たちが飲んだくれている。酒瓶を手にしたまま突つっ伏ぷしていたり、椅い子すの背に反り返ってイビキをかいていたり。

　アルコールの臭においとタバコの煙が店内に充満して、なんとも退廃した空間だ。

　……海賊がいるのか。外に戻ろうかと思ったが、カウンターの中に立っている、店のマスターらしき男と目が合ってしまった。

　下へ手たに怪しまれてもしょうがない。おそるおそる店内に足を踏み入れ、男たちを避けるようにカウンター席についた。

「お客さん、注文はなんにしますかぁ？」

　短く髪を刈り上げたマスターが言う。いかにもやる気のなさそうな、気けだるい声だ。

「その、これで何か食いもん頼むよ」

　俺おれは手持ちの銅貨を数枚、カウンターの上に出した。

「ほぅ。フィアナ王国の銅貨ですかい。久しぶりに見ますなぁ」

　言われて、ぎくりとした。

　しまった、フィアナの貨幣なんか出したら、外から来たのがバレてしまう。

「い、いや、道で拾っちゃってさ。さすがにここじゃ使えねぇよな。ははは……」

　けれどマスターは、落ち着き払ったまま顔色一つ変えなかった。

「別に構いやしませんよ。どの国の貨幣だろうと、ここじゃごちゃまぜだ」

　手元のフライパンでイカを焼き、薄切りのパンと一緒に皿に盛って差し出す。

　フィアナの食堂で出したら、皿ごとひっくり返されそうな粗末な料理だな。

　ユズハがイカの足にパクついた。

「うぬぅ、噛かみ切れんぞ。余はイカよりカニが食いたいのぅ。カニはないのかカニは」

「こんな海でカニが捕れますかい。――それにしてもお客さんたち、見ない顔ですねぇ」

「い、いやその、まだ島に来たばかりなんだよ」

「ほほぅ……。ということは、新入りですかい？」

「新入りって、どういうことなんだ？」

「この島じゃたまにあるんですよ。この島に流れ着いて財産を失い、帰ることもできなくなった人間が海賊団に加わることがね。お客さんもそうなんでしょ？　海賊の格好してるじゃありませんか」

　マスターはちょっと疑わしそうな顔で俺たちを見る。

「あ、あぁ、そうだ。俺も海賊なんだよ。――なぁ、ということは、海賊に捕まった人は仲間に引き入れられるってことか？」

「この島で生きようと思ったら、それが一番です。でなけりゃ、たいていは困こん窮きゆうの末そこらでのたれ死ぬか、絶望して海に身を投げるか、どちらかだ。――しかし妙ですね。お客さんがたの顔、集会シングでも見たことない。キャプテン・ゾックにはお会いになったのですか？」

「きゃぷて……？　誰だれだ、それ？」

「十九歳にして海賊団の頂点に立つ若き首領。それがキャプテン・ゾックです。海賊団に入るには、彼の開くシングで承認されなければならないはずですが……」

「そのシングって、なんなんだ？」

「全島民が参加する大集会ですよ。そこでの島民の総意が、会議の決定事項となる。……そんなこともご存じない？」

「え、そうなの？　いや、俺おれ、ほら、知り合いの紹介ってヤツで入団したからさ……」

「この島では、島民の掟おきてから海賊団の作戦まで、あらゆる議題はシングで決定されるのです。海賊団への入団承認もね。キャプテン・ゾックの顔を知らないとは、ありえない」

　マスターはじっと目を細め、疑わしげな目を強めた。

「お客さん、本当に海賊？」

　マズイなぁ……。なんとかごまかして去ったほうがよさそうだ。

　そんなことを考えたとき、店の扉が開いた。二人の男が立って、店内を見回す。

　さっき海岸で戦った二人組じゃないか。追ってきたのか？

「いたぞぉ！」

　寸ずん胴どうな体形の海賊が叫んだ。

　叫び声に、店内で眠っていた男たちが何事かと目を開あける。

「んだぁ？」

「うるせーぞぉ。……って誰だれだ？　おめぇら」

　十人ほどの男たちの薄汚れた目が、一斉に俺とユズハに向けられた。

「そいつらオラの荷物奪いやがったんだ！　引っ捕らえろ！」



　俺たちは連れ出されるようにして店の外に出た。

　正面には俺たちを追ってきた二人組の海賊。

　さらに周りを、店にいた海賊たちが薄ら笑いを浮かべながら取り囲んでいる。

「さぁ逃げられねぇぜぇ。さっきのお返しをしてやる」

　寸ずん胴どうな海賊が斧おのを手にニヤニヤ笑う。

「昼間っから女連れとは見せつけてくれるじゃねぇか。オレも楽しませてくれよぉ」

　長身の海賊が下げ卑びた笑いを浮かべて言った。

「何が女連れであるか！　余がほやつを従えてほるにひまっておろうが！　余の姿をよく見れ！　どほはらどう見ても恐ろひい悪の大親分ではろうがっ」

「ユズハ、イカの足くわえたまましゃべるな」

　ごくん、とユズハはくわえていたイカの足を飲みこんだ。

　ぎゃはははは、と海賊たちが笑い声を上げる。

「おかしいではないか、レン。あやつら、ちっとも余を怖がらんぞ。泣いて逃げ出さんぞ。余は裏組織のドンではないのか!?」

「本気にしてたのかよ……」

「な、なぬっ!?　さてはレン、余に嘘うそをついておったのか!?　騙だまして手込めにしようとしていたのではあるまいなっ!?」

　目の端に涙を浮かべながら食いかかってくる。

　あーもう、こんなときに……。

「い、いや、ユズハの姿すげぇ大物っぷりだぜ！　大物すぎて、下したっ端ぱのチンピラどもにはその威厳がわからねぇんだよ！　真のボスは闇やみの奥に隠れてるもんだからな！」

「何ぶつぶつ抜かしてんだ、てめぇらぁ？」

　苛いら立だった声で寸ずん胴どうな海賊がにじり寄ってくる。

　ユズハは彼のほうに向いて、ビシッと人差し指を突きつけた。

「黙るがいいそこの下っ端腐れチンピラ！　余こそは闇の世界を牛ぎゆう耳じる支配者である！　悪の帝王である！　そないな口きいてると後悔するぞ！　指詰めさすぞ！」

「ユズハ、ますます挑発してどうすんだよ……」

「こいつら、よっぽど痛い目見てぇようだなぁ……」

　寸ずん胴どうな海賊がぶんっと斧おのを振り回す。

「うっしゃあぁ。一暴れすっかなぁ！」

　周りを取り囲んでいた海賊たちも、次々に持っていた斧や剣を構えた。

　刃がギラリと鈍く、日射しを反射する。

　俺おれは文様剣の柄に手をかけた。

「けどやばいな……。さすがにこの人数相手じゃ……」

「仕方ないのぅ。レン、余にシードを送れ」

「ユズハも戦うってのか？」

「チンピラ同士の抗争など下っ端に任せるもんだがのぅ。イザとなったら組織を守るために立ち上がるのもドンの務め。一度、あやつらに余の恐ろしさを見せつけてやらねばならん。闇の世界の支配者が誰だれか、体に叩たたきこんで教えこむ必要があろうぞ」

「……なりきりすぎだ」

　ともかく、やはりここを切り抜けるにはユズハの力を借りるしかないか。

　マルシェたちが捕まってる状態で、あまり派手な騒ぎは起こしたくないんだが……。

「じゃあ、行くぞ、ユズハ」

　ユズハに向かい合い、両手を彼女の脇わき腹ばらに伸ばす。

　ここにユズハを動かす文様の中心があるらしい。

　彼女はシードの力を得ることで、一時的に能力が覚かく醒せいし、戦う力を得られる。

　むろん棺ひつぎの中に刺さった楔くさびを抜かない限り、死の姫としての姿が目覚めることはないのだが……海賊相手に、そこまでの力は必要ないだろう。

「うりゃあああぁっ!!」

　海賊の一人が雄お叫たけびを上げながら斧を振り回し、こちらに向かって走り出した。

　目を閉じ、頭にユズハに力を与えるためのシードを生み出す……。

「何やってんだい！　あんたたち！」

　突然響き渡る高い声に、海賊たちの動きが止まった。

　急なことに、俺も思わずシードを止めて、声のほうに振り向いた。

　一人の女……俺おれより年下にすら見える、少女と言うべき年齢の人物が立っていた。

　青い麻のジャケットを着て、裾すそを脇わき腹ばらのところで結んでいる。細いおなかにへそがちらりと見えた。青いズボンにすらりと伸びる足。その先には、華きや奢しやな姿には似合わない厚手のブーツを履いている。

　顔には薄くそばかすがあり、赤毛の髪を後ろでまとめている。

　大きな黒丸の眼帯をつけていて、左目が隠れていた。

　彼女は両手を腰に当て、睥へい睨げいするように海賊たちを見回した。

「あ、姐あねさん……」

「お前たち、こんなとこで油売ってんじゃないよ！　きびきび働きな！」

　少女が、俺たちを追ってきた二人組の海賊を怒鳴りつける。

「す、スンマセン……」

　海賊たちは武器を納めて、やけに素直に謝った。

「それから！　みんなも昼間から飲んだくれてないで、船の整備でも手伝いな！」

「へ、へい。今すぐに……」

　店にいた男たちは、海に向かって段の道を下っていく。

「おめぇが飲もうなんて言うから、姐さんに怒られちまったじゃねぇかよぉ」

「うるせぇな、先に酔いつぶれたのはてめぇだろ？」

　なんて、少女に怒鳴られた責任をなすりつけ合いながら。

　それから、少女は俺とユズハの顔を交互に見た。

「で？　なんだい、あんたたちは？　見ない顔だね」

「へ、へいそれが……」

　寸ずん胴どうな海賊が少女の前に出て、言い訳するように話した。

「オラたちが海岸で荷物運んでたら、そこの奴やつらに奪われまして……」

　少女がキッと俺を睨にらみつける。……若い女の子とは思えない眼光だな。

「う、嘘うそつくなよ！　お前たちが先に襲いかかってきたんだろ！　それで荷物落としていったんじゃねぇか！」

　俺の言葉に、少女の睨みが、そのまま海賊の男に向けられる。

「……それは本当かい？」

「ひえっ、い、いえ、そんなことは……」

「はっきりお言い！　さては、また追おい剥はぎしようとしたんだね!?」

「す、スンマセンっ……」

　二人の海賊は両手で頭を抱えて謝った。

　……すげえな、あの女の子。屈強な海賊たちがまるで子供みたいだ。

「いいかい！　あたいらは、生きるのに必要なもの以上を奪っちゃいけない。シングでの取り決めはきちんと守ってもらうよ！　全員で決めたことだろ!?　今度やったら、船底の雑ぞう巾きんがけからやり直しだからねっ！」

「へ、へいっ。も、もうしませんっ！」

「わかったら、仕事に戻る！　砦とりでじゃ、いつだって人手が足りないんだからね！」

　二人の海賊は少女にペコペコ頭を下げ、道の先、岩山のふもとへと走っていった。

　あらためて少女は俺おれたちのほうへ向き直る。警戒と好奇心が入り交じった目を向けた。

「それで、あんたたちは何者だい？」

「えっと、その、俺たちは……」

　突如現れた彼女に、どこまで話していいのだろう？

　とりあえず、他ほかの海賊のようにすぐ襲ってくる血気盛んな人間ではなさそうだ。

「俺たち、この島に流されて来たんだ。そしたら海岸でさっきの海賊に襲われてさ。それでもう襲われないようにって思って、あいつらが落とした服を借りて……」

　島に着いてからの出来事を話した。しかし島に来た目的やマルシェたちのことは、慎重を期してまだ言わないでおく。

　襲ってくる様子がないとはいえ、彼女はあくまで海賊の仲間なのだ。

　じーっと、少女は俺とユズハの顔を見て……そして笑い出した。

「あはは、着いて早そう々そう海賊とケンカするなんて、相当な間抜けだね。しかも海賊の服着ただけでごまかせるなんて思ってさ。――でも、なかなか剛ごう胆たんなヤツじゃないか。気に入ったよ！　あたいの名はコーフィー。キャプテン・ゾックの妹分さ」





　俺とユズハは海賊の少女――コーフィーに連れられて、砦のある岩山へと向かった。

　長い土の坂道を上る。両りよう脇わきの家並みは途切れ、さっきから畑が続いていた。

　あちこちに岩の転がる灰色がかった土から、ジャガイモの芽が出ている。

　けれどその数はまばらで、芽もどこかしなびた感じで、どうにも育ちが悪いようだ。

「なぁ、きみ……」

「コーフィーでいいよ」

「じゃあ、コーフィー。俺たちを捕まえないのか？」

「今すぐここであんたらを縄で縛ってもいいんだけどね……」

　コーフィーはいたずらっぽく笑った。

「逃げ出したところで、またさっきみたいに海賊に捕まっちまうよ、きっと」

「む……今度は気をつけるぞ」

「あはは。せいぜいそうしな。――それにあたいは、そんなふうにして人を縛るのは趣味じゃないんだ」

「もし俺たちを捕まえたら、どこに連れていくんだ？」

「この島にたどり着いた人間の処遇はね……シングで決められるのさ」

「……殺されたり、しないのか？」

　するとコーフィーは、ちょっとムッとした顔になる。

「いくらあたいらでも、意味もなく殺したりしないよ。捕らえた人をどうするか、シングで決定するまで、誰だれも手を出しちゃいけない。それがあたいらの掟おきてさ」

　なら、俺おれたちもマルシェたちも、そのシングとやらへ連れていかれるのだろうか？

　少なくともそれまでは、無事でいられるってことか？

　突然殺されたりするわけじゃないみたいだけど……このコーフィーはともかく、さっきみたいに突然襲ってくる血気盛んな連中もいるしなぁ。あまり安心もできない。

「あの店のマスターも言ってたっけ。島で生きるために海賊団に入るなら、シングで承認されなきゃいけないとかなんとか……」

「島では、キャプテン・ゾックの開くシングで全ての掟が決まるのさ。だからあんたたちも海賊団に入るなら、シングで頼まなきゃいけない」

「シングってのは、島民の集会なんだろ。大勢の前で頼まなきゃいけないのかな」

「キャプテン・ゾックは、力は強いけど決して押しつけない。皆の意見を聞く首領なんだ。心配ないよ。島の皆に気に入られりゃ、すぐにでも海賊団の一員として活躍できるさ」

「……そうなったら、他ほかの船を襲わなきゃならないのか？」

「仕方ないのさ。あたいらがこの島で生きていくには、人の船の積荷を奪うしかない。――ほら、見てみな」

　コーフィーは立ち止まり、左右に広がる段々畑を見回した。

「なんとか作物を育てようとしてるんだけど、この島は岩ばかりで養分が少ない、不毛の土地でね。満足に作物も育たないんだ。海も似たようなものさ。深い霧と速い潮の流れに囲まれて、近くの海でまともに漁のできるところなんてほとんどない」

　それからコーフィーは背後の街を振り返った。もうだいぶ高く上ってきたから、自然と見下ろす形になる。

　街の北側、土地の低い場所に港があった。何艘そうかの海賊船が静かに停泊している。

　俺たちを襲った船の姿は見当たらない。――マルシェたちはまだ海の上ということか。

　コーフィーは海岸の先の海に目を向けた。

　白い煙のような霧の壁が、青い海を囲ってそびえている。

「あの霧と荒波を抜けて外の海に出るのは、命がけの行為なんだ。だからこの島の住人は、霧に閉ざされてずっとこの土地で生きるしかなかった。何百年も昔からね。そうして、生きるために見つけた唯一の方法が――霧に迷いこんだ船の積荷を奪うことだった」

　もちろん海賊行為なんて許されることじゃないが……そんなふうに言われると、言い返す言葉を失ってしまう。

「もちろん、あたいらだって戦いたいわけじゃないさ。船を襲う目的は積荷だけだ。抵抗されなければ、誰も傷つけたりしない」

「けど、抵抗するなったって無理な話だろ？　襲われたほうにしてみりゃ、たまったもんじゃないぜ。いつもそんな平和に済むのかよ」

「……そりゃ、いつも平和になんかいかないさ」

　ぼそりと言って、黙ってしまう。

　何か辛つらいことでも思い出したような顔で。

　と、そのとき、道の脇わきに転がる岩の陰から、何かがピョンと飛び出した。

　……動物？　モモンガのような姿の小動物だ。しかしモモンガとは種類が違うらしい。人間の赤ちゃんほどの大きさで、全体的に丸っこい形をしている。

　特徴的なのは、ウサギのように大きな耳、長くふっくらした尾、そして額に生えた小さな角。見たこともない生き物だ。

　艶つややかな琥こ珀はく色の毛並が、日射しの中になめらかに浮かび上がっている。

　道のまん中で、目をパチクリさせて俺おれたちを見た。

　口に、やせ細ったジャガイモをくわえている。

「あっ！　こ、こいつーっ！　また畑から盗んだね！」

　一目見るなりコーフィーが叫んで、小動物に向かって走り出した。

「ふにゅーっ!?」

　驚いたのか、小動物はジャガイモを取り落として跳び上がる。

「待てっ！　逃げるんじゃないよ！」

　たちまち道のまん中で、コーフィーと小動物はぐるぐると追いかけっこを始めた。

「……のぅ、レン。あの生き物、ホムンクルスであるぞ」

　見ていたユズハが、俺の耳元でそっと言った。

「ホムンクルス？」

「うむ。余の時代――つまり、姫の王国があった時代に造られた、文様の力によって長い寿命を持つ人造生命体なのだ。それがまだ生きておったとは」

「文様の力で生きるって……例えば、マルシェが出すゴーレムみたいなものか？」

「ゴーレムはあくまで生命を持たない、自動人形に過ぎぬ。だがホムンクルスは、人造とはいえ生命なのだ。古代の文様技術によって造られた、な」

「なんでそんなヤツが、この島にいるんだよ？」

「さぁのぅ……。本来この愛あい玩がん用ホムンクルスは、姫の住む宮殿で飼われるような高貴なペットだったのだぞ。野生化などせぬはずなのだが……」

　コーフィーはとうとう小動物に飛びかかり、両手でその背を押さえつけた。

「そらっ！　もう逃のががさないよ」

「ふにゅう～っ」

　押さえられ、小動物は手足を伸ばして地べたに広がった。手と足の間の膜が伸びて、まるで虎とらのカーペットみたいな姿だ。

　そして……なるほど、その背にはうっすらと、ユズハたちの棺ひつぎに描かれたものにも似た、渦巻く紐ひも模様の古代文様が浮かび上がっている。

「ふにゅん！　ふにゅん！　ふにゅん！」

　小動物はいやいやをするように首を左右に振り……救いを求めるような目で俺を見た。

「い、いや、そんな目で見られてもな……。そいつ、どうするんだ？」

「さぁ、どうしてやろうかねぇ……。こいつら、しょっちゅう畑を食い荒らすんだ。いっぺん、キツーくおしおきしてやんなきゃ。丸焼きにして食ってやるとか」

「ふにゃ～っ!!」

　小動物……ふにゅふにゅ鳴くヤツは、泣きわめくようにバタバタと手足を暴れさせた。

「……なぁユズハ。あいつ、食えるのか？」

「いや……グルメな余としては、遠慮したい味だと思うがのぅ」

　なんかかわいそうな気もするし、助けてやるか。

「まぁまぁ。そのくらいにしてやりなよ。こいつだってきっと、食いもんなくて腹すかしてたんだよ。――きみたちなら、その気持ちわかるだろ？」

　自分たちは人の荷物を奪わなきゃ生きていけない。彼女自身がそう言ったんだから。

「う……それは……」

　コーフィーは痛いところを突かれた顔で黙ってしまう。

　手の力がゆるんだ隙すきにふにゅふにゅはサッと抜け出して、俺おれの足元に走り寄った。

「ちぇっ。あんたに助けられたと思ってるよ」

　屈かがんで、その頭をなでてやった。

　触ると指が肌に埋もれそうなほど柔らかい。体全体がふにゅふにゅしてるんだなぁ。

「ほら、お前も腹が減ったからって、あんまり人のもの盗むんじゃねぇぞ」

　しかしこいつ、文様の力で生きてるってことは、きっとシードを送ってやれば……。

「おいフニュ、今腹いっぱいにしてやるから、もう畑も食い荒らすなよ」

「フニュ？　まさかその安直なネーミングがそやつの名前か？」

「安直で悪かったな。いや、ふにゅふにゅしてるからさ……」

　俺はフニュの背にそっと手を当てた。

　目を閉じ、シードを送りこむ。ホクホクの蒸かしイモのイメージを思い浮かべた。

「ふいにゅ～ぅっ」

　まったりした鳴き声を出し、フニュは満足げに大きく息を吐いた。

「な、なぁ、今のいったい、何をしたんだい？」

　コーフィーが目を丸くして訪ねる。

「い、いやなんでもないよ。腹が膨れるおまじないみたいなもんさ」

　さすがにホムンクルスなんて説明はできないしな。

「ふいふいにゅ～う」

　おっ、なんだこいつ、俺にほおずりしてきたぞ。

「ほらっ！　腹一杯になったんなら、とっととあっち行きな！」

「ふにゃんっ」

　コーフィーに怒鳴られ、フニュはピューッと走って再び岩陰のほうへ逃げてしまう。

　一度俺を振り返り、岩の向こうに姿を消した。



　やがて岩山のふもとにある、砦とりでの入り口に着いた。

　左右にそびえる崖がけに挟まれた正面の岩に、大きな石の扉がある。

　石の表面には、向かい合った二匹の龍りゆうが装飾となって彫られていた。扉の前に立つ者を萎い縮しゆくさせるような物々しさだ。

　扉の両りよう脇わきには、二人の門番らしき痩やせた海賊が立っていた。

　コーフィーの姿を見ると、頭を下げて出迎える。

「姐あねさん、お帰んなさい！」

「うん。門番ごくろうさま。扉を開あけておくれ」

　二人の門番が扉の両脇に垂れ下がるロープを引くと、石扉が外側に向かって開いた。

　ギシギシと石を引きずる重い音と共に、中からガランガランと鐘の音が響き渡る。

　コーフィーは巨大な入り口のまん中を、堂々とした足取りで歩いていく。

「おぉ～、あれぞワルの大物って姿だのぅ～」

　ユズハが妙に目をキラキラさせてコーフィーの背中を見つめた。

「ちんけな下したっ端ぱチンピラに出迎えさせ、扉を開けさせてこそ闇やみのドン、麗しき悪の華というやつだ。く～っ、余もあんな大物になりたいものだのぉ」

「……ずいぶんみみっちい大物のイメージだな」

「ほら、どうしたんだい。あんたたちも遠慮しないで入っておいで」

　コーフィーの背後にくっついて中へと進んだ。

　砦は縦じゆう横おうに広がる巨大な洞穴のようだ。岩の中を掘り抜き、あるいは積み重ね、巨大な砦を築いている。

　トンネルのような広い廊下の壁は白い岩がむき出しで、等間隔にランプの火が並んでいた。風が吹き抜けていて、気温のわりには涼しい。

　途中、酒さか樽だるの周りで酒瓶を洗っている中年の女の人たちにすれ違った。

「ずいぶん静かだな。他ほかに人はいないの？」

「今この時間、男たちはみんな外に出てるんだよ」

「海賊をしに、ってことか……」

「海賊といっても、中には漁に出たり、畑に出てるのもいる。――さっきみたいに飲んだくれてるのも多いけどね」

「けど……さっき、この島は不毛の土地で作物も育たないって……」

「収穫は少ないけど、無駄なわけじゃないよ。――乏しい漁や農業に人手を割さくより、海賊の戦力を増やすべきだってヤツもいるけど、あたいはそうは思わない。今は少ししか作物が採れなくても、続ければノウハウも積めて、収穫量が増えるかもしれないんだ」

　その言葉を聞いて、俺おれはさっきから感じていたことを口に出していった。

「……コーフィーは、ほんとは海賊なんかしたいと思ってないんじゃないか？」

　怒られるかと思ったが、コーフィーは歩いたまま、しばらく答えなかった。

「そりゃあ、海賊にならず生きていけるなら、それに越したことはないさ」

　やがて、ぽつりとつぶやくように言った。



　この島には、文様の力による道具は使われていないようだ。だから文様のエレベーターなんて便利なものも、当然ない。

　砦とりでからいったん外に出て、岩山の表面に沿って伸びる長い長い階段を上がり、ようやく俺おれたちは案内された部屋にたどり着いた。

　そこはコーフィーの部屋らしい。

　こぢんまりとした部屋に板張りの床。部屋にある、本棚やベッド、タンスなどの家具は質素なものばかりだ。どれもこれも木材がむき出しで、手作りのようだ。

「のぉ～っ、余は疲れたぞぉ～っ。どれだけ歩かせるつもりだぁ」

　部屋に着くと、ユズハはすっかり床にへたりこんでしまった。

　ここまで歩いてくる間に、持っていた服もだいぶ乾いたようだ。

　部屋の仕切りを借りて、俺とユズハは元の服に着替える。

　海賊の荷物はコーフィーに返した。……ユズハは妙に惜しそうな顔をしてたけど。

　それからコーフィーは、焼いた魚とジャガイモの質素な昼食を出してくれた。

　食事をしながらあらためて部屋を見回すと、壁にかけられていた一枚の絵に気づく。絵画というよりは、絵本のような絵だ。

　そこに描かれているのは、大海原を行く船の舳へ先さきで、気取ったポーズで腕を組み、片足立てている男。目ま深ぶかにかぶった金属カブトに、空の雲をも覆い隠す巨大な赤マント。あごから伸びる黒々としたヒゲは膝ひざの下まで伸びている。

　その表情に浮かべるのは……真っ白な歯を奥歯まで見せて、恐れも知らず輝く笑顔。

　うーん、なんとも濃いというか……実に見事な堂々っぷりを見せるオヤジの姿である。

「恐ろしいまでの満面の笑みであるな。実にチクチクとして痛そうなヒゲだ」

　さしものユズハも、感想に困ったような表情である。

「……誰だれ？　もしかしてあれが、キャプテン・ゾック？」

　聞くと、コーフィーはぷっと噴き出して笑い転げた。

「あっはははははは！　違う、違うよ！　ゾックはあんなにカッコよくないさ！」

「いや、あの絵もカッコいいかは……。とにかく、じゃああれは誰なんだ？」

「島の人間なら誰もが憧あこがれる、偉大なるヴァイキングにして伝説の海賊王、キャプテン・オルディスを描いた絵さ」

「伝説の海賊王？」

「そうさ。ずっと、ずっと昔。千五百年前に活躍した海の英雄だよ」

　千五百年前、だって……？　つまり、まだ世界を『姫』が統とう治ちしていた時代、つまりユズハたちの時代ってことじゃないか。しかも姫の時代の、ちょうど終わりごろだ。

「ユズハ、海賊王なんて知ってるか？」

　そっと耳打ちして聞いてみた。が、ユズハは小さく首を横に振る。

「余は宮殿に閉じこもっておって、海のことは詳しくないからのぉ」

「なんの話だい？　キャプテン・オルディスを知ってるのかい？」

「い、いや、初めて聞いたよ。そのオルディスってのは、どんな活躍をしたんだ？」

「キャプテン・オルディスはね……」

　コーフィーは窓の外の海を見つめた。どこか遠くを見つめる目だ。

「海賊と言っても、あたいらみたいに人を襲うわけじゃない。彼は海に沈んだ財宝を求めて、巨大な船スレイプニル号に乗り世界中を駆けめぐったんだ。何者も恐れず、何者にも負けず、仲間の危機には体を張って助けに来る。そんな海賊だったのさ」

　コーフィーは本棚の前に歩き、一冊の本を取り出した。

「この本には、キャプテン・オルディスの冒険が描かれているんだよ」

　手渡された本をパラパラとめくってみる。

　何度も読んで開き癖がついているのか、とあるページが自然と開いた。



　キャプテン・オルディスはどんな敵をも恐れない。

　　恐ろしい怪物にも果か敢かんに立ち向かい、勇敢に戦って、いつだって負け知らず。

　　強い敵に挑むときは、こう叫べ。

　「天の矢よ、海を沸き立たせよ」と。

　　光の雨がたちまち海に降り注がん。



　キャプテン・オルディスはどんな挑戦をも拒まない。

　　卑劣な決闘も真しん摯しに受けて立ち、知恵で戦って、いつだって負け知らず。

　　攻撃を受けたなら、こう叫べ。

　「風の盾よ、我を守れ」と。

　　鋼鉄の潮風が、どんな弾をもはね返す。



　キャプテン・オルディスはどんな友をも見捨てない。

　　弱い人間にも勇気と力を与え、仲間と共に戦って、いつだって負け知らず。

　「我が命、海賊王と共にあらん」と。

　　大陸の反対からでも、彼は友のために駆けつける。



　先のページをめくっていった。

　……これは伝説の海賊王の冒険譚たんを書いた、子供向けのおとぎ話だ。

　なんのことはない。このオルディスってのは要するに、空想上の英雄なんだろうな。

「あたいがキャプテン・オルディスに憧あこがれるのはね……、単に、冒険家で強かったからだけじゃない。彼は、世界の島々をめぐって開拓し、交易路を開き、どんな貧しい小島も豊かにしてみせたんだ。――だからね、あたいも将来は彼のように世界の海を回って……農業や漁業を勉強して、貿易して、この島をもっと豊かにしたいんだ。それこそ、海賊なんてしなくても生きていけるようにね」

　そこまで聞いて、ようやくコーフィーが伝説の海賊王に憧あこがれるわけがわかった。

　彼女は、単に無邪気に冒険譚たんに心躍らせているだけじゃない。

　そこに自分や島の将来の理想を重ねて見ているんだ。

　あらためて、さっきのページを開き、何度も文章を読み返してみる。

「『我が命、海賊王と共にあらん』。――いい言葉だろ？　落ちこんだときや、気分が辛つらいときは、いつもこの言葉を思い出して自分を元気づけるんだ。キャプテン・オルディスはそばにいてくれる、ピンチのときには助けに現れてくれるって思ってね」

「そうだな。きっとそいつは今も海の上から、コーフィーを応援してくれてるんだよ」

「しかし延々と船旅などしておったら、船酔いしてしまいそうだのぉ」

　ユズハが、船はもうこりごりという口調で言う。

「あはは、そうだね。でもずっと船の上で暮らしてたわけじゃないよ。伝説では、キャプテン・オルディスは二百歳まで生きて、世界の海に十六人もの妻を持ち、みんな彼の帰りを待っていたんだって」

「十六人と結婚したのかよ。すげぇな」

「……レン、いくらうらやましがっても、おぬしにはとうてい無理な相談だ。諦あきらめろ」

「うらやましがってねーってば。何を諦めるんだよ」

　コーフィーに本を返し、もう一度、壁にかけられた絵を見た。

　ついまん中に描かれた派手な姿のキャプテン・オルディスに目が向くが、彼が乗る船も細かく描かれている。

　伝説の海賊王を乗せる、巨大な海賊船、スレイプニル号。

　天にも届くようなマストに、海竜のヒレのような左右四本ずつ大きなオール。舳へ先さきには、猛たけ々だけしい雄馬の彫像。

　いかにも神こう々ごうしい船を想像して描いたって感じだな。

　……ん？　でもあの姿、どこかで見たような……。気のせいかな？

　部屋の戸がノックされた。コーフィーが返事をすると、海賊の一人が扉から顔を出す。

「姐あねさん、そろそろキャプテン・ゾックが戻る時間でさ！」

「あいよ！　それじゃあ、祈りの準備をするからね！」





　コーフィーの後について向かったのは、岩山の頂上に建てられた神殿だ。

　今からコーフィーは、何か儀式のようなことをやるらしい。

　俺おれがついてくる必要はないのだけど、興味があるからと頼みこんで、見せてもらうことにした。海賊たちについて得られる情報は得ておこう。

　ちなみにユズハはというと……

「もう階段など上りたくないわ！　足が棒のようだ～っ」

　なんて叫んで、そのままコーフィーの部屋の床で大の字になって寝転がっている。

　砦とりでの最上階から、外にむき出しの階段を上っていく。はるか眼下には、ちっぽけに見える島の街並みや港、海岸、そして海が広がる。

　こうして上のほうから見下ろすと、海の波はあちこちで高く白いしぶきを上げ、大きな渦を描いている。

　やはり魔の海域と言われるだけあって、ずいぶん荒々しい海だな。

　島の反対側は、砦の外階段がある他ほかは急斜の崖がけで、木や草すら生えていない。

　見下ろすと足がすくんでしまう。手すりがあるとはいえ、落ちたら真っ逆さまだ。

　そうした道を歩いて、神殿にたどり着いた。

　三角屋根の神殿は上下二層に分かれていた。一階部分は普通の建物のようで、儀式の準備をするのか、中央に控えの間まと呼ばれる小部屋がある。

　今、コーフィーはその部屋に入っている。

　儀式と言っても、ずいぶんささやかなもののようだ。他に手伝いの人間もおらず、神殿にやって来たのは俺おれとコーフィーの二人だけである。

　やがて戸が開いて、コーフィーが出てきた。

「待たせたね」

　その姿を、思わず見つめてしまった。

　白い羽衣のような衣装。広がる裾すそから素足が伸びて、その下は裸足はだしだ。

　素肌にすっぽり被かぶって着たその姿は、まるで海を漂う美しいクラゲのようだ。

　もっとも左目を覆い隠す眼帯だけはそのままで、かえって無ぶ骨こつに目立って見えた。

「なんだい？　この服が珍しいかい？」

　ちょっと照れたようにコーフィーは顔を伏せて、通路の先へ歩いた。

　奥の石段を上っていく。後に続いて、俺も神殿の上層部に着いた。

　円柱に支えられるようにして、三さん角かく錐すいの屋根が乗っただけの、粗末な神殿。

　太陽は真上にあり、屋根の影が床に落ちていた。

　そして神殿の中央に置かれていたのは……

　ふい打ちされたように、息を呑のんだ。

「姫の……棺ひつぎ……」

　祭壇のような円まるい石の上に、縦に起こされて立つ黒い棺。

　まるで島を見守る守り神のように、悠然と存在している。

　棺の表面には、複雑に絡み合う紐ひも模様が描かれ、張りめぐらされていた。

　渦を巻き、交差する青白い紐状の模様。静止しているにもかかわらず、見つめていると、無数の蛇がうごめいているような錯覚すら覚える。

　それは間違いなく、ギルドにある火の姫の棺ひつぎやユズハの棺と同種のものだ。

　海賊の島に姫の棺があるという情報は間違いなかったんだ。そしてその情報のとおりなら、あれは水の姫の棺ということになる。

　目を凝らしてみると、棺の中心に小さく、文様の欠けた個所がある。

　コイン大の空白。――ということは、あの棺に水の指輪ははめこまれていない。

　つまり、水の姫は目覚めていないのだ。

　神殿を囲む円柱を見ると、細い線からなる文字が刻まれていた。

「あの文字はなんだ？　祈き祷とうの言葉かなんか？」

「あれは、古代ルーネ文字って言うらしいよ。大昔、この島で使われていた言葉なんだって。もう、読める人間は島にいないけどね。――見てみな」

　コーフィーは天井を指さした。

　そこに、シルエットのような天井画が描かれている。

　大海原を行く、帆を掲げた馬頭の船。その後ろに続く大船団。行く手を阻む、でかいイカのような怪物と戦っている。

　これも、あのキャプテン・オルディスという人物を描いたものだろうか。

　コーフィーは吹き抜ける風に羽衣の裾すそをなびかせながら、棺の前へ歩いた。

　神殿の隅に立ったまま、固唾かたずを呑のんでその後ろ姿を見つめる。

　コーフィーは棺の表面に、そっと撫なでるように両手を触れた。

　棺を覆う文様が青く光を帯び、静かに輝き出す。

　あれは……シードを送っているのか？

「水の姫さま、荒れる海をお鎮しずめください。仲間たちに進むべき海路と未来への道しるべをお開きください」

　ささやくように、語りかけるように言う。

　それはどこか、俺おれたち文様師がシードを送るときにつぶやく言葉にも似ている。

　その言葉自体は、別に呪じゆ文もんのような力を持つわけではない。ただ、想像をエネルギーに変える力を高めるために、思い描くイメージを強くするためのかけ声だ。

　それからコーフィーは、そっと眼帯を外した。後ろ姿で、その顔は見えない。

　額を棺の文様の空白に押しつける。文様の輝きが、ひときわ強くなった。

　棺を中心に外へ広がるように、瞬間的な突とつ風ぷうが放射状に吹いた。

　体が吹き飛ばされそうになり、慌てて床に手をつく。

　風は岩山を下り、島を出て海を薙なぐように吹き抜ける。

　海面が風に揺れて、一瞬、巨大な波紋のような波しぶきが広がり……静かになった。

　荒れていた海が嘘うそのように穏やかになる。

　眼帯を着け直し、コーフィーが振り返った。

「驚いたかい？　これが水の姫さまの加護だよ。あたいが祈りを捧ささげると、潮の流れを抑えてくれるんだ。――少しの間だけだけどね」

「海を穏やかにさせられる……ってことか」

　見ると、遠く海を取り巻く霧の中に、ちらちらと何艘そうかの船のシルエットが見えた。

「キャプテン・ゾックの船が帰ってくるんだよ。――海賊団の船が航行しやすくなるように、こうして水の姫さまに祈りを捧ささげるのがあたいの役割なのさ」

「まさか、コーフィーは……水の指輪を、持ってるのか？」

　しかしコーフィーは、静かに首を横に振る。

「指輪？　さぁ、見たこともないね……」

　ということは、あれは彼女のシードの力によるものなのか。

　ようやく、コーフィーがこの海賊団で尊敬されている理由がわかった。

　――つまり彼女は、海賊の巫み女こなのだ。

　巫女として、海賊たちの活動を強力にサポートしているのだ。

　海賊の活動が活発になった理由は、彼らが水の指輪を手に入れたからではなかった。

　コーフィーのシードによるものだったのだ。

　……が、そこでふと、違和感がわき上がる。

「なぁコーフィー。その力で、霧の海域を出ることもできるんだろ？」

「そうさ。だから海賊団が外の海に遠征するときは、いつも水の姫さまに祈るんだ」

「でもコーフィー、言ってたよな。この島を、海賊なんかしなくても生きていけるようにしたいって。外の海に出られるんなら、海賊なんかしなくても、漁をしたり、外国と貿易だってできるだろ？」

　するとコーフィーは、憂ゆう鬱うつそうに目を伏せた。

「あぁ、言ったさ。――でもね、海を出られるからって、それは簡単にできることじゃない。いいか？　水の姫さまが加護をくれるようになったのは、ここ十年のことだ。それまで島の人間は霧の中に閉じこめられて生きてきた。霧に迷う船を襲って、ひもじく生きてきた。今、急に外の海に出られるようになったって、優れた漁の知識もない。これまで海賊として生きてきた者たちと、誰だれが貿易なんかしてくれるってんだい？」

「だけど……それじゃいつまでも今のままじゃないか」

「あんたに何がわかるのさ！　あたいは海賊団に育てられた人間だ。頼まれれば、海賊の航行を手助けするしかないだろ！　断れば裏切り者だ。あたいはそうやって生きていくしかないんだよ！」

　突然の叫び声に、思わずビクリとなる。

「あたいの力を、海賊団の航行を助けるのに使うってのは、シングで決められたことなんだ。――この島ではね、力のある者が皆の上に立つ。けれど代わりに、その力を皆のために使わなきゃなんないんだ」

　コーフィーはうつむき、少し悔しそうに唇を噛かんだ。

　それから顔を上げ、今度は小さく笑みを浮かべた。

「――もちろん、わかってるさ。このままにするつもりなんかない。あんたの言うとおり、島の外へ出られるのはチャンスだ。漁の技術を磨いて、畑の肥料を輸入して、外国と貿易をして……時間はかかるかもしれないけど、いつか必ず、この島を変えてみせるよ」

　そういうコーフィーの姿は、一見頼もしくもあり……同時に、ともすればこのまま海賊の生活に流されてしまうのではないかという不安も感じさせた。

　彼女は、あの魔の海域に浮かび荒波に揺られる小舟のようなものじゃないだろうか？

　その流れ着く先は、豊かな島の未来か……それとも恐ろしい海賊団の巫み女こか。

　霧のあちこちから合わせて二十艘そうほどの海賊船が現れ、帰港に向かっている。

　その中心に、ひときわ目立つ大きな帆の船と共に進む、六艘の海賊船団があった。

　先頭を行く黒いドクロの帆。あれがキャプテン・ゾックが乗る船らしい。

　近づくその船団を見て、俺おれは叫びそうになった。

　海賊船に連行されるようにして、ラ・シェーヌのシャリオット号の姿があったのだ。



　俺とユズハは、コーフィーの後について港にやって来た。

　小さな街にもかかわらず、意外と港は広い。岩を削って作ったらしい岸壁から、十数本の桟さん橋ばしが伸びている。――やはり、海賊を生業とするだけのことはあるな。

　後ろを振り返れば、港全体が高い岩場に囲まれている。まん中の坂の先が、まっすぐ岩山の砦とりでに続いていた。向かって左側の高台の上には、さっき歩いた街や段々畑が見える。

　岩山の上にある神殿は正面を向き、小さく水の姫の棺ひつぎが見えた。

　明るい日射しの中、港の桟橋に黒い帆の海賊船が悠々と乗り着けてきた。

　龍りゆう頭ずの彫像が掲げられた舳へ先さきに足をかけ、立っている一人の海賊。

　船長の大きな海賊帽に黒いジャケット。黒々としたあごヒゲ。右手のフックと、左足の義足が彼の戦歴を無言のうちに物語る。

　俺たちの乗った船を襲った男。あいつが海賊団の首領、キャプテン・ゾックらしい。

　筋肉の盛り上がる腕を組んだその姿は、現代に生きる伝説の海賊王、キャプテン・オルディスといったところか。

　……ていうか、まるっきりあの海賊王の絵のポーズをマネてんじゃんか。

　船が入ると、コーフィーはゾックに向かって桟橋を駆けていく。

「お帰りぃー、ゾック！」

「おぅコーフィー！　今帰ったぞぉ！」

　ゾックは巨体を宙に舞わせ、桟橋の上に飛び下りた。橋げたがグラグラと揺れる。

　続いて、同行していた海賊船たちも次々と桟橋の横に停泊する。タラップをかけ、何十人もの海賊たちがぞろぞろと下りてきた。

　海賊船に交じり、鎖につながれ牽けん引いんされてくるシャリオット号の姿があった。

「他ほかにも仲間がいるかと探したんだがなぁ、どうやらあの船だけみてぇだなぁ」

　ゾックは腕を組みながらコーフィーに説明した。

　シャリオット号は身動き取れないよう、大きな海賊船と岸壁の間に停泊させられる。

「さぁ、とっとと下りやがれ！　チンタラしてんなよこのアマ！」

　ほおのこけた海賊がシャリオット号の横に立って、斧おのを振り回しながら叫ぶ。

　ブリッジの扉が開いて、ラ・シェーヌが姿を現した。少し疲れた顔をしているものの、ケガなどはなさそうだ。

「何がアマですかっ！　下品な呼び方はやめてくださいっ！」

　斧を向けられ、ラ・シェーヌはしぶしぶ船から下りる。彼女の二人の部下、ピエールとモンブランも後に続いた。

「てめぇらもだっ！」

　海賊がなおも船の中に向かって叫ぶ。

　まず姿を見せたのはマルシェ。彼女に寄り添うようにして、ルミサも顔を出す。

　二人は船を出てタラップを下り、岸壁に歩いた。

「マルシェ！　ルミサ！」

　不安そうなその姿にいてもたってもいられず、名を呼んで走った。

「二人とも無事か!?」

「レン！　あたしたちは平気よ。ラ・シェーヌさんたちもケガはないわ。なんとか結界で持ちこたえることができたの。――船を鎖につながれて、逃げることもできなかったけど」

「ルミサも、大丈夫だったか？」

　コクコクとルミサはうなずいた。肝の据わったマルシェと違い、ルミサはまだちょっと怯おびえているようだ。かわいそうに。

「……レン。あんた、仲間だったのかい？」

　振り返ると、コーフィーが驚いた顔で立っていた。

「……そうだ。俺おれとユズハは、この船から落ちて島に流れ着いたんだ」

　今さらごまかしてもしょうがないし、ごまかしたくもない。

　彼女の顔を見返し、本当のことを言った。

「俺たちを、どうするつもりなんだ？」

　コーフィーの後ろから、向かってくる足音があった。

　岸壁の石畳を踏みしめるブーツの音と、カツンと突くような金属の義足の音。二つの音を交互に響かせながら、海賊団の首領が歩いてくる。

「どうするだってぇ？　小僧、てめぇらこそ何しにこの島に来たぁ!?　まさかてめぇら、スパイじゃねぇだろうなぁ!?」

「……スパイ？　どういうことだよ」

　ゾックの横で、コーフィーが説明した。

「実は何十日か前に、ログール帝国のスパイが来たんだ。取っ捕まえたんだけど逃げられちまった。あたいらの仲間三人に重傷を負わせてね。だから最近、警戒してたんだよ」

　……もしかして、アーグレィ総裁に見せてもらった、ログール軍の日誌に書かれていた水の姫に関する情報は、そうやって得られたのかもしれないな。

　しかし逃げられたってことは、あの霧の海を出られたのか。『血ブラツドの機関』の動力による船は、逆流する潮の流れも超えてしまえるのかよ。

　が、それはともかく……。

　俺おれたちはスパイなんかじゃない。そう叫ぼうとして、ハタと思い止とどまった。

　水の姫を取り戻そうとこの島を訪れた俺たちは、海賊から見れば、やはりスパイのようなものなのか？

　ゾックは腕を組み、高い背から見下ろすように睨にらみつける。

「まぁいい。これから俺様たちがじっくり判断してやるぜ」

　ゾックは港で船の停泊作業をしている海賊たちに向かって怒鳴り声を上げた。

「おい者どもぉ！　シングを開くぞぉ！　準備をしろぉ！」

　うおおぉーいっ！　と、海賊たちが雄お叫たけびを上げる。

「シング……だって？」

　確かそれは、この島民全員による大集会のことだったな。

　島の掟おきてから海賊団の作戦まで、あらゆることを決める会議。

「そうさ」

　コーフィーは険しい顔つきになって言う。

「言っただろ？　これから、あんたらの処遇を決めるシングが開かれる。あんたらがスパイかどうかの審判もね。……でもレン、あたいは、あんたたちがスパイなんかじゃないって信じたい。だから、シングでそれを証明するんだ」

　シングを告げるのか、砦とりでのほうからガランガランと鐘を打ち鳴らす音が響き渡った。





　砦のある岩山の中腹に造られた集会場。

　周囲をいびつな岩に囲まれ、ぽっかり開あいた縦穴のようになっている。岩の一つ一つが、シングの参加者が座る座席代わりになっているようだ。

　島民たちがひっきりなしに集まっては、岩の上に座っていく。目立つのは海賊の格好をした男たち。しかしそれだけじゃない。土で汚れた麻の服を着た農民や、酒瓶を手にした老人、汚れた髪の女性、走り回っている子供の姿まである。

　まさに島中の人間が集合しているのだ。その人数、ざっと見渡しただけでも二百人はいる。彼らはまるで緊張感もなく、めいめいに隣り合った人と世間話をしたり、突然陽気に歌い出したりしている。酔ってケンカを始める海賊までいる。

　おごそかな雰囲気なんかまるでなく、お祭りのような陽気さだ。

　これがシングと呼ばれる大集会か。

　一足早くコーフィーと一緒にいた俺とユズハが代表して集会場の中央広場に立たされ、取り囲む島民たちの好奇の目にさらされていた。

　見上げると、空が岩に囲まれて見えた。午後の日射しが照りつけている。

　集会場の正面には、ひときわ高い岩の上に据えられた議長席がある。

　そこに座るのは……キャプテン・ゾック。

　その隣の一段下がった席には、コーフィーの姿がある。

　さらに彼らの下、見せしめのように岩場に括くくりつけられているのが……マルシェにルミサ、それにラ・シェーヌと彼女の部下であるピエールとモンブラン。

　後ろ手に縄で縛られ、岩場の中腹に立たされていた。

「者ども、静まれぇ！」

　キャプテン・ゾックの声が集会場に響き渡った。

「今より、このキャプテン・ゾックの名において、シングを開催する！」

　ガランガランガラン！　鐘が打ち鳴らされた。

　おおおおぉーっ！　と、島民たちの喝かつ采さいの叫びが空に吸いこまれていく。

「今朝、俺おれ様たちの縄張りに入りこんだ連中がいる！　ここに捕らえた五人と――」

　ゾックは立ち上がり、まっすぐ俺を指さした。

「その仲間の二人だ！」

「スパイだ！　スパイに違ちげぇねぇ！」

　海賊たちの中から叫び声が上がる。

「待ちな！　お前たち！　まずは、こいつらの言い分も聞こうじゃないか！」

　コーフィーが立ち上がり、海賊たちを見回す。それからまっすぐ俺に目を向けた。

「レン。――あんたらはどうしてこの島に来たんだい？　わけを聞かせてくれないか？」

　スパイのつもりなどなかったとはいえ、どう答えればいいんだ。

　正直に水の姫の棺ひつぎを取り戻しに来たなんて話せば、どんな騒ぎになるかわからない。

　やはりここは、霧に飲まれて迷ったとごまかすしかないか。

「俺たちは……」

「わたしは何も関係ありませんっ！」

　言いかけたとき、縛られながら足をバタバタさせてラ・シェーヌが叫んだ。

「そこの男に騙だまされて、無理矢理この島まで運ばされただけですのっ！　わたしたちは被害者です！　だからさっさと解放してくださいっ！」

　……おい、そんなこと言ったら目的があって島に来たのがバレバレじゃないか。

「うるせぇ、黙れ！」

　海賊の一人が立ち上がって、ラ・シェーヌに向かって怒鳴る。

「助かりたかったらな、オレの女になりな！　ぎゃはははっ」

「じ、冗談じゃありませんっ！」

　ラ・シェーヌが顔を真まっ赤かにして怒鳴り返した。

「あんたたちみたいな野蛮人、マンモスに踏まれて死んじまえですの！」

「このアマぁ……！　あいつからぶッ殺そぉぜぇ！」

「やるならオレにやらせろ！　へへっ、あのねーちゃん、たっぷり痛ぶってやるぜぇ！」

「独り占めすんじゃねぇ！　オレだっていっぺん女をひぃひぃ泣かせてみてーぞ！」

　座席の前のほうに陣取る、とりわけ凶暴そうな顔つきの海賊の一団が立ち上がった。

　拳こぶしを振り上げ怒鳴り散らし、下品な笑い声を上げる。

「な、なっ……！」

　ラ・シェーヌは顔を真まっ青さおにして黙りこんでしまった。

　彼女の態度が海賊たちを挑発して、ますますいきり立たせてしまったらしい。

「スパイどもはとっとと殺そうぜぇ！」

「手足切って海に沈めてやれやぁ！」

　下げ卑びた声が上がり、その周りで歓声が響く。

「そうだ、そうだ、ぶっ殺しちまえぇ！　へっへっへ！」

　海賊たちは俺おれたちが本当にスパイかなんて、たいして興味がないようだ。

　もはや血に飢えた獣のように目をぎらつかせ、獲物を求めている。

　特に凶暴な一部の連中の騒ぎが、次第に周りの海賊たちにも火をつけた。

「外の奴やつらはオレたちを殺そうとするんだ！　遠慮するこたねぇよな！」

「縛り首にして外の国の連中に見せつけてやれ！」

　狂気の渦に呑のみこまれたように野蛮な叫びが広がり、空気を支配する。

　今や、集会場はすっかり興奮のるつぼと化していた。

　マルシェは怯おびえた顔で見回し、ルミサはすっかり泣きそうになっている。

　騒ぎ立てている海賊たちの一方、議長のゾックはと言えば、黙ったままシングの行方ゆくえを見守っているばかりだ。

　コーフィーも俺の話を聞くのを諦あきらめたように、座ってしまった。

「なんだあやつら。頼りない連中だのぉ。下したっ端ぱ海賊の言うがままにするつもりか」

　様子を見ていたユズハが言う。

「……確かに変だな。この島で一番偉いはずなのに、何も言わないのか？」

　そういえば、このシングと呼ばれる大集会は、島民の総意に基づいて決議される……って、街で酒場のマスターが言ってたっけ。

　コーフィーも、シングで皆に気に入られれば海賊の仲間になれるって……。

「そうか。つまりゾックは裁判長で、他ほかの島民全員が裁判官っていうような、そんな仕組みになってるんだ。ここにいる全員の意見が、決議に反映されるってわけだ」

　そう考えれば、これは意外と民主的な議会なのかもしれない。

　――とはいえ実際に会議の場を支配しているのは、一部の凶暴な性格の海賊たちだ。

　彼らにあおられて、他の多くの海賊も頭に血が上ったように騒いでいる。

　落ち着いて見回せば、何も全員が凶暴に騒いでいるわけではない。

　比較的おとなしそうな海賊も少なくない。黙って静かにしている女や老人、子供たちもいる。しかし彼らは、すっかり気け圧おされたように縮こまっているばかりだ。

「これでは余たちが解放されるには、海賊どもを言いくるめねばならんぞ」

　民主的かもしれないが、今の俺おれたちにはますます都合が悪い話である。

　ゾックやコーフィー個人を言い聞かせるなら、まだできそうな話だ。

　けれど言葉も通じなさそうな血に飢えた海賊の集団を、どうやって説得するのか。

　なんとか、場の流れを変えなくてはならないが……。

「よぉし、てめぇらの意見はわかったぜ！」

　ゾックが立ち上がった。集会場が静まり、皆が首領の顔を見る。

「島の意思に従い、議題を決議する！　ここにいるスパイ容疑の七人を……」

「ま、待てっ！」

　ゾックの言葉をさえぎるように、とっさに叫んだ。

「あん？」

　言葉を中断され、ゾックは不快そうに見下ろした。

　とにかく、何か言わないと……。

「お、俺たちがこの島に来た目的を話す！　スパイなんかじゃねぇ！　もっと……大事な用件だ！　この島の運命に関わる話だ！」

　こうなったらやぶれかぶれだ。残忍な海賊たちが喜びそうな話をして、流れをこちら側に引きこむしかない。

「ほぅ……」

　ゾックはつぶやき、再び座る。

「面白そうじゃねぇか。なら聞かせてみろ、その目的とやらをよぉ」

　場内の注目が、一斉に俺に集まる。

　こうなりゃイチかバチかだ。

「俺たちがこの島に来た目的は……水の姫の棺ひつぎを取り戻すことだ！」

　……とうとう、言ってしまった。

　とっさにインパクトのある嘘うそなんて思いつけない。彼らの気を引くには、この事実を明かすしかない。

「てめぇ……ふざけるなぁ！」

「水の姫さまを奪う気かぁ!?」

　案あんの定じよう、海賊たちから怒声が上がる。

「あぁそうだ！　水の姫の棺は、元々フィアナ王国から奪われたものだ！　フィアナには火の姫の棺だってあるんだぞ！　俺は水の姫の棺をお前たちから取り戻し、国に持ち帰るつもりだ！　見てくれ！　俺にだって水の姫の力を使えるんだぜ！」

　文様剣を引き抜き、構えた。シードを送ると剣の周りで水滴が凝固し、つららのような氷の剣となる。

　おおぉ……と、海賊たちがどよめいた。

「な、なんだ、あの術……」

「あいつも水の姫さまの加護を受けてるってのか……？」

　いいぞ……。場の流れが変わってきている。

「けっ、あんなの姐あねさんに比べりゃ大したことねぇな。外国にいる文様師って連中は、文様さえ描けば術が使えるって話だ。水の姫さまの加護をかすめ取ってやがるんだ」

　ケチをつける声が上がる。

　やはりこの程度の文様の技では、驚かせられるのは一瞬だけだ。

　俺おれはまっすぐゾックに剣を向けて叫んだ。

「キャプテン・ゾック！　水の姫を賭かけて、俺と決闘しろ！」

「決闘、だぁ？　この俺様が、てめぇみたいな小僧とかぁ？」

　ぎゃはははは、と、海賊の間に嘲ちよう笑しようの笑いが広がる。

「ふざけんじゃねぇぞぉ小僧！　そんな剣でいい気になるんじゃねぇ！　俺様と戦うには十年早いぜぇ！　顔洗って出直してきな！」

「……逃げるのか？」

「んだとぉ？」

「決闘を挑まれて、逃げるのかって聞いてんだ！　偉そうにしてるくせに、ほんとは臆おく病びよう者ものなんじゃねぇのかよ!?」

　そこから先は、海賊たちに言い聞かせるように場内を見回しながら続ける。

「そうだろ!?　伝説の海賊王、キャプテン・オルディスはどんな決闘も真しん摯しに受けて立ったそうじゃねぇか！　それに引き替え、ここの首領はどうだ！　真剣な挑戦を鼻で笑うような礼儀知らずだ！　しかも勝負から逃げようって弱虫だぜ！　そんなヤツに、水の姫さまを任せるなんてできないね！」

　一瞬、シンと静まりかえる集会場。

「そこまで言われちゃ、黙っちゃいられねぇよなぁ！」

「そうだ！　決闘だ！　決闘で勝負を決めようぜ！」

「首領！　この生意気な小僧を血だるまにしてやってくれ！」

　決闘という言葉に興奮を刺激されたのか、海賊たちは拳こぶしを振り上げ叫び出す。

「小僧。俺様たちが最も尊敬するキャプテン・オルディスの名を軽々しく口にして、無事で済むとは思うなよぉ」

　ゾックがニヤリと笑った。

「いいじゃねぇか。その決闘、受けて立ってやろう」

　うおおぉ……と、海賊たちが沸き立つ。

　ユズハが不安そうに見つめた。

「おいレン、まさか本気で勝てると思っとるのではあるまいな？」

「さすがにそんなこと思ってないさ。決闘するふりをして、それまでの間になんとか隙すきを見てみんなを助け、逃げ出すんだ」

「そううまく行くかのぉ……」

「よーし、そうと決まったら、そこの連中は決闘場に連れていけ！」

　数人の海賊がマルシェたちを下ろし、手を縛ったまま集会場の外へと歩かせた。

「な、何をするんだよ!?」

「いいか？　逃げたらこいつらの命はねぇからなぁ」

　ゾックがニヤニヤ笑いながら、意地悪そうに言う。

「おい小僧！　てめぇが勝ったらな、仲間ともども解放し、水の姫さまもくれてやろう。――だがな、俺おれ様が勝ったら、てめぇは何をくれるんだ？」

「えっ、何をって……」

「言っておくがな、てめぇらの首なんかじゃつまらねぇ。――さっき、てめぇの国には火の姫の棺ひつぎがあるって言ったよなぁ。俺様が勝ったら、その火の姫さまをいただこう」

「な、何言ってんだ。ギルドがそんなこと認めるわけないだろ」

「てめぇらを人質に取ってな、脅きよう迫はくしてやるんだぜぇ」

　がははとゾックは高笑いした。

「どうしよう、ユズハ。ますます悪い状況になっちまった……」

「まったくもって、おぬしのワルっぷりは中途半端すぎるわっ」

　ユズハはまっすぐゾックを睨にらみつけた。

「おい、そこのヒゲモジャチンピラ！」

「あぁん？」

「余もその決闘とやらに交ぜるがいい！」

「寝言もほどほどにするんだな。女に勝とうが自慢にもならん」

「おぅ？　そないなこと言っていいのか？　こう見えてもな、余は国でちったぁ知られた悪のドンであるぞ！　ごっどふぁーざーと呼ばれた女だぞ！　余の名を聞けばな、街のコソドロは震え上がって逃げ出し、チンピラは母ちゃんの名を叫んでちびり、殺し屋は絶望のあまり自分の首に縄をかけるのだ！」

　ユズハはビシッとゾックを指さした。

　ドンッ！　と足を踏みならし、啖たん呵かを切る。

「よいかヒゲモジャ！　そんな余からしてみればの、おぬしのような小こ者ものが幅をきかせとるなぞ、片腹痛くて仕方ないわ！　へそが茶を沸かすわ！　膝ひざが笑っとるわ！　ここは一つ、余とどっちが悪のドンにふさわしいか、白黒はっきり付けようぞ!!」

　……だんだん啖呵の切り方がうまくなってるな。

　どうでもいいけど、膝が笑うってのはちょっと意味が違うぞ。

「いいぞぉー、姉ちゃん！」

「ヒューヒュー！」

　バカ騒ぎの好きな海賊たちが頭の上で拍手しながらはやし立てる。

「喜べ、チンピラ！　余の華麗なるワルっぷりを脳みそにとくと焼き付けてやろう！」

　さらに大きくなる場内の歓声。

　だがユズハが戦うなら……こちらにも勝算はある。

「けっ。いいだろう。二人まとめて相手してやる。――だがな、それなら俺おれ様ももう一人加えさせてもらおう」

「なんだって？　お前一人で戦うんじゃないのかよ」

「決闘は公平であるべきだからな」

　そう言ってゾックは立ち上がり、隣のコーフィーを指さした。

「コーフィー！　俺様と一緒に戦え！」

　目を見開いて、コーフィーはゾックを見返す。

「えっ、あ、あたいが、かい!?」





　岩山の二つの尖せん塔とうを渡す、長い石の橋。

　傾き始めた西日が斜めに照らし、白い石がキラキラと反射していた。

　人が二人、横に並べる程度の幅。両りよう脇わきには、腰の高さほどの薄い石壁があるばかりだ。

　ないよりマシだけど、身を乗り出そうものならたちまち落ちてしまう。

　橋の下を覗のぞきこむと、遠く小さくふもとの岩場が見える。

　――ここが海賊たちの決闘場だ。

　砦とりでの窓から、決闘の行方ゆくえを見ようと大勢の島民たちが顔を覗かせていた。

　血に飢えた男たちが早くも怒声のような叫びを上げ拳こぶしを振り、興奮の渦を巻いている。

　俺は、尖塔にある決闘者用の小部屋にいた。そこにマルシェたちも座らされている。

「レン……。本当に、大丈夫？」

　両手を縛られたまま、心配そうにマルシェが聞いた。

「すぐに勝って、みんなを解放させてやる。待ってな。ルミサも、あと少しの辛抱だ」

　ルミサは真まっ赤かな目で見上げて、コクコクとうなずく。

　一方のラ・シェーヌたちは、やはり縛られて部屋の隅に座らされている。

　ユズハはというと、決闘を前に、おいっちにと屈伸しながら準備運動をしていた。

　……やる気まんまんだなぁ。

　人の気配に振り返ると、扉の横に立っている少女がいた。

　扉の外には細い通路があり、その向こうは決闘場の石橋だ。

「コーフィー……」

　彼女の腰には、決闘に使うらしい短刀が下がっていた。柄に、水流の形をした文様が掘られている。――彼女は文様剣を持ってるのか？

「レン。なんでこんなムチャな決闘挑んだんだい？」

「……こうでもしなけりゃ、俺たち殺されたんだろ？」

「あたいが助けてみせたさ！　スパイ容疑なんて晴らしてみせた！　――でもこうなっちゃ、もう逃げられないだろ！　あんたはゾックの強さを知らないんだ」

「そんなことやってみなけりゃわかんねぇだろ？　最初から諦あきらめたら、何もできねぇよ」

「……なぁ。水の姫さまを取り戻しに来たって話、本当なのかい？」

「本当だ。俺おれたちが勝ったら、棺ひつぎは返してもらう。約束してくれるね」

「約束はするさ。決闘の賭かけ事を反ほ故ごにするなんて、海賊の掟おきてではありえないからね」

　そう言ってコーフィーは悲しげな顔で背を向け、橋の向こう側へ歩き出す。

「本当にコーフィーも戦うのか？」

「そうだよ。これでも、あたいだって海賊の仲間だ。――戦う以上、手加減はしない。本気で行くからね。覚悟しな」



　石橋のたもとのこちら側に、俺とユズハは並んで立った。

　向こう側のたもとには、ゾックとコーフィーの姿がある。

　照りつける日射しがまぶしく、目に痛い。

　午後の日は岩山の向こうに傾きかけて、山頂の影が石橋の中央に落ちていた。もうすぐ、橋全体が日陰になってしまうだろう。

　右手には島の東側の海と空が広がり、はるか下で打ち寄せる荒波の音が響く。

「ルールはひとぉつ！　チームの誰だれかが降参するか、下に落ちたら負けだぁ！」

　降参はともかく、下に落ちるということは……この高さからなら、助かるはずがない。

　岩場の陰で、俺はユズハに向き直った。

「ユズハ。シードを送るぞ」



    

  
    
      



    

  
    
      「ふふん。しょせんレンも余がおらねば弱っちい小童こわつぱよのぉ」

「わ、わかってるよ。頼りにしてるってば」

　ユズハの脇わき腹ばらを抱えるように、両手でそっと触れた。

　さらさらした服の下に、細く華きや奢しやな胴の感触。

「ひゃう！」

　顔を真まっ赤かにして、びくっ、とユズハの体が反応した。

「ど、どうしたんだよ。……って、ユズハ、ここ弱いんだっけ」

「そ、そんなことはどうでもいい。早くシードを送れ！　この下したっ端ぱ臣民が！」

　俺おれは目を閉じ、頭に思い浮かべる。

　――戦うユズハの姿。

　長い二本の刀を持ち、華麗に宙を舞い敵を討つその姿。

　イメージがエネルギーとなり、両腕を伝ってユズハの体に流れこむ。

「ぬ……おぉ……」

　ユズハが引きつった声を出し、たちまち彼女の体の周囲に高圧的なエネルギーの壁が張りめぐらされた。腕に火花が散るような痛みが走る。

　強い気圧に押し飛ばされそうになり、俺は両手を離して足を踏ん張った。

「ぐううっ……ユズハ……」

　目を開あけたとき、ユズハの体は棺ひつぎ形がたの光に覆われていた。

　棺はみるみる輝きを増し……砕けるように光の破片が飛び散る。

　両手に長い二本の刀を持ったユズハの姿が現れた。

「今のおぬしなら、この程度の力かのぅ。まぁ、以前よりはマシなシードであるがな」

　彼女は、俺の与えるシードの力によってその強さが決まるのだ。

「もっと強い力を求めるなら、今のおぬしは、余の封印を解くこともできるのだぞ」

　そう。ユズハの中には、死の姫としての力を封印する楔くさびが刺さっている。

　そして俺は、その楔を抜き、死の姫を目覚めさせることができる。

　けれど……神にすら死を与えるというあの力は、あまりに強すぎる。

　ノイドとの戦いで、俺の振った冥めい刀とうは先端がかすっただけで彼の腕を砕き散らした。

「コーフィーたちを殺すことが目的じゃない。必要なのはあくまで、決闘に勝つ力だ」

　ユズハは小さく笑みを浮かべた。心なしか、少しホッとしたような表情で。

　それからユズハは、遠くにいるゾックとコーフィーを見た。

「……よいか、レン。おぬしではあのヒゲモジャの前にひとたまりもなかろう。あやつは余に任せるがよい。こてんぱんにけっ飛ばして、まいったと言わせてくれるわ」

「俺はどうすればいいんだ？」

「おぬしはあのおなごと戦っておれ」

　コーフィーと戦うのか……。女の子に剣を向けるのは気が進まないけど、仕方ない。ユズハが勝負を付けるまで、彼女は俺が引きつけることにしよう。

「ではこれより、決闘を始めるぞぉ！」

　ゾックが叫ぶ。

「キャプテン・オルディスの名誉にかけて、今こそ我らの正義を決着させろぉ！」

　ガラン、ガランと、岩山に鐘の音が響き渡った。

　砦とりでにいる海賊から、地鳴りのような歓声が上がる。

「行くぞ！　ユズハ！」

　俺おれはとユズハは、石橋の上に駆け出した。

　文様剣を握りしめ、シードを送って氷の剣とする。

「小僧！　覚悟しろおおぉぉぉっ!!」

　橋の向こうから、バトルアックスを振り回し、怒鳴り声を上げて猛牛のような大男が迫る。とても義足をつけているとは思えないような速さだ。

「余が相手になるぞ！」

　ユズハが前に飛び出し、床を蹴けって一気に高くジャンプした。

　見物する海賊たちから、驚きの声が上がる。

「なんだ、あいつ!?　すげぇ高さに飛んだぞ！」

　だがゾックはひるみもせず、バトルアックスを前方に突き出した。

「うりゃあああああっ!!」

　左足の義足をコマの軸のようにして、全身を高速で回転させながら突進してきた。

「な、なんちゅう攻撃だよっ!?」

　目を見開く俺をあざ笑うように、海賊たちが歓声の雄お叫たけびを上げる。

「出たあああぁ！　首領の十八番、ゾック・ハリケーンだあああぁ！」

　高速で回るバトルアックスの刃が、円盤状に空気を切り裂いた。

　ユズハは二本の刀を下に向けて落下する。

　ゾックのバトルアックスと打ち合った。カカカカッと小刻みに金属のぶつかり合う音が響き、火花が散る。

　ユズハは宙で方向を変え、一回転しながらゾックの向こう側に着地しようとした。

　ひゅんと風を切る音。細く鋭い氷の刃が石畳を這はってくる。

「ユズハ、危ないっ！」

　彼女の着地を待ちかまえていたように、氷の刃が彼女の足元に叩たたきつけられる。

　あれは……コーフィーが放った技か？　やはり彼女は文様剣を使っているのか。

　ユズハは足を打たれ、背を石畳に打ちつけた。

「ぬぉっ！　痛いぞっ！」

　助けに走ろうとした瞬間……俺の前に、高速回転するゾックが迫ってきた。

　とっさに倒れこみ、身を屈かがめる。間かん一いつ髪ぱつ、バトルアックスの刃が髪の上をかすめた。

　駆け抜けるゾックから竜巻のような突とつ風ぷうが押しつけ、横に吹き飛ばされた。

「ぐっ！」

　壁に背を打ち、橋の上に仰向けに投げ出される。

　そこに氷のつららが浮かび、先端をまっすぐ向けていた。

　待ちかまえていたように、俺おれの体目がけて落下してくる。

　慌てて横に転がって避けた。つららは石畳の上で砕け、一瞬、床の表面を凍らせる。

　ゾックはさっきまで俺たちがいた橋のたもとで止まり、向き直る。

　コーフィーは最初の場所から動かず、こちらに短刀を向けていた。

　橋の両りよう端はしのたもとには、それぞれゾックとコーフィーがいた。

　二人に挟まれるように、橋の中央で背中合わせに立った俺とユズハがいる。

　俺はコーフィーと、ユズハはゾックとそれぞれ向かい合っていた。

「あやつら、ずいぶん息の合った戦い方をしよるな」

「あぁ。連携プレーで攻めてくるつもりだ」

　一見、ゾックの力押しで攻めるように見える。だが実際は、そうではない。

　先陣を切って攻めるゾックの攻撃をかわした瞬間、それを見越したように、コーフィーの放つ氷の刃が襲いかかる。相当息を合わせなければできない戦い方だ。

　俺は離れて立つコーフィーを見つめた。

　橋のたもとに立ったまま、逆さか手てに持った文様の短刀の柄を前方に突き出している。

　……ん？　今、柄の先が光った？

「うおおおおぉりゃあああああぁ！」

　後ろを振り返ると、ゾックがバトルアックスを大きく振り上げ跳ね上がっていた。

「隙すきが大きすぎるわ！　バカ者が！」

　ユズハがゾックの足元を狙ねらい、刀で斬きりかかろうとジャンプする。

　そのとき、俺は迫る冷気にハッと気づいた。

「ダメだ、ユズハ！　跳ぶな！」

　ほおをかすめるように氷の刃が飛んだ。まっすぐユズハの背を狙う。

　――速い、速すぎる。

　ユズハが動くのを見てから放っても、素早い彼女の動きには間まに合わないはずだ。

　まるでユズハの行動を予測していたかのように、先回りして氷の刃を放っている。

「ぐううっ！」

　ユズハは背に氷の刃の直撃を受け、橋の上に落下した。

　追い打ちをかけるように、ゾックのバトルアックスが襲いかかる。

「ユズハっ！　危ないっ！」

　氷の文様剣をバトルアックス目がけて振り上げた。

　ガチイィン！　耳をつんざく鋭い音が響き渡る。

　文様剣は弾はじかれて覆っていた氷が割れ、日射しにきらめく破片となって宙に舞う。

　バトルアックスは軌道を逸それ、ギリギリでユズハの脇わきの石畳を叩たたいた。

　弾かれた剣を持つ腕がじんじんと痺しびれて痛い。

「やるじゃねぇかぁ、小僧」

　ゾックが後方に飛び退のきながら、ニヤリと笑う。

「大丈夫か、ユズハ」

「すまんの、レン。油断したようだ」

　……いや、油断じゃない。

　コーフィーの攻撃が、あまりに速いのだ。いったいどうやって……。

　とにかく、間違いなく二人は連携攻撃で攻めている。

「……ユズハ、次の攻撃はできるだけ動くな」

「なんだと？　余に、反撃するなというのか」

「あいつら、俺おれたちの動きを手に取るようにわかってるらしい。なるべく動かず、防ぼう御ぎよに徹して様子を見るんだ」

　あらためてコーフィーを見た。

　おそらく……ゾックの攻撃をおとりにして、こちらの動きを予測している。

　だが橋の両りよう端はしに分かれた二人が、どうやってそんな連携をしてるんだ……？

　その瞬間、コーフィーの右手でまた何かが光った。

　逆さか手てに持った短刀の柄を前方に向けている。

　その先で小さく鋭い光を放っているのは……文様光石の光？

　よく見るとその光は素早く点滅を繰り返している。短い間隔と長い間隔の組み合わせ。

　あれは……航海信号か……？

　点滅が止まり、短刀の光が消えた瞬間――

「どりゃあああああっ！」

　コーフィーの信号が合図であるかのように、ゾックの雄お叫たけびが聞こえた。

　だが俺は振り向かず、注意深くコーフィーの手元を凝視した。

　コーフィーは短刀をくるりと回して刃を前に向ける。と同時に、周囲に三つの氷の刃が浮かび上がった。早くも狙ねらいを定めたかのように。

　そうか……そういうことか！

　ゾックがバトルアックスを振り回しながら雄牛のように突進してくる。

　通常なら、ジャンプして反撃を狙うか、横に飛び退のいてかわすか……。

　けれど、それこそ罠わなだ。

「ユズハ！　こっちだ！」

　俺はユズハの腕を引っ張り、予想だにしない方向に逃げた。

　ジャンプもせず、左右にも飛び退かず、立ち止まりもせず……まっすぐコーフィーのいる方向に向かって走ったのだ。

「な、何っ!?」

　コーフィーが驚いて叫ぶ。

　彼女の放った氷の刃は、俺たちの頭上と両りよう脇わきをかすめ飛び去っていく。

　連携攻撃の失敗に気づいたゾックは、突進を中断して飛び退のき間ま合あいを取った。

「偶然避けられても、次はそうは行かないよ！」

　コーフィーが再度短刀を構え、文様光石を正面に――ゾックのほうに向ける。

　――これが二人の連携の秘密だ。

　コーフィーが文様光石の信号で次の攻撃先をゾックに伝え、ゾックはそこに敵を追いこむような攻撃を繰り出す。

　だからコーフィーの放つ信号さえ読めれば、彼女の次の攻撃がわかる。

　けれどあいにく、俺おれは航海信号を読む知識がない。

　しかし……こっちが信号を読めないのなら、向こうも伝えられないようにすればいい。

「ユズハ。次のあいつらの攻撃は、連携が崩れるはずだ。だからガンガン攻めてやれ」

「……なんだと？　なぜそのようなことがわかる」

「まぁ俺に任せとけ。俺たちのほうが連携が上だって見せつけてやろうぜ！」

　俺は目を閉じ、再度文様剣にシードを送った。水蒸気を集め、氷の剣を大きく、さらに大きく伸ばしていく。

「剣ばかり大きくても無駄だよ、レン！　そろそろ決着をつけようじゃないか！」

　コーフィーが叫び、文様光石が光った。

　信号の点滅が始まる。

　――今だ。

　陽は落ち、橋を岩山の影が覆いつつある。チャンスは今しかない。

「コーフィー！　氷ってのはな、相手を叩たたっ切るためだけにあるんじゃねぇぜ！」

　俺は伸びきった氷の剣を高く掲げた。

　そして……シードのエネルギーを過剰に供給し、わざと暴発させる。

　シードの暴発。かつて、シードをうまく扱えなかった俺が何度も経験した失敗。

　けど、今はそれが役に立つ！

　パキィンと割れて氷は宙で派手に砕け散り、無数の破片となって飛び散る。

「失敗かい！　勝負あったね、レン！」

　失敗じゃねぇさ。

　強い日射しが細かな氷に反射し、いくつもの鋭い輝きが光った。

　そう。コーフィーの信号の光をまぎらわせてしまうほどに。

　彼女の短刀から、次の氷の刃が放たれた。

「覚悟するがいいぞ、ヒゲモジャめぇ！」

　ユズハが二本の刀を掲げ、走り出した。

「ち、コーフィーっ！　見えねぇぞぉ！　俺様はどうすりゃいいんだぁ!?」

「なっ……!?」

　ようやく俺のしたことに気づいたのか、コーフィーは絶句した。

　だが遅い。彼女の氷の刃は、既に放たれている。

　ゾックはやぶれかぶれに全身を回転させて、迫るユズハに突進した。

　ユズハはとっさに飛び上がってかわす。だがそこに、コーフィーの攻撃は届かない。

　ユズハの下を、回転するゾックが走り抜けた。

「ち、ちがっ……！　それはダメだ！　ジャンプしろぉ！」

　コーフィーが慌てて叫ぶが、間まに合わない。

　彼女の放った氷の刃が弧を描き、石橋の中央目がけて飛んだ。

　そこにいたのは、俺おれでもユズハでもなく……コマのように回るゾック。

　三本の氷の刃がゾックの軸足に叩たたきつけられた。

「ぬおおぉっ!?」

　味方の攻撃を受け、回転するゾックの体がふらつく。

　氷の刃が飛び散り、石畳に氷の膜を張った。

「うおおおおぉ、止まらねええぇっ!!」

　滑り、勢いが止まらない。バランスを崩し左右に大きく傾きながら、バトルアックスがガリガリと橋の壁を粉砕した。

　怒り狂った猛牛のように、まっすぐこっちへと向かってくる。

「や、やべぇ！」

　俺は走ってコーフィーのいるほうへ逃げた。

　ゾックは止まらず、なおも石壁を粉砕しながら迫ってくる。

　コーフィーはとっさの状況に判断がつかない様子で、おろおろするばかりだ。

「危ないっ！　伏せろっ！」

　駆け寄ってコーフィーの頭を抑え、床に倒れさせた。

　コーフィーが短刀を取り落とし、石の上に転がる。

　バリバリバリィ！　ゾックが横を駆け抜け、バトルアックスが脇わきの石畳を砕いた。

　次の瞬間……風圧と共に、俺とコーフィーの体は橋の外へと吹き飛ばされる。

「レン！」

　ユズハの叫びが聞こえるが、間に合わない。

　俺とコーフィーは、はるか下の地面に向かって落下した。

　髪が引っ張られるように乱れ、空気が体を打ちつける。

　離れないようにしっかりとコーフィーの腕をつかんだ。

　だが、二人の体を支えるものは何もない。

　ちくしょう……。このまま、死んじまうのか……。

　コーフィーが何かをつかもうと右手を伸ばした。

　その先にあるのは……俺の文様剣。

　コーフィーの手が俺の手に重なるように、文様剣の柄を握った。

　そして彼女はもう片方の手で……顔の眼帯をはぎ取り、投げ捨てた。

　隠れていたコーフィーの左目が、青白い光を放つ。

　瞬間、剣に圧倒する量のシードのエネルギーが注ぎこまれた。

　一緒に剣を持つ俺おれの手まで、痛く痺しびれるほどに。

「な、なんだ……!?　これが、コーフィーのシード……!?」

　こんなに強い力を、コーフィーは持っているのか……？

　落下する俺たちの周りで、文様剣の性能をはるかに上回るほどの大量の水滴が生まれ、たちまち川のような水流となる。

　俺とコーフィーの体は巨大な水流に飲みこまれ、落下の勢いが削そがれた。

　そのまま、滑り台を下るように地面に向かって流れ落ちていく。

　先に下の岩に体がついたのは……コーフィーだった。

　その上に積み重なるようにして、俺の体が流れ着く。

　水流が崩れ、バケツの水をぶっかけるように頭上に降り注いだ。

　見上げると、砦とりでから顔を覗のぞかせ、海賊たちがじっと見つめている。

「勝負あったぞおぉぉ！　姐あねさんの体が先に落ちた！　小僧の勝ちだああぁぁっ!!」

　予想外の結果に、どよめきと歓声の入り交じった叫びが上がり、岩山にこだました。

「俺が……勝った……のか……？」

　実感が湧わかないまま、体を起こす。それからコーフィーを助け起こした。

「あ、あぁ。ありがと……。って」

　ペシッと払いのけるように、文様剣を握っていた手を離す。

「べ、別に手ぇつないだんじゃないよっ！」

　顔を少しばかり赤くして、小声で怒鳴った。

　彼女は左目を閉じ、あの光はもう見えない。

　俺は岩に落ちていた彼女の眼帯を拾い上げ、手渡してあげた。





　決闘が終わり、俺とユズハは再び集会場に戻った。

　陽は沈みかけ、辺りは薄暗い。霧に閉ざされたこの島からは、水平線に沈む夕陽を見ることはできない。紺色の空では、いくつかの星がまたたき始めていた。

　岩場のあちこちでかがり火が焚たかれ、揺らめく炎が煌こう々こうと照らしている。

　さっきのシングと同じように、俺たちは岩場に囲まれた広場の中央に立った。

　けれど、前とは場の雰囲気が違う。

　俺たちはもう、血に飢えた海賊の好奇にさらされる生いけ贄にえではない。

　マルシェたちもみんな約束どおり解放され、後ろでホッと一息ついている。

　大岩に挟まれた集会場の入り口近くに、島民たちが集まっていた。

　血気盛んだった海賊も、もうはやし立ても、大声でからかいもしない。警戒と恐れの入り交じった顔で遠巻きに見つめている。

　――キャプテン・ゾックとの決闘に勝った二人。

　かなり微妙な勝ち方だったけど、ルールがある以上、勝ちは勝ちだ。

　島民の集団が左右に分かれ、そのまん中を通って二人の若い海賊が棺ひつぎを運んでくる。

　その後ろから、しかめ面つらをしたゾックと硬く口を結んだコーフィーが来た。

　これから水の姫の棺が、決闘の勝者に引き渡されるのだ。

「のぅ、レン。あやつら、本当に棺を素直に渡すと思うのか？　棺を渡し、義理を果たした後に奪い返すこともできるのだぞ。そこまで考えておるのか？」

「……もちろん、そのくらいわかってるさ」

　ちらりと遠巻きの海賊たちを見回す。皆、腰のベルトに手て斧おのや剣をぶら下げている。

　いつ凶暴な集団に変へん貌ぼうしてもおかしくない。

　このままあっさり水の姫の棺を持って帰れるなんて、結局無理な話のようだ。

「なぁユズハ。前に言ってたよな。他人の立場に立ってみろって」

「うぬ？　そんなこと言ったかのぅ」

「……忘れたのかよ。とにかく、今はそうしなきゃ、解決なんてできなさそうだな」

　コーフィーのことを考える。彼女にしてみれば、水の姫の棺は、夢を実現するために必要なものだ。今それを持って帰れば、彼女の……島の未来を閉ざすことになる。

　だからといって、単に棺を島に残すだけじゃダメだ。それではコーフィーは、結局今までのように海賊団の手助けをすることしかできない。彼女の理想とはほど遠い力の使い方を続けなければならない。海賊のために祈るよう、シングで決められているのだから。

　今の彼女は、シングによる島民の総意に基づいてしか、力を発揮できないのだ。

　――コーフィーを閉じこめている、そんな状況を変える方法は……ただ一つ。

　棺がどさりと俺おれの前に置かれる。

「約束だ、小僧。持ってとっととこの島から失うせな！」

　ゾックが投げやりに叫ぶ。……もっとも、素直に渡すつもりなんかないのだろうけど。

　コーフィーは悔しそうに唇を噛かみしめるばかりだ。

　海賊たちは武器を構え、憎々しげな目を向けている。

　俺は正面に回って、ゾックとコーフィーの間に割って入るように立った。

　宣言するように、おもむろに叫んだ。

「聞いてくれ！　水の姫は、これからもこの島に置く！」

　一瞬、皆がきょとんとした目を向けた。

「つまり、これからもこの棺は島の神殿に奉られるってことだ！」

　ゾックとコーフィーも、呆ぼう然ぜんと俺を見ている。

「ただし、この島に置くには一つ条件がある！」

　見回して、俺は叫んだ。

「これから先、水の姫さまに捧ささげる祈りは、全てここにいるコーフィーが決めるんだ！　水の姫さまに、何を、いつ、どうやって祈るのか、コーフィーに一任するんだ！　こればかりは、シングにも決められない！　それが条件だ！」

　海賊たちが互いに顔を見合わせる。

「なんだ？　水の姫さまは、姐あねさんのものだってことか？」

「オレたちは水の姫さまに触れるなってことかよ？」

「けど、姐さんが水の姫さまに祈ってさえくれれば、外の海に出て積荷が奪えるぜ！」

「なるほど、それなら全然構わねぇな。話がわかるじゃねぇか、兄ちゃん！」

　ざわめきが歓声に変わり、海賊たちは手に持つ武器を振り上げて喜んだ。

「よぉし小僧、その条件を呑のもうじゃねぇか！　いいだろう、水の姫さまへの祈りは、コーフィー、てめぇが決めるんだ！　難しかねぇ、今までどおりやってくれりゃいいぜ！」

　コーフィーはただ一人、戸惑ったような表情を浮かべていた。

「レン、あたいが決めろってどういうつもりなんだ？　なんのためにあんな条件を……」

「俺おれは確かに水の姫の棺ひつぎが目的でこの島に来た。けど、島の未来を奪いに来たわけじゃない。――コーフィー、言ってたろ。いつか必ずこの島を変えてみせるって」

「う、うん……」

「そのためには、水の姫さまの力が必要じゃねぇか。だったら、俺はそれを持ち帰るなんてできないだろ！」

「そのために、棺をここに置くって決めたのかい……？」

「その代わり、約束してくれ。――自分の信じる道のために、棺の力を使ってほしい。そしていつか……海賊なんかしなくても生きていける島にしてほしいんだ」

　俺たちが島に来た理由は、ノイドが水の姫の棺と指輪の両方を手に入れ、水の姫を目覚めさせてしまうことを防ぎたかったからだ。

　だが海賊が水の姫の力を使えていたのは、コーフィーの強力なシードのおかげだった。それによって、棺の力の一部が引き出されていただけなのだ。

　水の指輪がなければ、誰だれも姫を目覚めさせることはできない。

　ノイドも動きの取りようがないはずだ。

　そして島には海賊がいる。荒っぽい連中ではあるが……コーフィーや水の姫の棺を守ってくれるだろう。

　あとは彼女が棺の力を……この島を、少しずつでもよい方向へと導くのに使ってくれるのを信じるだけだ。

「約束、するよ。水の姫さまへの祈りは、あたいが信じることのためだけにする」

　コーフィーは一度うつむいて、目をしばたたいた。

　何かを考えるように押し黙る。

　それから顔を上げ、沸き立つ海賊たちを見回すと、両腕を広げて叫んだ。

「みんな、聞いとくれ！　今後あたいは、一切、海賊稼業のためには祈らないよ！」

　その瞬間、喜んでいた海賊たちの動きが固まった。

「……コーフィー!?　突然何を言い出すんだぁ？」

　戸惑ったようにゾックが言う。

「水の姫さまに祈って波を鎮しずめてもらうのは、漁船や貿易船が航行するときだけだ！　海賊船なんか知ったこっちゃないね！」

「お、おいコーフィー、別に俺おれは、今すぐそうしろとは……」

　突然の彼女の言葉に、俺すらも慌てた。

　これじゃ守られるどころか、島の海賊を敵に回しかねない。

　だがコーフィーは聞かなかった。

「言っただろ、レン。やってみなけりゃわからないって。そのとおりだよ！　海賊をしなけりゃ生きていけないなんて決めつけてたら、それこそ何もできない。いつかやるなんて言ってたらダメだ。今すぐ、やんなきゃダメなんだよ！」

　海賊たちから不信めいたざわめき声が上がる。

「……オレらに、荒れ狂う海で死にそうになりながら海賊しろってことか？」

「姐あねさん、どういうつもりなんだよぉ？」

「海賊を続けたいんなら、勝手にやんな！　けど、水の姫さまの怒りが海をもっと荒らして海賊船を沈めたって、あたいは知らないからね！」

　波を打ったように、場内が静まりかえった。

「おいコーフィー、てめぇそれは、俺様たちに海賊をやめろってぇことかぁ!?」

　ゾックが怒りを押し殺したように叫ぶ。

「そのとおりさ！　あたいらはこれから、畑を耕して、魚を捕って、貿易をするんだ！　考えてみな！　何百年も海賊を続けて、島が豊かになったか!?　ずっとひもじい暮らしを続けてきただけだろ!?」

「水の姫さまの加護がありゃあよぉ、霧の外へ出て船を襲えるんだぜ。金持ちの船がうろちょろしてらぁ。いくらでも豊かになれるだろうがぁ！」

「そんなこといつまで続けられる!?　船は武装し、返り討ちにされるのが関の山だろ!?　こんなこと続けてたらね、いつかこの島に攻め入られて、みんな滅ぼされちまうよ！」

「俺様たち海賊はなぁ……」

　ゾックが腕を組み、大きく胸を反らせた。

「敵なんぞ恐れねぇんだっ!!　島に攻めてくるってならなぁ、迎え撃ってやるぜぇっ!!」

「そうだ！　オレたちは死ぬまで戦うぜぇ！」

「それが海の男の誇りってもんだぁ！」

「この島ではなぁ、勇気のないやつは生きていけねぇんだよ！」

　海賊たちの前方に陣取っていた、ひときわ血の気の多そうな一段が飛び跳ねながら叫びを上げる。――さっき俺たちに向かって殺せと叫んでいた、海賊の中でもひときわ凶暴そうな性格の連中じゃないか。

　コーフィーは悔しげに唇を噛かみしめた。

　やはり、彼女の理想なんか、海賊たちには賛同されないのだろうか。

「まずいな……なんとかしないと……」

　このままではコーフィーが裏切り者になってしまう。

　しかし武器を振り回し興奮して叫ぶ海賊たちを、どうやって説得できるのだろう？

　彼らの様子を見ながら、俺おれはもう、新たな言葉など思いつけなかった。

　――だが、そのときだ。

「何が男の誇りだよっ！　たわごと言ってんじゃないよっ！」

　意外な声が、意外な方向から飛んできた。

　それは海賊の後ろで見ていた島民の中から上がった声だ。

　汚れた麻の上着を着た一人の中年女が岩場の上に上がって、武器を手にはしゃいでいた海賊をまっすぐ指さす。

「アンタ！　口ばっかりカッコつけて、いつも真っ昼間から酒場で飲んだくれてんじゃないか！　何が誇りだ、戦いだ！　アンタなんか酔って足元ふらついてばっかりで、戦ったら真っ先にぶち殺されちまうよ！」

　彼女の周囲でわははと笑い声が上がる。

　指さされた海賊はたじろいだ。

「んなこと言うんじゃねぇ。酒くらいいいじゃねぇかよ。仕事の疲れを癒やしてんだぜ」

「そういうことはね、少しは食い扶ぶ持ち稼いできてから言いな！」

　……どうやら、あの海賊の妻らしいな。

　別の女が岩場に上がって叫んだ。

「そうだよ！　食費全部賭と博ばくでスッちまう男が、何偉そうに抜かしてんだよ！」

　たちまち、海賊の妻らしき女たちがここぞとばかりに非難の声を上げる。

「あたしらが毎日どれだけ苦労して水汲くんでるって思ってるんだい!?」

「穀ごく潰つぶしするくらいならな、海賊なんてやめちまいな！」

　騒ぎは一気に大きくなり、彼女たちのそばにいた老人まで加わる。

「島の若い連中はちっとも年寄りを敬わん。あの船は誰だれが造ったと思っとるか！」

「わしゃ金をせびられたぞ。若いのは海賊を勘違いしとる。ありゃただのごろつきじゃ」

　さらに子供たちまで岩の上で飛び跳ね始めた。

「父ちゃーん！　オレ、外国行きてーよーっ！」

　やがて、比較的おとなしかった海賊の間からも声が上がり始めた。

「……オレさぁ、実はそろそろ海賊から足洗おうって思ってたんだよな」

「オレもオレも。腕やられて、海に出るの辛つらいんだ」

「オレなんか、船酔いするから海賊やめてぇんだよな……」

　その声はさらに広がり、多くの海賊が今の生活に疑問の声を上げ始めた。

「考えてみりゃあよ、海賊なんてあんまいいことないよな」

「いつ死ぬかなんて考えてたらなぁ、酒でも飲まなきゃやってらんねぇぞ」

「オレ最近アル中でさぁ、手足がガタガタ震えんだぜ」

「昔襲った船で誤って小さな子を海に落としちまってよぉ……。今も毎晩夢に出るんだ」

「オレは海で死んだ弟が忘れらんねぇよ。海賊なんかしてなきゃあいつだって……」

　ついには島民たちの最前列を陣取る血気盛んな一団を除いて、皆が海賊に否定的な声を叫び出す。心の内にくすぶっていた海賊生活への不満が一気に噴出していた。

　ここぞとばかり、再びコーフィーが声を張り上げた。

「だから、みんな！　今こそチャンスなんだ！　もうこんな生き方はやめよう！　そりゃ、新しい生活に踏み出すには大変なことも多い。けど、人は二つに一つを選ばなきゃなんないときがあるんだ！　死に怯おびえながら人を襲う海賊を続けるのか、それとも自分たちで生活を支えられる豊かな島を目指すのか！」

　島民が、多くの海賊たちが、拳こぶしを振り回し歓声を上げる。

「そうだ、そうだ！　新しい生活だ!!」

「姐あねさんの言うとおりだ！　もっと人間らしく生きてぇぞ！」

「オレは最初から姐さんを信じてたぜ！」

　響き渡るその声は、今や集会場を埋め尽くしていた。

　手て斧おのを振り回して叫んでいた海賊の一人が、雰囲気に気け圧おされたのか凶暴な顔つきもどこへやら、すっかり弱気な表情で言う。

「で、でもよぉ……。オレたちゃ、ずっと海賊やって生きてきたんだぜ。今さら生き方を変えられっかよぉ！」

「何言ってんだ！　あんたら海の男だろ!?　勇気持ってんだろ!?　いいか!?　人を襲うことなんか勇気じゃない！　未知の大海原に挑むように、新しい世界に飛びこむことが勇気なんだ！　あんたらも誇りを持った海の男ならな、生き方を変えることなんか恐れるんじゃないよ！　この島では勇気のないヤツは生きていけないんだろ!?　だったらそんなヤツはとっとと海に出て、サメのエサにでもなっちまいな!!」

　ついに残っていた凶暴な性格の海賊たちも、観念したように頭を下げた。

　俺おれは、じっと島民を見つめているゾックのほうを向いた。

「どうやら島のみんなの意見は決まったようだな。首領のあんたはどうするんだ？　これでも自分の言い分を押し通すのか？」

　ゾックは答えず、俺を押しのけて皆の前に立った。

　彼は、島民の上に立つ首領としての立場を忘れなかった。

「てめぇら聞けぇ!!　よぉしわかった！　てめぇらがそこまで言うのならなぁ！　今、この瞬間から、俺様たちは――海賊業を捨てるぜぇっ！」

　島民から喝かつ采さいの拍手と歓声が打ち寄せる波のように押し寄せ、夜空に響き渡った。

　それは何百年もの間恐れられてきた海賊の島が、変わった瞬間だった。

「……よかったな。コーフィー」

「なぁ、レン。あたいから一つ、お願いしていいかい？」

「お願い？」

「あたいらに外国の技術を教えてほしいんだ。レンは文様師なんだろ？　この島では、文様に詳しい人間がいない。実はあたいも自分の力がどういうものか、詳しく知らないんだ。だから教えてほしいんだよ」

「そうか……。俺おれは構わないけど……みんなはどうする？」

「もちろんよ！　そういうことなら、宣教師マルシェ様に任せなさい！」

　マルシェが胸をどんと叩たたいた。

「いや宣教頼まれたわけじゃないけどな」

　ルミサもコクッとうなずいてくれる。彼女の知識は頼りになりそうだ。

「ありがとう！　文様の技術があれば、必ずこれからの島にも役立つはずさ」

　ユズハは腕を組み、うんうんとうなずいた。

「仕方ないのぅ。そこまで言うなら、闇やみに生きる余の武勇伝をとくと聞かせてやろう」

「……それは誰だれも頼んでない」

　そんなわけで、俺たちはもうしばらくの間、この島に滞在することになったのである。



    

  
    
      
　三章　海の行軍



　遠くから聞こえる波の音。

　硬いベッドの上で目を開あけると、外の陽が高かった。もう昼近くだろうか。

　昨日きのうは目まぐるしいほどにいろいろあって、とにかく疲れてぐっすり眠ってしまった。

「う……ん……」

　ぼーっと重い頭を抱えながら起き上がる。

　岩壁がむき出しの小さな部屋。海賊が使う部屋らしいけど、今は他ほかに誰だれもいない。

　隅にある石のテーブルに食事が用意されていた。硬そうな干し肉と一房のブドウ。

『あたいの畑で採れたんだよ！』と、コーフィーのメモが皿の下に挟まれていた。

　――他のみんなはどうしてるかな。

　遅い朝食を終えて部屋を出ると、外のまぶしい光にさらされる。

　ここは岩山の裏側、街や港のある方角とは反対側だ。急斜面の荒い岩場が続き、はるか下の海面では、今日も荒れる波が岩にぶつかっている。

　斜面に沿って、左右に細い階段が伸びていた。

　階段を上って再び砦とりでの中に入ると、廊下の先に小さなホールがあった。数十人の海賊――いや、元海賊って言うべきかな――が集まって椅い子すに座り、一点に注目している。

「……文様の種類は、まず『闇やみ』『光』『水』『火』『命』『言葉』の六つの『基本文』。次にこの世界の事象をシンボル化した無数の『応用文』にわけられ……」

　ルミサが大きな木板の前に立ち、講義をしていた。

　木板に書かれた文字は『神聖国フィアナの文様文化について』。

　コーフィーの、文様文化について教えてほしいとの頼みに答えて、早くもちょっとした教室が開かれているようだ。

　前のほうでは……コーフィーが熱心にノートを取っている姿があった。

　さすがは文様に関する知識が随一なルミサ先生の授業だな。

「こらぁーっ！　そこ、寝るんじゃなぁーいっ!!」

　突然、マルシェの怒鳴り声とともに何かが飛んできた。

　ヒュンと俺おれの頭をかすめて後ろに飛び、背後の壁に当たってカランと床に落ちた。

　――チョーク？

「な、なんだよマルシェ、危ねぇなぁ」

「あらレン。ごめんごめん。――ほらそこ、とっとと起きる！」

　マルシェに怒鳴られて、椅子の背にもたれてイビキをかいていた海賊が、目をこすりながら起き上がった。

「助教授マルシェ様の目を盗んで居眠りなんて認めないからねっ！」

　どうやらマルシェは、サボリ生徒の見張り番らしい。

　ここでも学級委員長らしいというかなんというか……。

　授業のじゃまをしても悪いし、この場は離れることにしよう。



　ユズハはどこにいるんだろうと砦とりでの中を捜して歩いていると、通路でラ・シェーヌたちに出くわした。後ろには、部下のピエールとモンブランが付き人のように立って、大きな木箱を抱えている。

　その前で、丸っこい腹のおばさんがテーブルに並べた短刀を研いでいた。

　ラ・シェーヌは短刀の一本を手に取り、熱心に品定めしている。

「古代ルーネ文字をかたどった装飾とは、珍しい品物ですのね」

「この島じゃありふれてるけどねぇ。そんなのが、ほしいのかい？」

「一本、銀貨一枚でどうですか？」

「いいのかい？　そりゃそんな高値で買ってくれるんなら、いくつでも売るけどさ」

「ではさっそく、その木箱いっぱいにお願いしますわ」

　ラ・シェーヌは二人の部下に木箱を置かせた。

「これでフィアナの貴族をだまくらかせば、一本が金貨五枚に化けますね。ぐふふふ」

　……ちゃっかりしてるっていうか、懲りないっていうか。



　砦の一階にある大広間。

　何十人も座れる長テーブルが横に三つ並べて置かれ、壁には一面、海賊団の活躍を描いた豪ごう華かな壁画と共に、古代ルーネ文字をあしらった装飾が施されている。

　部屋の奥まったところには、王様が座るかのような、金色の肘ひじ掛かけと赤いクッションの玉ぎよく座ざが据えられていた。海賊団の首領が座る椅い子すなんだろう。

　その玉座に座って、どうしたらそこまででかい態度が取れるんだと問い詰めたくなるほどエラそーにふんぞり返ってるのが約一名。

　ユズハは、通りかかったちびっこい背の海賊に声をかけた。

「おい、そこの下したっ端ぱ」

「あっしのことでやんすか？　なんでやんす？　おやびん」

「『おやびん』ではない。余のことはドンと呼べ」

「わかりましたでやんす、どんおやびん」

「…………。余は腹が減ったぞ。おやつを持ってまいれ」

「さっきビスケットバクバク食べてたでやんしょ」

「あれは別腹に決まっておろう。今度はケーキが食いたいのだ」

「もう今日の分はないでやんすよ。いい子だからガマンするでやんす」

　そう言って海賊は、また歩いていってしまう。

「何やってんだよ」

　呆あきれながらユズハの前に立つと、彼女はうるうると涙目を向けてきた。

「ぬぅ～、レン～。せっかくドンになったというのに、ちっとも大物な気分がせぬぞぉ。下したっ端ぱどもの忠誠心が足らんのだ。なんとかしろ、下っ端臣民！」

「下っ端下っ端言うボスが尊敬されるかよ」

「ぐわっはっはっは！　その程度で首領を目指すとは、とんだお笑いぐさだぜぇ、女！」

　広間に響き渡る笑い声。振り向くと、ゾックが腕を組んで立っていた。

「教えてやろぉ！　部下を従える三つの条件はなぁ！　ひとぉーつ！　力ぁ！　ふたぁーつ！　気配りぃ！　みいーっつ！　信念っ！」

「何を偉そうにこのヒゲモジャっ！　おいレン、こやつにガツンと言ってやれっ！」

「ガツンとって言われてもなぁ……。ていうか、その三つの条件って、コーフィーにも当てはまりそうだよな」

　シードを扱う力、島民の生活を思いやる気配り、そして夢を叶かなえようとする信念。

　むしろ、ゾック以上に首領としての資質を持ってるんじゃないか。

「あいつはただの娘じゃねぇ。いつかこの島を背負って立つ人間かもしれねぇなぁ」

　そう言い残し、ゾックは扉のほうへ歩く。首領は首領で忙しそうだな。

「噂うわさをすれば、なんとやらであるぞ」

　ユズハが窓の外を指さした。

　授業が終わったのか、鍬くわを持って畑に向かうコーフィーの後ろ姿がある。

「勉強の次は畑仕事か。がんばってるなぁ、コーフィーのヤツ」

「なかなか熱心なおなごだのぅ」

「不思議なんだけどさ、ユズハ。コーフィーは水の姫の棺ひつぎから海を鎮しずめる力を引き出してたけど……あの棺は目覚めてないんだろ？」

「棺は、眠っているとはいえ完全に機能が停止しておるわけではいないぞ。姫の魂は不滅だからな。おぬしらも眠るときには夢を見るであろう。それと同じようなものだ」

「水の指輪もなしに、眠る姫の力を引き出せるのか……」

「うむ……。おそらく、強いシードで交感しているのであろうな」

「交感？」

「姫の体には、『神の血ダーナ・オ・シー』が流れておる。人間の血液のようにな。それは人間のシードと反応し合うものなのだ。――神話の真実を覚えておるか？」

「千五百年前、姫の王国に、大陸の周辺に住む人間が攻めてきて、戦った姫が最後に暴走して世界を危機に陥れたって話だろ？」

「あれも、戦争で死んでいった人間たちの絶望のシードが姫を汚染してしまったゆえ、引き起こされた悲劇だ。これも交感の一つであるな」

「つまり、人間の感情がシードになって、姫に影響するってことか」

「余が見る限り、あのおなごと水の姫の棺は、かなり強い精神の交感で結ばれておる。水の姫は眠りながらも、コーフィーの言葉に応えておるのだ」

　あらためて彼女の背を見る。

　姫の棺と交感するほど、彼女は強いシードを持っているってことか。

　決闘場の石橋から落ちそうになったときに見せた、コーフィーの左目。

　普段は眼帯に隠れたその目は、光り輝いていた。





　そうして島で過ごすうち、瞬く間まに五日間が過ぎた。

　とはいえ俺おれたちだって、いつまでもこの島にいるわけにはいかない。

　ギルド学校の授業があるし、ホルス親方の仕事もしばらく手伝ってないしな。

　そんなわけで、いよいよ明日、ケルズの街に帰ることになったのだ。

　最後の日くらいは思い切り遊ぼうと、俺とユズハ、マルシェにルミサの四人は、コーフィーに連れられて海岸の砂浜にやって来た。俺とユズハが最初に流れ着いたあの場所だ。

「ちょっとぉ、レン！　ジロジロ見ないでよねっ！　幼なじみだからって、礼儀ってものがあるんだから」

　赤い水着姿のマルシェが睨にらみつけるような目で叫ぶ。

「見られたら、レンくんの水着もジロジロ見るから……ぽっ」

　ルミサが恥ずかしそうにしながら言う。

「ジロジロなんて見てねーだろっ。そういうのを自意識過剰って言うんだぞ」

　二人ともおなかが丸出しのずいぶん大胆な水着だ。

　胸の谷間もバッチリ露出していて……こっちが目のやり場に困っちまうぞ。

「あははっ。どうだい、その水着。あたいが布を縫って作ったんだ。カッコいいだろ」

　そういうコーフィーもまた、背中が派手に大きく開あいた水着である。

「カッコいいっていうか、気恥ずかしいっていうか……」

　ちなみに俺だけは、海賊が海で使う地味な作業用水着を着ていた。

「の……のぉ……これは……なんなのだ……」

　マルシェたちの後ろで、弱気に震える声がした。

「これでは……紐ひもを巻いておるだけではないか……。裸と変わらんではないか……」

　ユズハは両腕を胸元と腰に当て、真まっ赤かな顔で涙目になりながらモジモジしていた。

　彼女の着ている白い水着は……ブラとパンツは申し訳程度の布地しかなく、それが紐のように細い布で結ばれているばかり。

「へへっ、それこそあたいの最高傑作さ！　実に開放感に溢あふれてるだろ!?」

「うう……開放されすぎだぞぅ……」

「素敵じゃない、ユズハ！　いいなぁ、あたしも着てみたいなぁ……」

「なんだと……？　マルシェ、この裸同然の格好を素敵と申すか!?」

「体の曲線美を生かすデザイン。女め神がみの彫刻にも匹敵する美しさだわ。レンくんにも着せてみたい……ぽっ」

「そ、そうか!?　余は、女神みたいに美しく見えるか!?」

「あたいの水着をこれほどまでに着こなせるヤツがいるなんて思わなかったよ！」

「そ、そうであろう！　余も、そう思ってたところだぞ!!」

　相変わらずノせられやすいっていうか……。

　ユズハはモジモジもどこへやら、前に出ると腰に手を当てどーんと胸を張った。

「うっ」

　彼女の体をまざまざと見せつけられそうになり、思わず反対側を向いてしまう。

　あんな姿まともに見たら、夜、寝られなくなっちまうじゃねぇか……。

「うぬ。どうしたのだレン。なぜ余の女め神がみのような美を堪能しようとしない！」

「い、いいからとっとと海に入れよっ」

「じゃ、泳ごうか。流されないように気をつけるんだよ！」

　コーフィーが言って、彼女たちは砂浜を駆けていく。



　午後の日射しの中、俺おれは砂浜の木陰で寝転がっていた。

「いぇ～い！」

　波音と共に陽気なマルシェの笑い声が響く。

　顔を向けると、小型ボートのような板に長い棒のハンドルを付けた乗り物が疾走していた。その上にマルシェとユズハ、ルミサが肩をつかみながら並んで立っている。

　……また、マルシェとルミサが文様を使って妙な発明品を作ったな。

「よぉーしマルシェ、次はあの波を攻めるのだぁ！」

「オッケー！　この波乗りマルシェ様に任せなさぁい！」

　三人を乗せた板は、打ち寄せる荒波に向かってつき進んでいく。

「……元気だなぁ、あいつら」

「レンは泳がないのかい？」

　声がして見ると、コーフィーが立っていた。

　泳いできたばかりなのか、髪が濡ぬれて全身の素肌に水滴が伝っている。

「俺はここでいいよ」

　コーフィーは隣に腰を下ろし、膝ひざを抱えて海を見つめた。

「こんなに心の底から楽しんだの、何年ぶりかな。もしかしたら初めてかもね」

「楽しんだこと、ないのか？」

「たぶん、ね。何しろ、こんな海賊の島だったんだから」

「でも、子供のころから海賊だったわけじゃないだろ？」

「あたいね……この島の生まれじゃないんだ」

　ふいにコーフィーはそんなことを言った。

　この島の人間じゃないのか？　――そういえば、聞いたな。この島に流された人間が行き場を失って、生きるために海賊になることがあるって。

「あたいは、あんたたちと同じ、フィアナ王国で生まれたんだよ。名前だって、今じゃただコーフィーって呼ばれてるけど、そのときはちゃんとコーフィー・ウォルバートって名前があったんだ」

　ウォルバート……？　珍しい名前だ。けどどこかで聞いたような……。

　俺おれはあっと声を上げた。その名前を聞いたのは、アーグレィ総裁の話だ。

　文様師ウォルバート。水の指輪を受け継ぐ者だったが、十年前、海難事故で死んだ。

「な、なぁ。コーフィーがこの島に来たのって、十年くらい前のことか？」

「……えっ、なんで、なんで知ってるんだい？」

「そのときのこと、詳しく教えてくれないか？」

　目をパチクリさせたまま、コーフィーはうなずいた。

「十年前、あたいは父ちゃんに連れられて、フィアナの客船に乗ったんだ。どこへ行く目的だったのかは覚えてない。まだ五歳だったからね。覚えてるのは、航海の途中、船から窓の外を見ると、真っ白い霧に覆われていたことだ。そのすぐ後のち、船内を警報の鐘が打ち鳴らされて、大人おとなたちが騒ぎ始めた。

　海賊の襲撃だった。ところが、その船には多くのフィアナ王国兵が護衛兵として乗っていて、たちまち激しい戦闘になったんだ。剣で斬きり合い、目の前で何人もの海賊や兵士が刺されて血まみれで倒れたよ。

　父ちゃんは慌てふためいて、あたいを連れて必死で脱出用の救命ボートへ走った。必死の形相で、周りの乗客を押しのけて……父ちゃん、あたいのこととなると見境いなくなるような、ちょっと変わった人だったんだ」



    

  
    
      



    

  
    
      　コーフィーは懐かしそうに苦笑した。

「それでようやくボートにたどり着くと、満杯の乗客の中にあたいを押しこんだ。でも、父ちゃんが乗れるスペースはなかった。押し合っているうち、父ちゃんは海賊の斧おので背中を斬きられ、倒れた。たぶん即死だった。救命ボートが船を離れたけど、その直後、大きな波に襲われて転覆したんだ。あたいは海に投げ出され……気絶したんだと思う。

　次に気がついたとき、あたいは一人、どこかの島の砂浜に打ち上げられていた。全身が寒くて、左目がやたらうずくように痛かった。手には、必死で父ちゃんの形見の短刀を握りしめてたことを覚えてる」

「海難事故って、海賊の襲撃だったのか。――それでその砂浜って、まさか……」

「そう。この砂浜だよ。ここで島の海賊に拾われ、育てられることになったんだ」

「よく育ててくれたな」

「海賊だって人殺しが目的じゃないからね。もちろん最初は彼らを憎んでたさ。けど、だんだんわかってきた。海賊も同じ人間だって。それで余計悲しくなった。彼らが海賊をしなきゃ生きていけないことにね。――そんなとき、ゾックがあの絵と本をくれたんだ」

「絵と本？」

「キャプテン・オルディスの物語さ」

　コーフィーの部屋で見せてもらった、彼女の憧あこがれる海賊王の物語と絵だ。

「『我が命、海賊王と共にあらん』だっけ」

「あはは、覚えててくれたんだ。――あたいはその本を読んで、たちまち夢中になった。そして、海賊だって立派な生き方ができるはずだって教えられたんだ」

「そんなことがあったのか……」

「いつまでも父ちゃんが死んだことをクヨクヨしてても仕方ないからね。――そりゃ最初は何度も復ふく讐しゆうを考えたさ。けど、そうじゃない。島の人間が、海賊をしなくても生きていけて、海が平和になることが、一番の父ちゃんへの弔とむらいだって思うようになった」

「そうか……。そうだよな。海賊をする必要がなくなれば、襲われる人もいなくなる」

「復讐か、変化か。悩んだよ。人は二つに一つを選ばなきゃなんないときもあるんだ」

「それでコーフィーは、海賊が変わることを望んだ……」

「そういうことさ」

　言って、彼女はちょっと照れたように笑う。

　コーフィーは、水の指輪を受け継ぐ文様師の娘だったのか……。

「コーフィー、親父からちらっとでも、水の指輪ってものの話を聞いたことないか？」

「……それは、このあたいの目の中にあるものかい？」

「え……？　指輪が、目の中……？　でも指輪なんて見たこともないって、前に……」

　神殿で水の指輪について聞いたとき、彼女は確かに否定したはずだ。

　思わず身を乗り出して、彼女の黒い眼帯を見つめた。

「あたいはね、もっと幼いころ、馬車から落ちて左目をつぶしちまったんだ。これは後から父ちゃんに聞いた話だけど、そのとき父ちゃんはひどく嘆いて、なんとか回復させようとしたらしい。言っただろ、父ちゃん、あたいのことになると見境いなくなるって。

　見た目は義眼で治せても、失った視力は戻らない。いろんな治療法を探しまわったあげく、とうとう思いついたのが、父ちゃんの持っていた水の指輪ってのを義眼に仕込むことだった。そうすれば指輪の力で、目が見えるようになるんだって」

「それで、見えるようになったのか？」

　コーフィーは首を横に振った。

「あたいの左目は、今も見えないままさ。――けど、この眼帯を取ると、頭にイメージが浮かぶんだ。海の流れや波の形、空気中の水蒸気まで。そんなのが、目で見るように思い描けるんだよ」

　それが彼女の、棺ひつぎと交感するほどの力を持ったシードの秘密だったのか。

「あのときは、ごまかしてゴメン。ほんとは父ちゃんから、このことは誰だれにも言っちゃいけないって口止めされてたんだ。だから、誰にも話さないできた。――でも見たことないってのは、嘘うそじゃないよ。だって目の中にあるんだから、見えないもんね」

「コーフィー。この話は、誰にもしないほうがいい。その指輪は……大きな力を秘めているんだ。知れ渡れば、力を求める者が狙ねらってくるかもしれない」

「うん。父ちゃんもそう言ってた。他ほかの誰にも話さないさ。あたいらだけの秘密だね」

　いつの間まにか陽はだいぶ落ちて、ほんのり赤みがかる。少し、風が涼しくなった。

　キュッキュと砂を踏みしめる足音が近づいてくる。

「な～に話してんの？　こんなとこで」

　マルシェがニヤニヤ笑って覗のぞきこむ。

「ムッ。さてはレン、余の水着にも見とれずコーフィーを口く説どいておったのか!?　なんという無駄な努力をする男だっ！」

「口説いてねぇってば」

「あ～ら、皆さんごきげんよう」

　声がして見ると、ラ・シェーヌがスラッとした白のワンピース水着を着て立っている。

　彼女の持ち物だろうか。水着はフィアナ王国で流行のタイプだ。

　……ちなみに例の逆三角形メガネはかけたままである。

　後ろには部下の二人が立って、畳んだ日傘やら着替えの服でも入ってるんだろう鞄かばんやら、ラ・シェーヌの荷物を持っていた。

「一日、じっくり肌を焼かせてもらいましたの。帰ってお肌の手入れをしなくちゃ」

「あたしたちもそろそろ帰らない？　もう夕方だし、遊び疲れちゃったわ」

　マルシェが言い、みんなもうなずいた。

　立ち上がって海を見たとき、何か動くものが見えた気がした。

「……ん？」

「どうしたのだ？　レン」

「いや……今、霧の中で黒い物が動いた気がして……。船かな」

「余には何も見えぬぞ」

「今日は海賊船は一艘そうも出てないはずだよ。見間違いじゃないのかい？」

「どうせまた、幽霊船でも見たとか言って騒ぐつもりですのね」

　前を歩くラ・シェーヌが振り返って言った。

「何なにっ？　幽霊船!?」

　マルシェがいかにも面白そうなことを聞きつけたって顔で首を突っこむ。

「なんでもないですよ。あなたたちを乗せて霧の海を走っていたとき、この男が寝ぼけて、幽霊船を見たとか騒いでわたしを叩たたき起こしたんです。もう人騒がせはゴメンですの」

　もう一度海を見た。見つめても、海上にそびえる霧の壁は静かなままだ。

　……見間違いかなぁ。

　スッキリしない思いのまま、砂浜を後にした。





　見間違い、ではなかったらしい。

　着替えて砦とりでに戻る途中、ガランガランとけたたましい鐘の音が響いてきた。

「なんだ？　またシングを開くのかな」

　しかしコーフィーは、緊迫した表情で首を横に振る。

「いや……あれは、緊急警報だ」

「緊急……？　いったい何が……」

　砦に向かって駆け出そうとしたとき、港へ走っていくゾックの姿が見えた。

　ゾックだけじゃない。彼の後に続いて、何人もの海賊たちが慌てた様子で続く。

　岩場の上にある高台の街では、島民たちが家の外で不安そうに海を見つめていた。

　彼らの見る方角に目を向けて、思わず叫んだ。

「あれは！　ログールの船じゃねぇか……。なんでここに……」

　夕刻の海を、赤い煙を吐きながら悠々と迫ってくる一艘の軍艦。

　青黒い船体と、両りよう脇わきに付いた赤い外輪。デッキ上に据えられた、四門の大砲。

　船首でライトが点滅している。航海信号だ。

「おいラ・シェーヌ、なんて言ってるんだ？」

「キ、コ、ウ、モ、ト、ム……だそうですの」

「『寄港求む』か。敵意はないってことか……？」

　たまたまこの海域に迷いこんだだけだろうか？　それならいいけど……。



　港には、砦中から百人以上もの海賊が出てきて集まっていた。警戒しているのか、手にはそれぞれ手て斧おのや剣を持っている。

　桟さん橋ばしでゾックや海賊たちが見守る中、軍艦が港に乗り付けた。

　ブリッジの扉が開き、中から一人の男が現れる。

　メガネの奥から冷たい視線で海賊たちを見下ろす男。

　夏だというのに、長いベージュのコートを着て、裾すそを風に揺らめかせている。

「兄貴……」

　その男は、ノイド・リーンバート。

　ノイドの後に続いて、もう一人の人物がデッキに現れる。女だ。

　細身の体にシスターの服を着て、神聖さをたたえた美しい少女の姿。

　――シスター・イフ。いや違う。彼女は、『命の姫』……。

　どうして、ログール海軍の船に乗っているんだ？

　まさか今度は、ログール海軍と手を組んだってのか？

「なんだ貴様ぁ!?　この島になんの用だぁ!?　返答次第ではただでは済まさんぞぉ！」

　ゾックが叫ぶと、ノイドは口の端を歪ゆがめて笑った。

「私どもは、あなたがたと争いに来たのではありません。友となりに来たのです。お互いに手を取り合い、豊かな未来を築く協力者として話し合いにやって来たのですよ」

　俺おれは走って、続々と集まる海賊たちの集団をかき分け、ゾックの前に立った。

「みんな、騙だまされないでくれ！　あいつは水の姫を狙ねらって来たんだ！」

「――ほぅ。レン、こんなところで会えるとはね。文様師の道を諦あきらめて、海賊団にでも入ったのかな？」

　冷たい目でニヤリと笑う。

「あらぁ、お久しぶりですわぁ、レン」

　命の姫もニコニコと嫌な笑みを浮かべた。

　ノイドは右手を大きく上げた。何本もの棒を渡した、骨のような銀色の義手。カチカチと音を立て、指先が曲がる。

「会いたかったぞ。この腕の礼もまだ済んでいないのでな！」

「うるせぇっ！　水の姫の棺ひつぎは渡さねぇからな！」

「……キャプテン・ゾック。どうやら私の愚弟がご迷惑をおかけしているようです。彼はあちこち放浪しながら虚きよ言げんを振りまく困った男だ。――さぁレン。皆さんを惑わすような虚うそばかり言ってないで、こっちに来るんだ」

「小僧、弟だとぉ？」

「あぁ。けどな、俺はあいつの仲間じゃねぇ。俺は、あいつの横暴を止めに来たんだ」

　しかし後ろにいる海賊たちは、戸惑ったようにざわめき始める。

「あの小僧の言葉、嘘うそだって……？」

　コーフィーが皆の前に走り出た。

「待ってくれ、みんな！　あたいはレンのこと信じてるよ！　彼は決闘に勝ったんだ！　強い者は認めるのがあたいらじゃないのかい!?」

　だが、海賊たちは互いに顔を見合わせるばかりだ。

「いったい、どっちを信じりゃいいんだ……」

「まぁ、お聞きください、皆さん。私の提案はこうです。私はログール帝国皇帝の密使としてやって来ました。ログール海軍は今、多くの戦力を必要としている。そこであなたがたの力を借りたいのです。あなたがたと争うのは得策ではない。むしろ、協力し合うべきだと判断したのです。もちろん、これまでの海賊行為に対する責任は咎とがめず、これからは多大な報酬を支払うことをお約束しましょう」

　その言葉に、ますます海賊たちはざわめいた。

「お、おい、報酬だってよ」

「けど、オレたちは海賊止めたんじゃねぇか。戦うなんてできねぇだろ」

「だからこそ金が必要じゃないか。軍と行動するんなら、海賊じゃねぇし」

「おい待てよ、どっかの国と戦争するかもしれねぇんだぞ」

「けどログールなら大国家だからな。共闘すりゃ、島も安泰かもな」

「落ち着いて考えろ、ログールなんか信用できるのか!?」

「だけどよ、あの小僧だって信用できたもんかわからんだろうが」

　たちまち、海賊たちはノイドの話を聞くべきか否か、意見が真まっ二ぷたつに割れ始めた。

　言い合いは収まらず、騒ぎとなり、ケンカに発展しそうな険悪な空気になる。

「てめぇらぁ！　落ち着けぇ！」

　ゾックがバトルアックスの柄で、地面をドンと叩たたいた。

　一瞬静まるものの、意見の分かれた両者は睨にらみ合ったままだ。

「おい、こうなったらシングで徹底的に議論しようじゃねぇか！」

「そうだ！　首領！　シングを開いてくれ！」

　海賊たちが口々にゾックに詰め寄る。

　ゾックは彼らに答えず、再びノイドのほうを向いた。

「一つ聞かせてもらおう！　てめぇら、なんのために戦力を必要とする!?」

　質問の答えを聞こうと、皆がノイドの顔に注目する。

　ノイドは不敵な笑みを浮かべて海賊たちを見回した。

　その口から出た答えは……

「海賊を皆殺しにするために」

　皆が絶句したように黙りこんだ。

　いかにも面白い冗談を言ったという顔で、ノイドは一人、笑みを噛かみ殺していた。

「んだとぉ、てめぇ！　やる気かぁっ!?　まずはその口から叩きつぶしてやるぜぇ！」

　ゾックの叫びが沈黙を破る。

　そのときだ。砦とりでのほうから、悲鳴のような若い海賊の叫びが近づいてきた。

「首領！　首領！　てぇへんだ、砦が、砦が……！」

　ハッと、その場の皆が振り返る。

　逆光の夕陽の中に浮かぶ岩山の砦。いつの間まにかそのあちこちに、全身に青黒い服を着た十数人の姿があった。武器を持っているのか、手元で何かが光る。

　砦とりでの海賊たちが縛られ、突き落とされそうに窓から身を押し出されていた。

　火を放たれたのか、あちこちの窓から火の手が上がり、もうもうと黒い煙が上る。

　そして潜入者たちは……早くも山頂の神殿に迫っていた。

「あ、あいつら、突然裏の海から出てきたんだ。海ん中泳いで来やがったんだよぉ。手に鉤かぎ爪づめを着けてて、岩を上ってくるんだ」

「ゾック！　あの格好、こないだ来たスパイだよ！　あのスパイの仲間だ！」

　コーフィーが叫ぶ。

「誰だれにも気づかれぬよう忍び寄り、瞬時に獲物をしとめる。さすがはログール帝国軍が誇る特殊工作部隊ですな。『黒くろ豹ひよう部隊』と呼ばれるだけのことはある」

　ノイドが満足げに言った。

　振り返ると、デッキに十人ものログール海軍の兵士たちが並んでいた。

　軽装の胸当てに、白いズボン。背には、長い棒のようなものを背負っている。

　ノイドの隣に几き帳ちよう面めんそうな顔の男が立っていた。

「これも、閣下が海賊どもの注意を引きつけてくださったおかげであります」

　あいつが海軍部隊の指揮官か。

「うぬぬぬ、者ども、砦を取り戻せぇ！」

　ゾックがバトルアックスを振り回し、叫んだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　海賊たちが雄お叫たけびを上げ、走り出そうとする。

　パァンッ！　空気を切り裂く乾いた音が響いた。

　ゾックのほおを何かがかすめ、血がにじみ出る。

「動くな」

　ノイドが冷徹な口調で言った。

　整列した海兵隊が、棒状の武器を構え、海賊たちに向けている。

　彼らの持つ武器は……銃。

　銃口の一つから、細く赤い煙が立ち上っていた。

　長い銃身には、赤い液体の流れる血管のような細いパイプが絡みついている。

　あれも血ブラツドの機関による小型兵器か。

「今度動けば、頭が砕けるぞ」

　ちくしょう、これじゃ身動きとれねぇ。

「水の姫さまが……倒されるぞぉ……！」

　叫び声に、岩山の山頂にある神殿を見る。

　遠くてはっきりとはわからない。だが……そこに奉られている水の姫を、特殊部隊とやらの連中が取り囲んでいるのは見えた。

　棺ひつぎをロープか何かで縛っているのだろう。何人かでそれを引っ張り……引き倒された。

　うああぁ……と、海賊たちの間から絶望にも似た叫びが上がる。

「よし、棺を運ばせろ」

「おいっ！　あんた、水の姫さまをどうするつもりだ!!」

　コーフィーが、船の上のノイドに向かって食ってかかった。

「どうするつもり……？　我々はどうもしませんよ。むしろ救いに来たのです。この島に捕らわれた水の姫と……あなたをね。コーフィー・ウォルバート。水の姫の巫み女こ」

「あたいのことを……知ってるのか？」

「あなたにもぜひご同行願おう」

「冗談じゃないね！　誰だれがあんたなんかに付いてくってんだ！」

「おやおや。生き別れたお父様が、ぜひ娘に会いたいと言っているのですよ？」

「……父ちゃんが？　ま、まさか、生きてるってのか!?」

　コーフィーは目を見開いて、呆ぼう然ぜんとノイドを見つめた。その顔に動揺が広がる。

　……コーフィーの父が生きているだって？

　けど、文様師ウォルバートの死亡はギルドでも確認されているはず……。

「レン、おいレン」

　小声で呼ぶ声に振り返ると、ユズハが集まった海賊にまぎれてすぐ後ろに来ていた。

「よく見ろ、あやつの顔を。あれは、あやつが嘘うそをつくときの目だぞ」

「あ、あぁ……。なるほど。親父が生きてるってのは、コーフィーをおびき寄せる嘘ってことか。けどなんでそんな、すぐバレそうな嘘を堂々と……」

　言って、ノイドのすぐ後ろに立つ女が目に入る。

　命の姫。死んだ人間にも偽りの命を与える姫。

　まさか、あいつら、死んだコーフィーの親父を……。

「コーフィー、奴やつらの話を聞くな！　何か企たくらんでるぞ！」

　コーフィーはハッと我に返った。

「父ちゃんはあたいの目の前で死んだんだ！　生きてるなんて嘘うそに決まってる！」

「ほぅ。そのような疑いを持っては、お父様が悲しまれますよ？」

「おい兄貴！　うまいこと言ってコーフィーを連れ去る気かっ！」

　俺おれはコーフィーをかばうように前に立ち、文様剣を引き抜いた。

　ゾックがバトルアックスを構える。

「もうガマンできねぇ！　てめぇの頭かち割ってやるぜぇ！」

　海賊たちが怒声と共に武器を振り上げる。

　響き渡る、乾いた銃声。

「うああああぁっ！」

　若い海賊の一人が、血にまみれた足を抱えのたうちまわる。

　慌てて周りの仲間が、頭に巻いていたスカーフで傷口を押さえた。

「待ちな、みんな！　命を粗末にするんじゃない！」

　コーフィーは皆を止めて、ノイドに向き直った。

「……あたいが行けば、それで満足なのか？」

「もちろん。我々は、戦いをしにきたのではありませんからな。言ったとおり、あなたと水の姫をこの海賊の島から救いに来たのだ」

　……砦とりでに火をつけ、発砲までしてよく言うぜ。

　だがノイドの口調は、有無を言わせぬものだ。

「……わかった。あんたの船に乗るよ。その代わり、島のみんなには手を出すな。それから、あたいを乗せたら島を出ていけ。もし一人でもケガさせたら――その場で舌を噛かみ切って死んでやるからな」

「それは穏やかでありませんな」

「どうせあたいの力が目当てなんだろ」

「――いいでしょう。約束しましょう。島の者には手を出さないと」

　コーフィーは小さくうなずき、ゆっくりと船に向かって歩く。

「お、おい、コーフィー……。行っちゃダメだ」

「心配するな。あたいはあんな奴らに屈しない。あいつらのためになんか、祈らないよ」

　彼女を出迎えるように、ノイドは司令官を連れてタラップを下り、桟さん橋ばしの上に立った。

「ようこそ、お待ちしておりましたよ、コーフィー」

　砦のほうから、二十人もの足音が響いてきた。行進のような、規則正しい足音。

　砦を制圧した黒くろ豹ひよう部隊が水の姫の棺ひつぎを手に、引き上げてきたのだ。

　無表情な彼らの行進に、海賊たちは気味悪そうに道を開あける。

　なんとも言えない、不気味な集団だった。全身を頭までぴっちりと覆う黒い服。アザラシの皮を被かぶっているようなその姿は、海から現れた半魚人をも思わせる。

　そして両手の甲には、鋭い三本の鉤かぎ爪づめ。

　行進の先を歩く数人の部隊員が、ローブに縛られた水の姫の棺ひつぎを持って運んでいる。

　棺の文様は輝きを失い、沈黙していた。

　棺がノイドの前に運ばれ、奉られていたときのように縦に置かれる。

　棺の運び役を残し、部隊員たちは船の中に入っていった。

　ノイドは満足げに水の姫の棺に目を向けた。

「はははは、素晴らしい！　これが水の姫の棺か」

　興奮を抑えられない様子で近づき、左手のひらで棺の表面に触れた。

　とたん、棺の表面が一瞬強く光り、バチバチと弾はじけるような火花が散った。

　激しく拒絶するかのように、雷のような青白い光がノイドに襲いかかる。

「くっ!?」

　ノイドは軽くはじき飛ばされ、横転した。

「そう何もかも思い通りになると思うなバカ者！」

　ユズハがノイドに向かって毅き然ぜんと叫んだ。

「棺で眠ろうと、姫には意志がある！　おぬしなぞに力を貸すと思うなよ！」

「これはこれは、『死の姫』。お久しぶりです。――そうですか。私は姫に嫌われてしまいましたか。それならば」

　ノイドは近くにいたコーフィーの腕を取り、彼女の背を棺に押しつけた。

　妖あやしい輝きを帯びる銀の腕で彼女の額をがっちりとつかみ、叫ぶ。

「忘れるな！　貴様は海賊だ！　人を襲う、忌むべき海賊なのだ！」

　コーフィーが突然怯おびえたように耳を塞ふさぎ、その両足がガクガクと震え出した。

「や……やめ……やめろ……。あたいは……生きる……ために……」

「お、おい、どうしたんだ、コーフィー……？」

「まずいぞ、レン。あやつ、感情のシードを送りこんでおる」

　シードの力を使って、コーフィーの心を苦しめてるのか。

「貴様は卑劣な犯罪者だ！　残忍な殺人者だ！　世界に憎まれし海賊の一味だ！」

「ち、ちが……あたいは……」

「コーフィー、そいつの話を聞くな！　コーフィーは誰だれよりも島の平和を願っていた！」

　俺おれは叫ぶが、今の彼女には届かない。

「その姿を見たら、貴様の父はどれほど怒り狂うだろうなぁっ！」

「う、うああああああぁぁっ！」

　コーフィーは目を見開き、苦しそうに空に向かって咆ほう吼こうした。

　棺の文様が、狂ったように激しく青く光り輝く。

「うおおおおおっ!!」

　ゾックが桟さん橋ばしを揺るがして走り、バトルアックスを大きく振りかざした。

　パァン、パァンと発砲音が立て続けに響く。

　ゾックは大きく跳んだ。弾丸が桟橋の板を弾はじく。

「じゃまだ！」

　ノイドは空いた手でコートの中から素早くクリスタル状の石を取り出した。

　半透明の青い石の内部に、立体的に描かれた赤い文様の形が浮かんでいる。

　文様クリスタルをかざした瞬間、桟橋の下から水柱が噴き上げた。

「ぐうぉっ！」

　水柱は桟橋を破壊し、ゾックの体を吹き飛ばす。

「首領を守るぞぉ！」

「姐あねさんを取り返せぇ！」

　海賊たちが口々に叫び、走り出す。

　発砲音が何度も鳴り響くが、もはや彼らを止めることはできない。

　……その瞬間、海が大きくざわめき立った。

　ゴゴゴゴ……と、空気が振動する。

「な……なんだあれぇ……」

　海賊たちが本能から恐怖を感じるような怯おびえた声を出し、立ち止まり、後ずさった。

　霧の壁の向こうから……大きく海面が盛り上がり、押し寄せてくる。

「津波だぁっ！　津波が来るぞぉっ!!」

　せり上がった津波がまっすぐ、島を目がけて疾走してきた。

　ノイドは落ち着いた様子で文様クリスタルを高く掲げた。

　彼の周囲で海水が噴き出して宙を流れ、膜となってノイドと軍艦を取り囲んでいく。

「高台に逃げろぉ！」

　海賊たちは一斉に港の奥へ逃げ出した。

「ユズハっ！　こっちだ！」

　俺おれは彼女の手を引いて、港を囲む岩場の上に向かって走り出す。

　岩場に上がり太い木の根元まで来ると、俺は流されないようにユズハの体を地面に押しつけ、幹を両腕で抱えた。

「なっ、何をするのだっ臣民っ！　か、体をくっつけすぎだぞっ！」

　ユズハがポカポカと俺の頭を叩たたく。

「黙って、息を止めてろっ！　溺おぼれるぞ！」

　ユズハは慌てて、真まっ赤かな顔でほおを膨らませて息を止めた。

　迫る巨大な手のような水の壁が、港に覆い被かぶさってくる。

　ドドドドオオオォォ……。

　津波が港を激しく叩いた。

　高台に上ってもなお、岩のような水圧が全身を打ちつけ、続いて引きはがすような流れが襲いかかってきた。

「くっ……。流され……る……」

　ユズハを押さえつけたまま、もぎ取られそうになる腕で必死に幹にしがみつく。

　筋肉が張り、じんじんと痺しびれる。

　水流に体が引きちぎられそうになりながら、必死で耐えた。

　やがて、急に体が軽くなった。波が流れ去ったらしい。

　水が引き、ようやく体が空気に触れた。ホッと息をつく。

「助かった……のか……？」

　高台に上ったせいか、なんとか津波の直撃だけはまぬがれたようだ。

　俺おれの体の下で、ユズハがケホケホとせきこんだ。

「大丈夫か、ユズハ」

「うぅ……少し水を飲んでしまったぞ……」

　体を起こして振り返り、見下ろすと港はすっかり荒れていた。積まれていた貨物が散乱し、桟さん橋ばしの板は割れ、海賊船のマストが折れている。

　海賊たちは岩場の上で伏せ、身を守っていた。

　マルシェやルミサは無事だろうか。ラ・シェーヌたちも……。

　岩を下りて港に戻ると、ログールの軍艦を巨大な水球の膜が覆っている。

　球が弾はじけ、膜を作っていた海水が流れ落ちた。

　船の横の桟橋で、ノイドが文様クリスタルを掲げたまま立っていた。

　水の膜に覆われていたノイドの周囲は無事なままだ。軍艦にも傷一つない。デッキにいた海兵隊たちは船の中に戻ったらしく、もう姿は見えなかった。

「ひいいいぃ。閣下、これでは我が船も流されて……」

　司令官がノイドの隣で、津波に怯おびえたのか頭を抱えてしゃがみこんでいた。

「海軍の最新鋭艦ではないですか。このくらいで沈んでは困りますな」

　彼の前にいるコーフィーは、ぐったりと棺ひつぎに寄りかかって倒れている。

　棺の文様も、力が果てたように輝きを失っていた。

　それに呼応するように、海の波は静まりかえった。

「海が……沈黙した……？」

　津波が引き、それまでの荒々しさとは打って変わって、さざ波だけが残る海面。

「運べ」

　ノイドが命令すると、周りにいた黒くろ豹ひよう部隊が棺を持ち、タラップを渡って船に入る。

　続いてノイドが気を失ったコーフィーの体を抱え上げ、船に乗った。

　最後に司令官が慌てて後を追う。

　俺は追いかけようとするが、津波に奪われたのか力が出ない。足がふらついた。

　最後に、ノイドはデッキ上から俺を見てニヤリと笑い、軍艦はゆっくりと動き出す。

　夕刻の陽を受けオレンジに染まった霧の壁に向かって、みるみる小さくなっていった。

　その後方デッキに命の姫が立っていた。

　シスター服を風になびかせて、まるで祈るような仕草で両手を前方に掲げている。

　その腕から血のように赤い液が流れ出て、海に注がれていた。

　あれは……姫の血。すなわち神の血ダーナ・オ・シー。

「何をやってるんだ……？」

　不気味な赤の筋を残し、軍艦はコーフィーと水の姫の棺ひつぎを乗せて霧の中へと消えた。





「ちくしょおっ!!」

　ゾックが叫び、ドンッと両腕をテーブルに叩たたきつける。

　砦とりでにある大広間。長テーブルが三つ並び、海賊たちが集まって夕食を取っている。

　腕や頭に包帯を巻いた、痛々しい姿があちこちに見える。砦で黒くろ豹ひよう部隊に襲われ、ケガをした海賊たちだ。起き上がれないほどの大ケガをした者も少なくない。

　皆、重く沈黙していた。海賊らしい、血の気がたぎった勢いはどこにもない。

　彼らの尊敬し、敬愛するコーフィーは、ここにはもういない。

　砦に戻ったとき、放たれた火によってあちこちの部屋が焼けただれていた。

　コーフィーの部屋も例外でなく、散々な有様だった。

　質素だった家具は黒く焦げて、本棚の本は全て灰と化していた。もちろんあのキャプテン・オルディスの本もだ。

　壁にかけられた絵も無惨に焼け落ちていた。コーフィーの希望をあざ笑うように。

　俺おれたちはテーブルの隅で静かにスープを飲んでいた。

「なんとまぁ……食い物がマズくなる空気だのぉ……」

「仕方ないさ。みんな悔しいんだ。俺だって悔しいけど、あいつらは何年も一緒に暮らして来たんだからな」

「ねぇ、海賊船でコーフィーを追いかけることはできないのかしら？」

　マルシェが聞いた。

「海賊船、壊されちまったしなぁ。今、修理してるけど、出せるには一晩かかるって」

「一艘そうだけ、無事に残ってる船がある」

　ルミサの言葉に、みんな思い出したように一人の顔を見る。

「な、なんですか？　わたしの顔に、何か付いてますか？」

　ラ・シェーヌの船、シャリオット号。この船は元々、大型の海賊船に捕らわれるように入港していた。それでちょうど海賊船の陰になったらしく、破壊をまぬがれたのだ。

「ラ・シェーヌさん、シャリオット号でコーフィーの後を追うことは……」

　マルシェの言葉をさえぎるように、ラ・シェーヌは立ち上がって言った。

「とんでもないですのっ！　わたしの船を、そんな危険にさらすわけないでしょ！」

　そう叫ぶと、怒ったように二人の部下を連れて部屋を出てしまった。





　食事の後、俺おれはふと、岩山の頂上にある神殿に上ってみた。

　高く上っても、コーフィーのいるところなどもう見えないのに。

　夜。月が白い石の建物を照らしている。神殿に、水の姫の棺ひつぎはもうない。

「おぉーい！　コーフィー！　聞こえるかぁ!?　みんな、お前の帰りを待ってる！」

　暗い海のほう、どこにいるかもわからない、捕らわれた彼女に向かって叫んでみた。

　……けど、どんなに叫んだって声が届くわけないよな。

　自らノイドの前に歩いたコーフィーの姿を思い出す。

　みんなを守るための行動ではあるが……もしかしたら彼女は、父が生きているという言葉を、心の底で否定しきれなかったんじゃないか。

　なんとなくだけど、そんな気がした。

「レン！　こんなところにいたの？　姿見えないから心配したじゃない」

　振り返ると、声を聞いたのか、神殿の階段をマルシェとルミサが上ってきた。

「あ、悪い。……ちょっと考え事してて」

　マルシェは神殿の中央に歩いてくると、広がる夜の景色を見回した。

「静かね……。なんだか、不気味なくらいだわ」

　嵐あらしの前の静けさ。そんな言葉が頭に浮かぶ。

　ルミサが興味深そうに神殿の石柱を眺めていた。

「どうしたんだ、ルミサ？　なんか珍しいもんでも見つけたか？」

「柱に古代ルーネ文字が書かれてる」

「あぁ、それか。なんて書かれてるんだろうな」

「……ちょっと、解読してみる」

「って、ルミサ、そんなことできるのか!?」

「古代文様文化はわたしの専門。古代ルーネ文字も、少し勉強してみたことがあるの」

「さすがは考古学者ルミサ先生ね。罠トラツプの仕掛けられた古代遺跡を幾度もくぐり抜けてきただけのことはあるわ！」

「……わたし、トラップなんかくぐり抜けたことない」

「マルシェ……適当なこと言うなよ」

「あら考古学者って、転がり落ちてくる岩をジャンプして避けたり、壁から飛び出る槍やりをすんでの所でかわしたり、襲いかかるミイラをなぎ倒したりするもんじゃないの？」

「……どういう発想だ。――で、ルミサ。書いてある文字、わかりそうか？」

　ルミサは月明かりに照らされた、並ぶ柱の一本一本を注意深く見て回る。

「柱の一つ一つに単文が書かれていて、並べると一つの文章になるみたい」

　ルミサは最初に見ていた柱のところに戻ってくると、おもむろに口を開いた。

「『偉大なるキャプテン・オルディス、この地に眠る。愛船スレイプニル号と共に』」

「オルディス……？　それって、想像上の人物じゃなかったのかよ？」

「ねぇレン。オルディスって誰だれよ」

　二人に、コーフィーに聞いた話を解説した。

「キャプテン・オルディスってのは、千五百年前の姫の時代に、スレイプニル号って船に乗って世界の海を回った伝説の海賊王なんだってさ。なんでも二百歳まで生きて、世界中に十六人の妻がいたとかなんとか……」

「十六人!?　精力的ねぇ……」

「精力的……ぽっ」

　……お前らも反応するのはそこか。

「とにかく、今でもおとぎ話になって語られる人物らしいんだけど……。そうか、実際にいた人間だったんだな」

　なんとなくしみじみと、古代ルーネ文字の刻まれた柱を見つめる。

「おぉい！　誰か来てくれぇ！　不審船だぁ！」

　突然、下のほうから叫び声が上がった。

　見下ろすと、島の北にある海沿いの岩場で、松明たいまつの灯ひがあわただしく動いている。

「不審船……？　まさか、またログールの工作部隊か!?」

　たちまち緊迫感が襲い、俺おれは急いで神殿から駆け下りた。



　島の北側にある平へい坦たんな岩場。ゴツゴツした大きな岩が転がっている。

　その岩場の端に、一艘そうの小さな船が乗り上げていた。小型の文様船だ。

　駆けつけると、十人ほどの海賊が松明を持ち、怯おびえた様子で船を遠巻きに囲んでいた。

　船の前では、五人ばかりの海賊が積み重ねられてぐったり伸びている。

　そのすぐ奥に、腰に手を当てひょうひょうと立っている線の細い人物。

　柔らかそうな髪をサッとかき上げて、海賊たちを見回す。

「まったくとんだ歓迎だね。さ、次は誰が相手をしてくれるのかな」

　左手に持った短剣をくるくる回しながらもてあそぶ。五人の海賊を倒しながら、息を切らせもしなければ、汗一つかいた様子がない。

「ザイクス！」

「やぁ、レン。久しぶりだねぇ。あまり剣の特訓をサボってると、いくら温厚なボクでも少し怒りたくなってしまうよ？」

「いったいどうしたんだ、こんなところまで」

「説明をする前に――レンからも彼らに言ってくれないかな。ボクは敵じゃないって。それともう一つ。船から運び出すのを手伝ってほしいものがあるんだ」

「運び出すもの？」

　ザイクスは相変わらず涼しげな顔で答えた。

「火の姫の棺ひつぎ、さ」



「ほほー、おなごイケメンまで来おったか。賑にぎやかだのぅ」

「ザイクスさん、よっぽどレンと剣の特訓したかったのね」

「……そういう理由で来たんじゃないと思う」

　ユズハとマルシェ、ルミサが床にぺたんと座って、口々に勝手なことを言っている。

　砦とりでの一室。俺おれが寝泊まりするために借りている部屋だ。

　部屋の隅ではゾックが腕を組んで、突然の来訪者にしかめ面つらを向けていた。

　俺とザイクスは部屋のまん中近くで向かい合って座った。

　横には、火の姫の棺がどっしりと置かれている。ギルドから持ち出してきたらしい。

　棺の表面に描かれた複雑に絡み合った紐ひも模様は、輝きもなく沈んでいた。

「火の姫の棺を持って来て、どうするんだ？　アーグレィ総裁、よく許してくれたな」

「順を追って話すさ。許可を得るために説得するのは、さすがのボクも骨が折れたけど。けれど最終的には認めてくれたよ。ボクはレンと違って、総裁の信頼が厚いからね」

「……一言多いんだよ。で、どうしてこの島に来たんだ？」

「ケルズの港で、急にログール海軍の動きがあわただしくなったんだ。港を占拠していた彼らの船が、突然どこかへ向かった。その先を調べたところ……ダロウ島、つまりこの島だったんだ。これは水の姫をめぐって、何か動きがあるに違いないと気づいた」

　ザイクスに、この島に着いてからのいきさつを話した。

　奉られていた水の姫の棺と、コーフィーの関係。

　海賊をやめ、変わろうとしている島の人々の生活。

　そこに現れたノイドとログール海軍。

　彼らに奪われた、コーフィーと水の姫の棺。

「コーフィーを守ってやれれば、こんなことには……。けど、海賊船の修理が済んだら、俺も乗せてもらって取り戻しに行くぜ！」

「それはいいけどね。今、島の周囲では、霧にまぎれてログールの軍艦が集結している」

「軍艦が集結？　島と戦争でもする気かよ？」

「この島に来る途中、船の中で彼らの交わす航海信号を傍ぼう受じゆした。残念ながらコーフィーという娘の居場所はわからなかったが……ある程度、彼らの作戦を知ることができたよ。ログール海軍は――海賊の掃そう討とう作戦を実行しようとしている」

「掃討作戦だって!?　けど、島の人たちはもう海賊行為はしないって決めたんだぞ。それを説明すれば……」

　だが、ザイクスは首を横に振った。

「単なる取り締まりならそれでいいだろうね。けど、見ただろう？　この作戦はノイドが主導している。彼が姫の力を得るための策謀なんだ」

「――兄貴、前に姫の王国がどうとか言ってたな。そんな国を創るんだとか。そのためには他ほかの人間なんかどうなってもいいのかよ。……なんであんななっちまったんだ」

　かつてのノイドの姿を思い浮かべながら、いつの間まにか沈んだ声になってしまう。

「あれでもさ、あいつ、昔はもっと優しいヤツだったんだぜ。今みたいに島の人たちが海賊をやめて立ち直ろうってしてる姿を見たら、真っ先に手を差し伸べるような、そんな人間だったんだ。どんな人間も幸せに暮らせる国にしたいって願って、それでギルドの議員にまでなるような。それがどうして……」

「余はおぬしの兄を深く知るわけではないがのぅ」

　聞いていたユズハが口を開いた。

「人間とはしばし、そうした理想が叶かなわないと知り、理想と現実の間で苦しんだ末に歪ゆがんだ思想に身を投じてしまうものだ。悲しいことだが、責任感が強い人間ほど、な」

「親父、前に言ってたな。兄貴は、仲間だと思ってた人間に裏切られて、それで苦しんだ末に変わってしまったって。俺おれも、何があったのか詳しいわけじゃないけどさ」

「……それで、どうするんだい？　レンは兄と戦うつもりなのかい？」

　ザイクスの問いに、俺はうなずいた。

「もちろんだ。今の兄貴は間違ってるって証明してやんなきゃ、収まらねぇよ」

「――作戦は明朝、日の出と共に開始される。彼らが仕掛ける最初の攻撃は、水の姫の力を使った津波による、島の東岸の破壊だ。それで海賊の戦力を一気に奪うつもりだ」

「さっきの津波をまたやるつもりかよ」

「……おそらく、もっと大規模なものになるだろう。彼らは水の姫の力を得て、この砦とりでまで飲みこんでしまうほどの津波を引き起こそうとしている」

　ハッと、ノイドがしようとしていることに気がついた。

「――さては兄貴の奴やつ、コーフィーの交感を利用する気だな！」

「交感を利用する？」

「兄貴はさっき、コーフィーにお前は殺人者だと責めて、感情を支配するシードを送って、津波を起こさせた。それを繰り返して、これ以上、棺ひつぎと交感するコーフィーの心が絶望に満たされたら……」

「あやつ、姫の暴走をうながすつもりか……」

　ユズハが少し険しい顔つきになって言う。

「あの津波は、コーフィーの嘆きじゃねぇか！　そんなことさせてたまるか！」

「落ち着くんだ、レン。まずは何より、迫る掃そう討とう作戦を防がなくてはならない。そしてコーフィーの居場所を突き止め、救出するんだ」

　ザイクスはゾックのほうを向いた。

「この戦いには、キミたち海賊の協力も不可欠だ」

「言われんでもなぁ、俺様はこの島で好き勝手させねえぜぇ！」

「しかしザイクス、そんな大津波を防ぐったって、どうすればいいんだ？」

「姫の攻撃に対抗するには、姫の力に頼るしかないだろうね」

「ユズハ……に、防いでもらうのか……？」

「しかしのぅ。余は防衛はさほど得意でないぞ」

　姫の力が解放されたときの、黒い羽で飛ぶユズハの姿を思い出す。

　確かに小柄な彼女では、津波を防ぎきれなさそうだよな。

　ザイクスはちらりと、横の火の姫の棺ひつぎを見た。

「もし水の姫の棺が奪われていたらと考えて、ギルドから運んできたんだ。レン、ボクがキミに託した火の姫の指輪は持っているね？」

「あぁ。持ってるさ」

　上着の内ポケットから、火の指輪を取り出す。

　コイン大の円盤に、古代文様の一部が描かれた指輪。

「それで、火の姫を目覚めさせるといい。彼女は大きな力になってくれるはずさ」

「……けど火の姫は、ユズハに倒されたじゃないか。大丈夫なのか？」

「うむ。確かに今、火の姫は余によって死を与えられ、深い深い眠りの底におる。姫の魂は不滅とはいえ、死の眠りから目覚めるには時間を必要とするのだ。ときには、目覚めるまで何百年も待たねばならぬこともある」

「じゃあ、どうするんだよ。あれから三十日くらいしか経ってないぞ」

「レン、おぬしのシードに乗せて、余が直接火の姫に語りかけてみよう。同じく棺の体を持つ余であれば、火の姫の深き魂に声を届けられるやもしれん」

「わかった。ここはユズハに任せるよ」

　俺おれは火の指輪を持って、棺の前に膝ひざをついた。

　蓋ふたの中ほどに、コイン大の空白がある。そこだけ文様が途切れているのだ。

　皆が見守る中、そっと指輪の輪っかを空白部分に当てた。

　スッと滑るように吸いこまれ、ピタリとはまる。途切れていた文様がつながった。

　目を閉じ、右手を指輪の場所に当てる。

　全身の力を抜き、頭の中にイメージが思い浮かんだ。燃えさかる炎のイメージ。

　ときに、全てを焼き尽くすほど熱く、ときに、体を芯しんから癒すほど暖かい。

　そこにユズハが手を重ねた。シードのエネルギーが、彼女の細い指先に絡みつく。

　頭の中に、夢を見るかのように自然と一つの光景が浮かび上がった。

　――これは、ユズハが火の姫に語りかけているのか？

　どこかの宮殿の庭。暖かい陽射しに包まれて、仲良くじゃれ合う姉妹の姿が浮かぶ。

　一人はユズハで、もう一人は……火の姫の少女……？

　突然、腕を激しい熱さが襲った。魂が燃え上がるような、力強いエネルギーが流れる。

　たまらず、弾はじかれるように腕を棺から引き離した。勢いで尻しりもちをつく。

　描かれた紐ひも模様の渦巻く文様が赤く煌こう々こうと輝き……棺が縦に浮かび上がった。

　ボウッと、棺の全体が燃え上がる。室内を熱気が舞った。

「きゃあっ」

　たまらずマルシェが悲鳴を上げる。

　しかし炎は一瞬の後のちに、飛び散るように消え去り……その中から、人の姿が現れた。

　すらりと整った鼻筋に、静かな優しさをたたえた目。なびくような長い髪。

　細身の体にまとう、赤を基調としたロングドレス。

　そこにはもう棺ひつぎの姿はなく、穏やかなキャンドルの火を思わせる少女が立っていた。

　少女は呆ぼう然ぜんとした顔で、見守る一同を見回し、目をしばたたいた。

「おぉ～、ホノカ姉さま、やっと会えたのだ～っ」

　ユズハが少女に抱きついて、甘えるようにその胸に顔をうずめた。

「ユズハ……？　ユズハなの!?」

　少女は少し驚いたように言うと、ほほ笑みながらユズハの頭を撫なでる。

　姫たちってのは、姉妹なんだよな。あんなふうに仲が良かったのか。

「うわぁ……きれいな人ねぇ……」

「あのドレス……レンくんに着せてみたい……」

　マルシェとルミサは目をキラキラさせて見つめた。

「あれが火の姫さまの姿だとぉ……？」

　ゾックも呆然と目を見開いた。

「おいこら臣民どもっ！　気安くホノカ姉さまを呼ぶでないぞっ！　レン、おぬしなどが口く説どこうとしても無駄だからなっ!!」



    

  
    
      



    

  
    
      「口く説どかねぇよ」

「じゃあ、ボクが口説いたらどうなるのかな？」

　ザイクスが意地悪そうに言う。

「ダメだダメだダメだっ！　おぬしのようなおなごイケメン、ホノカ姉さまのタイプではないわっ！　もっとわいるどなのが好みなのだっ！　頭すげ替えてから出直せっ！」

「ほほぅ、ならば俺おれ様に惚ほれ惚ぼれなんだなぁ!?」

　ゾックが横やりを入れる。

「おぬしのようなヒゲモジャ、言語道断に決まっておろう！　ヒゲ剃そって出直せっ！」

「……むぅ。ヒゲは俺様のトレードマークだ」

　ふふふ、と火の姫は上品な笑い声を上げる。

「楽しいお友達ね、ユズハ。――皆さん、わたしのことは遠慮なさらず、ホノカと呼んでください。敬語もいりません。今のわたしは、世界を統とう治ちする存在ではないのですから」

　なんと言うか、これまたユズハとはえらく違った雰囲気と性格の姫さまだな。

「では……姫のお言葉に敬意を表して、そう呼ばせてもらうことにしましょう。さて、ホノカ。目覚めたばかりで申し訳ないが……さっそく、あなたの力を借りたい。今、ボクたちのいるこの島は、水の姫の攻撃にさらされようとしている」

　ザイクスの言葉に、ホノカは表情を引き締め、小さくうなずいた。

「あなたがたは、あのとき悪あしきシードを与えられ、暴走しかかったわたしを救ってくれました。今、そのご恩をお返しします。――わたしの力が必要なときは、封印の楔くさびを抜き、解放させてください。わたしの炎の力を捧ささげましょう」

「でも……ホノカさんって火の姫よね。水の姫が相手じゃ分が悪いんじゃないかしら」

　聞いていたマルシェが不安そうな声を上げた。

「火は水に弱い」

　ルミサが当たり前のことを言う。

「けど確かにそうだよな。火の力じゃ、簡単に水に消されちまうんじゃないか？」

「たわけ臣民どもめっ！　火の姫の力を甘く見でないぞっ。ホノカ姉さまが本気を出せば、天をも焼き尽くす業火を噴出させられるのだ！　思い知ったか！」

「……もちろん、わたしの力が水の姫より不利なことは否定できません。しかし、多少なりとも攻撃を防ぐ盾となることはできるはずです」

「わかった。もちろん俺だって戦うぜ。よろしく頼む」





　その後、俺は一人、砦とりでを出て外を歩いた。

　ユズハはホノカと昔話に興じている。今は姉妹水入らずにしてあげよう。

　マルシェとルミサも先に自分たちの部屋に戻って、休んでいる。

　ザイクスはゾックに、明日の作戦を説明している。

　見回すと、津波で破壊された海賊船が、修理のため港の奥に引き上げられていた。

　文様の文化に乏しい島だからか、海賊船に文様光石などは乗っていないようだ。上げられた船のデッキでトーチの火が弱く揺らめき、ハンマーで板を叩たたく音が響いてくる。

「おーい、何か手伝おうか？」

　デッキの上で修理している海賊に声をかけた。

「うるせぇ！　じゃますんな！　素人しろうとはすっこんでろ！」

　……軽くあしらわれてしまった。

　岸壁に立ち、夜の海を見た。その向こう、深い霧の中にコーフィーは捕らわれている。

　ノイドに絶望するような感情を送りこまれているのだろうか。

　お前は犯罪者だ、殺人者だと非難の声を浴びせられて。

「そばにいたら、コーフィーはみんなの希望だって言ってやれるのに……」

　握り拳こぶしが震えた。

　ノイドに対する怒りと、何もできない自分。

　そして、コーフィーに言葉を伝えられない悔しさ。

　なんとかして彼女に皆の思いを伝えてやりたい。

　希望を忘れないでくれと、伝えたい……。

　――けど、遠く離れた彼女に伝えることのできる言葉がない。

　歩いていると、港の片隅で、闇やみにまぎれて動いてる人影があった。

　近づいてみると、それはラ・シェーヌだ。桟さん橋ばしにつながれたシャリオット号の横で、せかせかと動き回っている。

　顔に傷のある男……ピエールと一緒に、桟橋に積まれた木箱を船に運び入れていた。

「おーい、何やってるんだ」

　呼び止めると、ラ・シェーヌはビクッとした様子で振り返った。

「だ、誰だれかと思えばあなたですか。驚かさないでほしいですねっ」

「どうしたんだよ、こんな時間に」

「わたしたちは港を出ますの。今なら海が静かだから、霧の外に出られます」

「って、お前たちだけでかよ!?」

「逃げたいなら、あなたもすぐ船に乗りなさい。今なら情けで連れてってあげますよ」

「んなことできるかっ。明日は、ログール軍が攻めて来るんだぞ！」

「だからですよっ！　こんなところにいたら、今度こそ殺されますっ！」

「コーフィーは、島のみんなは、どうなってもいいってのかよ!?」

「知ったこっちゃないですね！」

「……自分たちだけ、助かろうってのか」

　苛いら立だっていたのかもしれない。つい、そんな言葉が出てしまった。

「わたしに人を助ける義理がありますか？」

「けど……けどよ、みんなを、コーフィーを見捨てるなんて、あんまりじゃねぇか！　なんとかしようって、思わねぇのかよ！」

「おいてめぇ」

　突然ピエールが前に立って、小さなナイフの刃を向ける。

「それ以上言ってみろ。ぶちのめすぞ」

「ど、どうしたんだよ、いきなり……」

「親分はな、街でつまはじきにされたオレたちに仕事をくれたんだ。それ以上侮ぶ辱じよくしたら許さねぇからな」

　その気迫に思わず後ずさる。

　そうだよな。考えてみれば……彼女たちにだって、生きていくための事情があるんだよな。必死なのは、何も海賊だけじゃないんだ。

　そもそも彼女たちは、俺おれに言われてこの島に来たんだ。むしろ、俺が危険な目に遭わせてしまったんだよな。

「わ、悪かったよ。イライラして、つい叫んじまった。取り消すよ」

　ピエールは「けっ」とつばを吐きながらナイフを戻した。

「そんな男放っておきなさい。早く残りの荷物を積みますよ！」

　二人は再び木箱を船に運び始めた。

「……ところでさ、もう一人が見当たらない気するんだけど」

　ふと気づいて言うと、ラ・シェーヌたちは顔を見合わせ、周囲をキョロキョロした。

「モンブラン!?　どこ行ったんですか!?　さっきまでそこに立ってたのに……」

「……あそこにいるの、そうじゃないか？」

　二つほど離れた桟さん橋ばしの先。暗くら闇やみにまぎれるように小太りの男が立っている。

「あんなところに……。モンブラン！　戻ってきなさい！」

　大声を張り上げるが、モンブランは動く気配もなく短い巻き毛を揺らしている。

「待ってな、俺が呼んできてやる」

　さっきの詫わびってわけじゃないけど、そう言って彼の立つ桟橋の先へ走った。

「おい、あんたの親分が呼んでるぞ！　こっち来いってさ」

　呼びかけるが、モンブランはぼーっと海のほうを眺めて突っ立ったままだ。

「聞こえてないのか……？」

　正面に回って、身振り手振りでラ・シェーヌのほうを指し示してみせた。

　が、彼は興味なさそうにぼんやりした目を向けるばかりだ。手を引いても動かない。

　さじを投げそうになったとき、シャリオット号のほうから光の筋が突き刺さった。

　見ると、ラ・シェーヌが操そう舵だ室の天井から体を出してライトをこちらに向けている。

　カチカチ……と、ライトが点滅した。航海信号か。

「ひいーっ！」

　信号を受けたとたん、モンブランは両手を上げ慌ててラ・シェーヌの元へ駆けていく。

　狐につままれたような気分になりながら、後を追って戻った。

　そういえば、あいつは航海信号の解読が得意なんだっけ。

　おかげでケルズの港を脱出するとき、ログール海軍の巡視艇から逃のがれられたのだ。

「彼は心を閉ざしてましてね。人の言葉は伝わりませんが、航海信号は伝わるんです」

　航海信号なら……か。

　……ん。ふと、頭に何かがひらめいた。

「……航海信号……そうか、航海信号だ！」

　突然叫んだ俺おれに、最後に船に乗ろうとしていたラ・シェーヌがビクリと振り返った。

　コーフィーは決闘のとき、航海信号を使っていた。彼女は信号がわかるはずだ。

　そして今、強い信号を送れそうな文様光石を備えているのは……。

「おいラ・シェーヌ、頼む、その船を貸してくれ！」

「何言うんですかっ！　もう出航です！」

「ほんの少しの時間でいい！　航海信号だよ！　航海信号を送るんだ！」

「航海信号？　ログール軍に降伏でも伝えるんですか？」

「んなことしねぇよ。航海信号で、捕まったコーフィーにメッセージを伝えるんだ！　絶望することなんかない、コーフィーはみんなの希望だってな！」

「どこにいるのかもわからないのに、光が届くわけないでしょ」

「んなこと、やってみなけりゃわかんねぇだろ！」

「……ダメです。そんなの待ってられません。ピエール！　行きますよ！」

「ままま、待ってくれっ！」

　船に乗りこもうとするラ・シェーヌの腕を引っ張った。

「ええい、離しなさいっ！」

　なんとか、なんとか彼女を説得しなきゃ……。

　俺はラ・シェーヌに向かって腕を突き出し、指を三本、立ててみせる。

「……なんですか？」

「銅貨三十枚出す。三十マクルだ」

「話になりませんの。桁けたが二つ足りないんじゃなくって？」

「まま、待て、金貨三十枚の間違いだった。三千マクルだぞ」

　ラ・シェーヌの動きが止まった。

「………………」

　小指も立てる。

「四十枚出す」

「…………五十枚ですの」

「…………それで手を打とう」

「ふふん。あなたもなかなかわかってきたですのね。けど踏み倒しはゴメンですよ。……そういえばあなた、確か文様師ギルドの総裁とお友達とか言ってましたっけ」

　ラ・シェーヌは俺を見て、ニヤリと笑みを浮かべた。……抜け目ないヤツだなぁ。

「わかったよ。俺おれだって男だ。一度した約束は守るぜ。――請求は、文様師ギルドのアーグレィ総裁あてに頼む」

　ま、まぁ、後から言い訳すればなんとかなるだろ……。

　それからシャリオット号の操そう舵だ室に入り、天井へ抜けるハシゴを上った。

「……そうだ。ラ・シェーヌ、悪わりぃけど、航海信号を教えてくれるか？」

「そんなもの、すぐに暗記できませんよ」

　ラ・シェーヌは操舵室の棚に入っていた紙を一枚取ってヒラヒラさせた。

「なんだ、それ？」

「文字の変換を記した航海信号表です。これがあればあなたも信号が使えますのよ」

「貸してくれるのか！　サンキュ！」

「一部、金貨十枚ですの」

「買えってのかよ。しかも紙ペラ一枚に……ぼったくりじゃねぇか」

「別に、いらないならそれでも構わないですけど」

　ラ・シェーヌは信号表を棚に戻そうとした。

「まま、待て、買うよ！　――代金は請求に上乗せしといてくれ」

「まいどありぃ～です～」

　ニコニコしながら信号表を手渡しやがった。がめつい女め。

　天井の穴から顔を出すと、すぐ横に顔より大きな文様光石のランプがあった。黒い筒の中にはめこまれ、正面には三つの細い板が並ぶ開閉板が付いていた。

　天井に円まるいレールがあり、それに沿って滑らせることで方向を変えられる。

　筒の右側にあるレバーで板を開閉し、信号を作る仕組みのようだ。

　中央のボタンを押すと文様に封じられていたシードが輝き、文様光石が光を帯びた。

「けど、これじゃ弱いな……」

　ライト自体はなかなか強力そうだが、いかんせん、伝える先は深い霧の中だ。

　俺は開閉板の隙すき間まから手を入れて、文様光石に触れた。

　目を閉じ、直接シードを送りこむ。槍やりのように暗くら闇やみを貫く光のイメージ。

　シードが真っ白なほどの細い光の筋となって、宵闇を走る。

「か、勝手に何してるんですかっ!?　壊したら弁償ですよっ！」

「大丈夫だ、壊さねぇよ！」

　ライトのハンドルを持ってぐるりと回した。霧の中、ノイドが現れた方角に向ける。

　あとは信号を送るだけだ。

　だが、なんと伝えればいいのだろう。

　この信号は、当然ログール海軍にも知られてしまう。下へ手たなことを言うわけにはいかない。それに航海信号では、あまり長い言葉も伝えられない。

　連中に知られても問題なく、短く、それでいてコーフィーにはっきりと伝わる言葉。

「キャプテン・オルディス……」

　コーフィーはオルディスの本を愛読していた。彼に憧あこがれていた。

　そんな彼女が、辛つらいときに自分を勇気づけるんだと言った言葉。

　本は燃やされてしまったが、俺おれの頭には残っている。

『我が命、海賊王と共にあらん』

　そうだ。コーフィーは、憧れの海賊王と共に、島を変えるんだ。豊かにするんだ。

　絶望に捕らわれず、その気持ちを思い出してくれ……。

　俺は開閉板のレバーを操作し、一文字ずつ信号を送り始めた。

『ワ、ガ、イ、ノ、チ、カ、イ、ゾ、ク、オ、ウ、ト、ト、モ、ニ、ア、ラ、ン』

　捕らわれた彼女の元に届くことを願って。

　夜の闇やみにそびえる霧の壁に向かって、白い光の筋が点滅した。

　繰り返し、繰り返し、時間を忘れるほどに、信号を放ち続ける。

「金貨六十枚、合計六千マクル、忘れず払いなさいよっ！」

　いつまでも信号を止めない俺に呆あきれたのか、ラ・シェーヌたちは船を下りていった。

　俺は一人、夜よが更けるまで、何度も、何度も、暗い霧に向けて言葉を送り続けた。



    

  
    
      
　四章　約束の言葉



　暗かった空が明るさを帯び、星々の光が薄れつつある。

　朝、日の出の時間。霧に閉ざされ、昇る太陽を見ることはできない。代わりに霧の壁がオレンジ色の光を帯びて輝いていた。

　俺おれは港に立ち、静かな海を見つめる。

　昨夜の言葉が、コーフィーに伝わっていればいいけど……。

　隣に立つユズハは、二本の刀を持っている。あらかじめシードを送ってあるのだ。

　そばに立つのはもう一人、火の姫、ホノカ。

「わたしの準備は整っています。いつでも、力を引き出してください」

　津波の盾となることを引き受けてくれた彼女。

　真剣な表情ながら、同時に優しさを感じさせる顔だ。

　今、この場にいるのは俺たち三人だけ。島の人たちは皆、万一津波が島を襲ったときに備え、少しでも被害を防ぐため砦とりでで待機している。

「すまない。目覚めさせて、いきなりこんな役割させて」

　ホノカに言うと、彼女は小さく笑って首を横に振った。

「人々を守るのも、姫の役割です。――ユズハ、頼みましたよ。もしもわたしが倒されたときは……レンさんをお守りしてください」

「ホノカ姉さまが倒されるなんてないのだーっ」

　ぶんぶんと手を振るユズハと、そんな彼女に笑みを向けるホノカ。

　ふと港を見渡すと、ラ・シェーヌのシャリオット号が停泊しているのに気づいた。

　あいつら、まだ逃げてないのか……？

　なんて考えてると、バタバタと石を蹴けって走ってくる足音がした。

「すっかり寝過ごしましたっ！　泳ぎ疲れるんじゃありませんでした！」

　ラ・シェーヌと、部下の二人が慌てた様子で駆けてくる。

「砦に戻ってろっ！　津波が来るんだぞ!!」

　叫ぶと、一瞬でラ・シェーヌは真まっ青さおになった。

　きびすを返し、三人でまた砦のほうに逃げていく。

　夕べ、俺が船を借りたからか……。悪いことしちまったかな。

　再び海に目を向けたとき、海面がざわめいた。霧の向こうから、ゴゴゴ……と、小さな海鳴りの音が響いてくる。――津波の音だ。

　言葉はコーフィーに、届かなかったのか……。

「……来るぞ」

　ホノカはうなずくと俺の前に立ち、両手を突き出した。

　手のひらの先でボッと小さな火の玉が燃え上がる。火の玉は赤く軌道を描きながら、上下左右に宙を駆けた。

　軌道の線が絡まり合って、ホノカの前に平たい文様のレリーフを浮かび上がらせる。

　円く渦を巻く長い炎のシンボル。棺ひつぎの中につながるという、門ゲートだ。

　ゲートの中心から、焼けた鉄のように光る剣の柄が突き出た。

「さぁ、レンさん。わたしの楔くさびを……引き抜くのです！」

　両手で柄を握った。

「熱っ！」

　手のひらが焼けそうに痛い。目を閉じ、火炎のイメージを頭に思い描く。

　炎と一体化する感覚。熱さに血をたぎらせ、身の全てを任せる感覚。

「うおおおぉっ！」

　叫び、一気に剣を引き抜いた。

　手のひらの熱さは心地よい温かさに代わり……剣を包む炎が空気を揺らしている。

　業火を噴き出し続ける、極炎の剣。

　そしてホノカの体は……燃えさかる棺形の炎に包まれた。

　炎はたちまち天に向かって燃え上がり、人の姿へと変化していく。

　塔ほども大きな、炎の巨人が立ち上がった。

　右手には、背の高さほどもある炎の大剣が握られている。

　その胸元に、両腕と下半身を埋うずめるようにして、赤く輝くホノカの姿が見えた。静かなキャンドルのようだったドレスが、今は燃え上がるように煌こう々こうと輝いている。

　巨人は以前ギルドに現れたものに比べると、騎士のようにスマートで凛り々りしい。

「見よ！　あれこそが余の姉、火の姫の真の姿、ゴヴニュであるぞ！」

　炎の巨人は海に向かって立ちはだかる。

　轟ごう音おんと共に、津波がすぐそこまで来ていた。砦とりでの岩山に匹敵するほど高い波。

「……なんて、でかさだよ」

　それは波というより、圧倒的な水量による水の壁だ。

　壁が押し寄せ、叩たたきつけようとしていた。

　水の壁の根元が突き出た桟さん橋ばしの先に触れ、木こっ端ぱ微み塵じんに砕く。

　炎の巨人が大剣を構え……大きく横に振った。剣から激しく炎が噴き出す。

　ボウウッ！　と空気を燃やす音が右から左に流れ、焼ける熱風が強烈に吹きつけた。

　肌が、火を押しつけられたように痛い。まるで炎の中に飛びこんだようだ。

　ズザアアアァ……と、中央を切り裂かれた水の壁が、熱気で一気に蒸発する。

　津波は勢いを失い、海面が大きく揺れ、残った水は大きな滴となって飛び散った。

「やった！　あんなでかい津波を砕いたぞ！　すげぇ！」

「見たか臣民！　あれがホノカ姉さまの強さだ！」

　だが、喜んだのもつかの間まだった。飛び散った滴に奇妙な変化が起きたのだ。

　水の塊かたまりが細かくうごめき、人のような姿に変わっていく。

　勢いに乗って炎の巨人を飛び越え、港にべちょべちょと不快な音を立て着地した。



    

  
    
      



    

  
    
      「ケハァ……」

　水の膜が震える奇妙な声で鳴きながら、のっそりとした動きでこちらに顔を向ける。

「なんだよ、こいつら……」

　水が変化したそれは、人間のように二本の足で立ち、手には長く鋭い三本の爪。エラのような耳の生えた、深海魚を思わせる奇怪な顔。

　水すい棲せい生物が立って、陸に上がったような姿だ。

　体は海水でできているらしく、半透明をしている。心臓の辺りに赤い液の塊かたまりがあった。

　あれは……神の血ダーナ・オ・シー？

　とっさに命の姫の顔が浮かんだ。

　そうか。昨日きのう、去りぎわに彼女が海にまいていたのは、この生物の種だったのか。

　水棲兵の一体が奇声を上げて跳ね、飛びかかってくる。

　俺おれは両手に握った極炎の剣を振った。

　炎にあおられ、水棲兵はじゅうっと音を立てて蒸発する。

　振り返り、もう一振り。近づいていた水棲兵が三体まとめて消え去った。

「近づくでないっ！　このっ！」

　ユズハの刀が斬きりつけるたび水棲兵の体は崩れ、べちゃりとつぶれて地面に染みこむ。

「へっ、こいつら数だけで大して強くねぇな！」

　走りながら、立ち塞ふさがる水棲兵を次々に砕き落とした。

　やがて何十体もの水すい棲せい兵が突然一斉に跳ね、炎の巨人に向かって体当たりを始める。

　だがその体に触れたとたん、彼らは跡形もなく水蒸気に帰きしてしまう。

「そんな攻撃がホノカ姉さまに通用すると思うなよ！」

　再び海鳴りの音がとどろいた。

　思わず津波が消えたばかりの海を見る。

「……そんな、もう次が来るのかよ!?」

　二撃目の津波がもう、すぐそこまで迫っていた。

　炎の巨人が大剣を構え直す。

　再び大きく振られる炎の剣と、吹き荒すさぶ熱風。

　水の壁は崩れ、飛び散った滴が無数の水棲兵へと変へん貌ぼうした。

「数が増えやがった……」

「ケハハハ……」

　不快な笑い声を上げ、俺おれとユズハを何百体もの水棲兵が取り囲み、にじり寄ってくる。

　間ま合あいを取っている間に、海からはまたも激しい轟ごう音おん。

　間髪を入れず、三撃目の津波が押し寄せた。

「あの津波は……コーフィーの心の嘆きなんだ……」

　津波の数だけ、彼女の心は苦しめられてるってことなんだ。

　炎の巨人が津波を打ち砕く。さらに増える水棲兵が俺たちを囲んだ。

「うおおおぉりゃああああっ！」

　竜巻のような空気の鳴る音と共に、吠ほえ声が響いた。

　見ると、コマのように回転し疾走するゾックのバトルアックスが、次々に水棲兵の体を細かな水しぶきへと砕いていく。

「ここは俺様の敷地だぜぇ！　暴れるなら外でやれやぁ!!」

　続いて、並み居る水棲兵の間を跳ね回り、一体一体確実にしとめていく人影が現れる。

「まさかこんな攻撃をしてくるとはね」

　ザイクスは次々と魚を捌さばくように水棲兵を切り裂いた。

　さらに港を囲む岩場の陰から、炎をまとった巨大なトカゲが顔を覗のぞかせた。

「グウウウウゥ……」

　水棲兵を睨にらみ、長く裂けた口元からちらちらと炎が覗く。

　あれは火竜サラマンダー!?　この微妙に場違いなモンスターのセンスはもしや……。

「ケハァッ！」

　サラマンダーに向かって、水棲兵の群れが飛び跳ねる。

　そのとき突然手前の岩が動き、起き上がった。

　それは身を屈かがめ岩に化けていた……マルシェのゴーレムだ。

　ゴーレムは隣の岩を軽々と持ち上げると、水棲兵の大群に向かって投げつけた。

　ビシュ！　ビシュ！　と水のつぶれる音がいくつも重なる。

　後方の岩場の上から、いつの間まにか立っていたマルシェがＶサインを送って寄こした。

　隣には、奇書『世界幻獣大全』を手にしたルミサの姿。

「いくぞおぉぉ！　島を守れええぇ!!」

　怒声と共に、津波にもおとらぬ勢いで海賊の軍勢が斧おのや剣を振り回し、砦とりでから堰せきを切ったように走ってきた。

　何十人もの海賊が戦いに加わり、たちまち港は大混戦になった。

　休む間もなく繰り出される大津波と、それを砕く炎の巨人。

　そのたびに増殖する水すい棲せい兵の群れ。

　だが水棲兵たちは現れる間もなく打ち倒され、あるいは、高く跳ねて炎の巨人に体当たりしては蒸発する。

「おいレン、ホノカ姉さまの様子が変だぞ！」

　戦いの合間に見上げると、いつの間にか、炎の巨人の体は一回りも二回りも小さく、痩やせた姿になっている。

「どうしたんだ……？」

　疑問に思っている間にも、水棲兵は次々に決死の体当たりをしては蒸発していく。

　何度も何度も、止まることなく繰り返して。

「しまった……、あいつら、少しずつ巨人の炎を消していたんだ！」

　あまりに弱い攻撃だと見くびっている間に、気づかれないほどわずかずつ、炎の巨人の力を削り取っていたのだ。

「まずい、ホノカを守るぞ！」

　だが、既に遅かった。

　ついに……炎をまとう巨体が片かた膝ひざをついた。

「ホノカ姉さまっ！」

　ユズハが悲痛な声を上げる。

　海からのとどろき。

　次の津波が、押し寄せていた。

「みんな！　みんな逃げろおっ!!　津波に襲われるっ！」

　地面を揺らしながら、再び炎の巨人が立ち上がった。

　力を振り絞るように大剣を構え……迫る大津波を、渾こん身しんの力で打ち砕く。

　水の壁が大量のしぶきを残して砕け散る。

　勢いのまま振り返り、新たに誕生した水棲兵の群れに、炎の鉄てつ槌ついを下した。

　みすぼらしさすら感じるほど痩せ細った姿で、なおも炎の巨人は立っていた。

「うおおぉーっ、オレたちも負けるなぁ!!」

　勢いづいた海賊たちに水棲兵は次々と砕かれ、やがて港から姿を消した。

　いつの間にか津波の攻撃は……やんでいた。

　続けざまに放たれていた津波は、待っても現れない。海は再び静まりかえっていた。

「勝った……勝ったぞおぉぉっ！　津波を防いだああぁっ！」

　海賊から叫び声が上がり、歓声が沸き起こる。

　盾となって守り抜いた炎の巨人を囲み、歓喜の拳こぶしを振り上げた。

　けれど――津波が放たれないということは、コーフィーの身に何かあったんじゃないか。安心してばかりもいられない。

　ドドオオォン！　そのとき、海鳴りとは違う轟ごう音おんが霧の中から響いた。

　爆発に似た音。これは……大砲の音か！

　次の瞬間、炎の巨人の頭部に一発の砲弾が直撃した。

　力の大半を削り取られた巨人は持ちこたえることができず、後方にぐらりと倒れる。

　ドドォ……と土煙が舞い、一瞬炎が吹き荒すさび、消えた。

「ほっ、ホノカ姉さまあっ！」

　ユズハが叫びながら駆け、俺おれも後に続いた。

　巨人の手足は黒ずんだ芯しんだけを残した針金のような姿となり、仰向けに倒れている。

　胸元のホノカの姿が苦しそうに息をしていた。

「れ、レン、このままではホノカ姉さまが……。封印の楔くさびを戻すのだ！」

　俺は持っていた極炎の剣の先をホノカの胸元に当てる。

　じゅうっと炎をまき散らしながら剣は吸いこまれ、彼女の胸の内に戻った。

　巨人の体が、ホノカを残して粉々の黒い噴煙となって風に消える。

　地面に落ち、今や煤すすで汚れたドレス姿のホノカの上半身を、ユズハが抱え起こした。

「レン！　大丈夫!?」

　マルシェとルミサが駆け寄ってきた。

「頼む……。二人とも、ホノカ姉さまを砦とりでに運んで……介抱してやってくれ……」

　マルシェとルミサはうなずいて、ホノカの肩を担ぎ、砦へと向かう。

　悲しげな顔で、ユズハはそれを見送っていた。

　そっと彼女の肩に手を乗せた。

「いや、心配するでない。姫は、あのくらいで死にはせん」

「おぉい、ログールの奴やつらが攻めてくるぞおぉ！」

　海を見ると、霧の壁に赤く立ちのぼる筋が見えた。

　ログール軍艦の煙突から吐き出される、血ブラツドの機関の赤い煙。

　一艘そうの軍艦が霧の中から現れた。

　続いてもう一艘。そしてもう一艘。さらに、数は増え……十艘、二十艘……

「お、おい……どれだけいるんだよ……」

　水面の横一直線を埋め尽くすかに思えるその数に、足がすくみ上がった。

　水すい棲せい兵の攻撃は、ほんの前ぜん哨しよう戦せんに過ぎなかったのだ。

　海賊たちはどよめき、圧倒的な数の敵にガックリと膝ひざをつき、砦へ逃げ出す者もいる。

　昇った朝の日射しに青黒い船体を照らしながら、五、六十本の赤い煙の筋が、空を血の色に焦がしていた。



　ザイクスは岸壁に立ち、険しく睨にらみつける目でログールの軍艦を見つめていた。

「軍艦が集結しているとはわかっていたが……まさかあれほどの数とは。水すい棲せい兵との戦いで火の姫の力を使い切ってしまったのも誤算だ」

　ゾックとその周りにいる海賊たちもまた、呆ぼう然ぜんと軍艦を見つめている。

「海賊を砦とりでに集結させてくれ！」

　ザイクスはゾックに向かって叫んだ。

「どうするつもりだぁ!?　俺おれ様はここで戦うぜぇっ！」

「ダメだ！　この広い場所で戦えば、銃器隊の餌え食じきになるだけだ！　今のボクらに戦う方法があるとすれば……籠ろう城じよう戦しかない！　砦に戦力を集結し、近づいてきた敵を確実に落としていくんだ！　戦える者は砦の下部で待機し、他ほかは砦の上部に避難させてくれ！」

「そんな時間があるかぁ！」

「だからこそ早急に動くんだ！　迷ってるヒマはない！」

「…………」

　ゾックは悔しそうにバトルアックスを握りしめ……首領らしい冷静な判断を下した。

「よぉしわかったぁ！　てめぇら聞いたかぁ!?　準備にかかれぇ！」

　うおおぉい！　と返事をして、海賊たちは砦に走っていく。

　俺は、その場に立ったまま動かなかった。

「ザイクス。砦で体勢を立て直すには、時間がかかるんだろ？」

「もちろんだ！　だからキミたちも早く戻るんだ！」

「俺が時間を稼ぐよ」

「……何？」

「ノイドは、俺の兄貴だ。あいつは俺を憎んでるだろうが、話せば何かしら答えてくる。俺たちが言い合ってる間に、砦の準備をしろ」

「ムチャ言うな！　無理にでも引っ張っていく！」

　ザイクスが俺のそばに走り寄ろうとしたとき、その間にユズハが立った。

　ユズハは刀の一本をザイクスに向かって突きつける。

「心配するな。余がついておる」

　ザイクスが睨みつけると、ユズハはほほ笑んだ。

「おっ、いい顔しとるぞ。イケメンがますます映えるのぉ」

「勝手にしてくれっ」

　言い残し、ザイクスは砦に向かって駆けていった。

　ユズハは振り返って、俺の横に立つ。

「……あれでよかったのか、レン？」

「あぁ。ありがとう」

「本音を言わせてもらえば、余もあやつと同じ気持ちであるぞ。おぬしはまったくもってムチャすぎる」

「そんなの、やってみなけりゃ……」

「わかんねぇ、って言いたいのであろう？　もう聞き飽きたわ」

「人のセリフ、勝手に言うなよ……」

「レン。余の楔くさびを抜け」

「え？」

「余の力を持って、あやつらと戦う。もはやそれしか方法はないぞ」

「……ログール兵を殺すのか？」

「むろんあやつらとて人間。無駄に殺したくなどない。――だが姫の力でもって世界を滅ぼさんとするなら……余は、死を与えねばならぬ」

　だが、俺おれは首を横に振った。

「この期に及んで敵に情けをかけるのか!?　レン、状況をわかっておるのだろうな!?」

「もちろん、わかってるさ。いいか？　コーフィーは島の平和を夢見てるんだぞ。なのに、帰ってきたとき、敵とはいえそこら中に兵士の死体が転がっててみろ。あいつの心は、たちまち絶望に塞ふさがれちまうに決まってる。それじゃなんにもならねぇ」

「それはそうかもしれぬが……」

「それにコーフィーだけじゃない。ユズハ、お前もだ」

「余だと？」

「そうだ。ユズハは、人殺しをするために目覚めた姫じゃない。人を守るために目覚めた姫だ。――違うか？」

「…………!!」

　ユズハは絶句したように口を開あけ、そして……うつむいた。

「お、おい、何、急に泣き出してんだよっ!?」

「な、泣いてなどおらぬわバカ者がっ！　お、おぬしの愚かさに……その……情けなくなっただけだっ。勘違い……するなっ……」

「どーせ愚か者で悪かったよ。けど、そんなヤツにつき合う誰だれかさんも愚かだよなぁ」

「ううう、うるさいっ。ケンカ売ってんのかこの愚か者臣民がっ！」

「おっと、売られたケンカなら買うぜ……って、後にしたほうがよさそうだな」

　俺たちのすぐ目の前で、半壊した港に軍艦が次々に乗り付けた。

　中央の軍艦で、ブリッジの扉からノイドが姿を現した。続いて海軍の司令官。そして護衛のように付いてくる、四人の銃器兵。

　命の姫は、海辺の貴婦人のような顔で島を見回していた。

「のぅ、レン」

　ふと、ユズハが言った。

「おぬしは、本当は兄と話したいのではないか？」

「えっ!?　いや、俺おれは時間を稼ぐために……」

「言わずともよい。本心では、剣を交えるより言葉を交えたいのであろう？」

　……もしかしたら、そうなのかもしれない。

　だからこそ、こんなムチャをしているのかもしれない。

　あんな奴やつでも、一応俺の兄貴だもんな。

　ノイドと司令官、そして四人の護衛はタラップを下り、岸壁の石畳を踏みしめた。

「今日は歓迎の出迎えはないようですね。残念ですな、司令官」

「は、はぁ。そのようであります」

　正面に歩いていくと、ノイドは俺に目を向けた。

「おっと失礼。かわいい弟の存在を忘れるところだったよ。まだ生きているとは思ってなかったのでね」

「うるせぇ。おい、コーフィーはどこだ！」

「連続して津波を起こしてもらったら、少々お疲れになったようでね。我々が直接出なければならなくなった。――まぁ、これも作戦のうちだがね」

　並ぶ軍艦のブリッジから、次々に兵士たちが出てきてデッキ上に整列した。

　銃器隊に、近接戦用の剣士隊。爆弾のマークが描かれた箱を運び出す爆破隊。

　隙すきのない兵力で固めた、三百人は下らないと思われる兵士の列。

　これが相手じゃ……籠ろう城じよう戦をしたところで、島に勝ち目はねぇぞ……。

「閣下。兵の準備はできております。いつでもご命令を」

　司令官がノイドに言った。

「ごくろうさまです。ではさっそく作戦に入りましょう」

「捕らえた海賊はどうされますか？」

「捕らえる必要などありません。殺してください」

「……は。では、抵抗する者は射殺します。無抵抗の者は……」

「構いません。殺してください」

「……しかし、無抵抗の者は殺すよりも、捕ほ虜りよとすべきでは……」

　ノイドは司令官を睨にらみつけた。

「海賊相手に遠慮することはありませんぞ。これは掃そう討とう作戦なのですから」

「…………は。で、では、島の民間人は……。女や子供も多数存在しておりますが……」

「殺せ」

「…………し、しかし……」

　司令官は額の汗をハンカチでぬぐった。

「聞こえないのか？　殺せ」

「で、ですがっ……」

　ノイドは司令官の胸むなぐらをつかみ、引き寄せた。

「忘れるな。私はログール帝国皇帝陛下から棺ひつぎ入手のため特権を与えられた存在なのだ。私の一存があれば、軍の一部隊司令官程度の貴様を投獄するくらい、わけないのだぞ」

　ノイドは言って、司令官を後方の海に突き落とした。

　ログール帝国皇帝から特権を与えられた……？　ノイドは、そんなところまでログールと関わっているってのか？

「おいてめぇ！　どういうつもりだっ！　皇帝に取り入ってまで皆殺しにするほど、島の人が憎いのかよ！」

「憎い、だって？　まさか。海賊などただのゴミに過ぎんよ。感情など湧わきもしない」

「だったら、なんで……！」

「しかしゴミにもな、使い道というものはある。島の人間どもを全員縛り首にして砦とりでから吊つるした姿を、あの娘に見せてやるのだ。どうなると思う？」

「コーフィーに……だって……？　まさか……」

「娘はさぞかし絶望の底に突き落とされるだろう。二度と這はい上がれないほどにな。そしてその絶望は、水の姫を覆い尽くす。絶望は大いなる津波となり……フィアナ王国の沿岸一帯を破壊し尽くすだろう。その力を見れば、世界は姫の力の元にひざまずく」

「そんなに人を殺してぇのか!?　なんでそんな人間になっちまったんだよっ!?」

「人聞きの悪いことを言わないでくれ、レン。私はむしろ、人の死を嘆かわしく思っているのだ。そうではないか？　人はなぜ、こんなにもあっさり死ぬのか。人はどうして、誰だれ一人として死の運命から逃のがれられないのか」

「お前みたいな奴やつがいるからだろっ！」

「それは誤解だ。私がこの世にいなくとも、人の世から死も争いも消えぬ。それは人が背負いし定め、忌まわしき定めだからな。私は、その定めから人々を解放するために、姫の王国を再建しようというのだよ」

　それから、ノイドはちらりと後方の兵士をうかがった。

「――もちろん、ログール皇帝陛下の御名の下において、な」

　はぐらかすようなことばかり言いやがって。こんな話をしてても、埒らちがあかねぇな。

　俺おれはデッキ上でシスター服の裾すそを揺らめかせている、命の姫を睨にらみつけた。

「おい、あんたが人間や動物たちの命を創ったんだってな！」

「そうですわ。ちゃんと認識してくれて、うれしいですぅ。レン、あなたも、わたくしの創造物なんですわよ」

「だったらよ、あんたの子供みたいな人間が、互いに殺し合おうってんだぞ！　なんとも思わねぇのかよ!?」

「まったく、悲しいことですわ。わたくしの創りし命が消えてしまうなんて」

「じゃあ、なんで兄貴に手を貸すんだ！」

　命の姫は、ふいに冷徹な目で俺を見た。

　――まるで、単なるものを見るような、人間に対する感情のこもらない目。

「悲しくとも、失敗作は消え去るしかないのです」

「……失敗作？」

「そう。ご覧になって。宇宙の闇やみも、天の太陽も、青い大空も、広がる海も、そして人間の文明も、永遠に続いていくというのに、なぜ命は消えてしまうのでしょう。死などと言うものに、あっけなく消されてしまうのでしょう」

　命の姫は嘆くように大きく両腕を広げ、苦しそうな表情で頭を激しく横に振る。

「全てはわたくしの責任です。わたくしが、命というものを不完全な形で創り出してしまったからです。――罪を感じたわたくしは、長い長い絶望に捕らわれていました。でも、あるとき一筋の希望が見えたのです」

　それから、命の姫は表情を和らげてノイドを見た。

「姫の力によって世界を正しく導かんとする、強い意志とシードを持った若者に、わたくしは出会いました。再び姫の王国が蘇よみがえったとき、わたくしは滅することなき真の命を創り出し、姫としての役割を果たすのです。それが、本当の姫の国」

「そう。我々が創ろうとしているのは、人々が戦争も病も貧困もなく繁栄のうちに生きる、二度と滅亡することのない、永遠たる常若の国テイル・ナ・ノーグなのだよ」

「……へん。ごたいそうな夢物語だな。理想は結構だけどな、そのために多くの人間が死んだって構わねぇって言うのかよ！」

「死と再生。変革に犠牲は付きものだ。――どのみち、姫の王国に入り永遠の命を与えられる人間は、選ばれし者だけだからな」

　その言葉を聞き、俺おれはもう、何も言えなくなってしまった。

　かつて、若々しく理想に燃えていた兄貴。

　この国を、全ての人が幸せに生きられる国にするんだ力説していた兄貴。

　しかしそのときの正義感に満ちた目の輝きは、今の彼には見られない。

　あるのは狂信めいた理想に捕らわれただけの、空虚な輝きを放つ目だ。

　ノイドは空を見上げ、港中に響き渡るかのような大声で叫んだ。

「――これより海賊掃そう討とう作戦を実行する！　島の人間は見つけ次第残らず殺せ！」

　ノイドの叫びに、軍艦の文様光石が点滅して艦隊に指令を伝える信号を放った。

「そんなことさせねぇぞ！」

　俺は震える拳こぶしで、文様剣を引き抜いた。

「貸せ！」

　ノイドは後ろの銃器兵から銃を奪い取り、長い銃身の先をまっすぐ俺に向けた。

　俺は勢いを押し殺されたように、動けなくなってしまう。

「レン。お前の胸を弾丸が貫いたときが作戦開始の合図だ」

　ちくしょう、こんな至近距離じゃ、避けることもできねぇな……。

　ノイドが引き金を引けば、間違いなく俺は……。

　せめて、砦とりででの戦いの準備はできただろうか……。

　ユズハも身動き取れず、ただノイドを睨にらみつけている。

　……すまないな。俺おれなんかが目覚めさせちまって。

　今度は、もっと頼りになるヤツからシードをもらえよ。

「…………？」

　ふいにノイドが眉まゆをひそめる。

　周囲の空気が突然、白い煙に巻かれたように霞かすみ始めたのだ。

　みるみるうちに霧は濃く、白くなっていく。

「霧……だと？」

　それはまさに、あの海域を覆っているものと同じ種類の霧。いやそれ以上に濃密だ。

　あっという間に前に立つノイドの姿すら霧に霞んで、うっすらとしか見えなくなる。

「閣下！　異常気象と思われる霧が港の一帯に発生しております！」

　ノイドの背後にいた兵士が報告する。

「うるさい！　わかってる！」

　ノイドが叫び、一瞬、気が逸それたのか銃口の先が下を向いた。

　その瞬間を見み逃のがさなかった。

「でああああっ！」

　駆け出し、剣を大きく振り上げた。

「くそっ！」

　ノイドが慌てて銃口を向け、引き金を引く。

　ドンッと重く響く発砲音と火薬の臭におい。

　だが慌てたせいと霧に視界を奪われたため、銃弾は俺を大きく外れ地面で弾はじけた。

　走って近づくと、霧の中に彼の姿が浮かび上がる。

　ノイドは焦った様子で次の弾を込めようとしているが、間まに合わない。

　銃を放り投げ、コートの中に手を入れた。文様クリスタルを使う気か。

「そうはいかねぇぞぉっ!!」

　文様剣を振り下ろした。

　ノイドが銀の右腕で剣を受け止める。

　ガチイィン！　硬い金属の打ち合う音。

　勢いに押され、ノイドは後方に飛ばされた。文様クリスタルが転がり、海に落ちる。

「なんだ……あの腕……。硬かてぇ……」

　じんじんと剣を持つ手が痺しびれた。

　ノイドの後ろにいた銃器隊が、彼を守るように前に進み出て、四本の銃口を向ける。

「させぬわぁっ！」

　ユズハが大きく跳んで叫び、両手に持った刀の一いつ閃せんと共に着地する。

　銃器隊の銃身が切り落とされ、彼らの手元で暴発した。

　だがすぐさま、上方から発砲音がして俺の足元の石が弾けた。

　霧に霞む軍艦のデッキ上で、別の銃器兵が銃を構えている。

「レン、深追いは危険だぞ！　ひとまず逃げるのだ！」

　ユズハは俺おれの手をつかみ、走って軍艦から離れた。

　霧にまぎれてしまえば、奴やつらも銃は撃てまい。

「しかしこの霧はなんなのだ？」

「俺が聞きたいってば。さっきの兵士は異常気象とか言ってたけど……」

　ふとユズハが立ち止まる。

　彼女の持っていた二本の刀が、霧の中に雲散するように消えた。

「……シード切れのようだ」

　彼女が戦うには、俺の送ったシードを消費しなければならないのだ。

「もう一度シードを送ろうか？」

「いや、今は温存しておけ。シードは精神力を消耗させる。無限ではないのだぞ」

「わかった。――にしても、ここはどこだろう……？」

　そんなには走っていないから、港のどこかのはずだ。慎重に進まないと海に落ちるか、ログール兵にかち合うかしてしまう。

「ふにゅ」

　ふと、高い声の鳴き声が、霧の立ちこめる足元から聞こえた。

　……どこかで聞いたような……。

　見下ろすと、そこに、いつだったか助けてやった小動物がいて、俺を見上げていた。



    

  
    
      



    

  
    
      「フニュ……！　どうしたんだこんなところで。危ないぞ」

　屈かがもうとすると、フニュはサッと身をひるがえし、霧の中へ駆けていく。逃げたのかと思いきや、霧に隠れる直前で立ち止まり、再び俺おれのほうを見返す。

「あのフニュフニュ、レンを呼ぼうとしてるのではないか？」

「あぁ。なんかそんな感じだよな。……そんなに懐かれちゃったのかなぁ」

　しかしこんな非常事態にどうしたもんか……。

　迷ったけど、フニュはいつまでも俺のほうを見ているので、追って歩いた。

　フニュは先へ走り、また立ち止まって振り向き、それを何度も繰り返す。

　……が、やがて、走ったまま霧の中へ消えて、姿が見えなくなった。

「おーい、フニュ！　どこにいるんだよ！」

　あまり大声を出すと、ログール兵に見つかってしまう。少し声をひそめて叫んだ。

　キョロキョロと霧の中を見回していると、ふと、前方に何か巨大なものの気配があることに気づく。なんだろうと見上げて……思わず息を呑のんだ。

　霧の中に、巨大な動物の顔が浮かび上がっていたのだ。

　見上げるほど高くにあるそれは、猛たけ々だけしく走る雄馬の姿。

　馬は動かない。銅像のようだ。なんで、こんなとこに……。

　代わりに、その両目が光り輝き、点滅していた。

　その点滅のリズムが、俺の頭にはっきりと刻まれている。

「……あれは……航海信号……？」

『ワ、ガ、イ、ノ、チ、カ、イ、ゾ、ク、オ、ウ、ト、ト、モ、ニ、ア、ラ、ン』

　光の信号は、その言葉を繰り返している。

　それはまさに、昨夜俺が霧の中に向かって送り続けた信号だ。

　引き寄せられるように歩いていく。

　霧の中から、馬の像を掲げた本体が浮かび上がった。

　まるで巨人が乗るような大きさの漆黒の船体。見上げれば、天を突くかのようなマスト、見下ろせば、海竜のヒレと見まがうような八本のオール。

「幽霊……船」

　突然頭にはっきりと記憶が蘇よみがえり、つぶやいた。

　あのとき、シャリオット号の中から霧の海に見た船。それが目の前にたたずんでいる。

　その船の名を、今なら呼ぶことができる。

「スレイプニル号……」

　はるか高い場所にあるデッキから、赤紫色に輝くタラップが目の前に伸びてきた。

「乗れ……ってのか？」

「おいレン、おぬし、今度はいったい何をやったのだ」

「い、いや……。俺はコーフィーにメッセージをって思っただけなんだけどな……」

　そういやあの言葉が載った本には、こう書かれてたな。



　助けを求めるときは、こう叫べ。

「我が命、海賊王と共にあらん」と。

　大陸の反対からでも、彼は友のために駆けつける。



　こりゃ、マジで駆けつけてくれたってことかよ？

　どうやら、言葉はとんでもないヤツに届いてしまったらしいな。

「よし、乗ろうぜ、ユズハ。船があれば、コーフィーを助けに行けるかもしれない！」

　ユズハと二人、タラップを駆け上った。

　デッキにたどり着く。敷き詰められた黒い木の板を踏むと、ミシリときしんだ。

「……腐ってる？」

　端が霧に霞かすんで見えないほど広々としたデッキ。あちこちに、粉砕された木箱の破片やロープ、ネットなどが散乱している。どれもこれも古く黒ずんでいた。

　よく見ると、デッキの板もあちこち穴が開あいている。

「……こりゃ、ほんとに幽霊船じゃねぇか」

　舳へ先さきに向くと、雄馬の像の後ろ姿が見えた。

　船首の近くに床が一段せり上がった場所があり、手すりに囲まれて舵だ輪りんが見える。

　後方には一門の錆さびた大砲があり、さらに後ろはマストの柱だ。帆は閉じている。

「ふにゅ」

　再び、フニュの声がする。舵輪のある床の陰から、フニュが顔を覗のぞかせていた。

「フニュ！　まさかお前、俺おれたちをこの船に案内してくれたのか!?」

「ふいにゅっ！」

　続いて柱の裏側から、デッキの穴から、次々に十数匹のフニュの仲間が顔を出した。

　耳をぴくぴく動かしながら、じっと好奇心の強そうな黒い目で俺とユズハを見つめる。

「うーむ、どうやらこの船、フニュフニュの巣になっとるようだな。――もしかしたら、あの海賊王のペットだったのかもしれん。それで今なお、亡き主人の帰りを待っておるのではないか？」

「じゃあ、お前たちがこの船を運んでくれたのか？　……俺の信号に気づいて？」

「ふいにゅ！　ふいにゅ！」

　フニュは舵輪の上に乗って飛び跳ね、小刻みに何度もうなずいた。

　この幽霊船のような船を、一晩かかって港まで届けてくれたってのかよ。

　遠い昔の主人の、海賊王の約束を守るために……。

　舵輪の前に歩くと、その中央にはめこまれた文様光石がうっすらと光を放っていた。

　石の光はあまりに弱々しく、今にも消えてしまいそうだ。

「これは……シードが尽きかけておるのだな」

　文様光石を覗きながらユズハが言った。

「つまりエネルギー切れってわけだな。待ってろ。今、俺おれのシードを送ってやる」

　目を閉じ、頭に思い描いた。

　規則に従って点滅する光。航海信号。もちろんその言葉は――

『我が命、海賊王と共にあらん』

　次の瞬間、突然船体がガタガタと揺れた。

　揺れは次第に強くなり、船体全体が激しく震える。まるで、いななく荒馬のように。

　大気が揺れ、船の周囲を回るように突とつ風ぷうが吹き荒すさぶ。

　ボゥッ！　と吹き飛ばすように、一気に霧が晴れた。

　たちまち夏の陽の直射が頭上に降り注ぐ。

　そこに見えたものは……はるかに広がる大海原。青い海と空の間に横切る水平線。

　島を取り巻いていた霧までが全て、スレイプニル号が息を吹き返すと同時に一瞬のうちに吹き飛んでしまったのだ。

「このスレイプニル号が霧を生み出していたのか……」

「ふいにゅ～っ！　ふいにゅ～っ！」

　フニュとその仲間たちがデッキに飛び出して、うれしそうに駆け回った。

　海を見ると、霧の晴れた東の海域に、一本の水柱が大きく噴き上がっている。

　細長い水流が天高くまでそびえ、そこだけ灰色の雲が渦巻いていた。

「なんだよ、ありゃあ」

「あれは……水の姫だ……。水の姫の気配がするぞ」

「ってことは、あそこにコーフィーもいるんだな」

「レン！　見てみろ！」

　ユズハがデッキの端から身を乗り出し、船体を見下ろして叫んだ。

　黒々とした船体全面を埋め尽くす文様が浮かび上がり、青白く輝く。

　古代文様。紐ひも模様が絡み合い、渦を巻く。その文様が描こうとしている形は……。

「あの模様って……海じゃねぇか？」

「うむ。確かにそのとおりだ。あれは姫の時代に広がった海の形であるぞ」

　スレイプニル号の船体に広がる文様は、古代の海図だったのだ。

　今の時代とはまったく違う地形。姫の暴走によって変化する前の世界の姿。

　これが、伝説の海賊王がめぐったという海の姿なのか。

「な……何をしてる！　撃て、撃てぇ！　撃沈しろぉ!!」

　ノイドの叫び声に、ハッと顔を上げた。

　ログール海軍の軍艦も、このスレイプニル号の四分の一ほどの大きさしかない。

　兵士たちは軍艦のデッキ上で、突然姿を現した巨大船に慌てふためいている。

　軍艦が次々と出港し……スレイプニル号を取り囲んで旋回し始めた。

　搭載した砲塔をまっすぐこちらに向ける。

「やべぇ……。あいつら撃ってくる気だ」

　あの日、コーフィーに見せてもらった本には、こう書かれていた。

『攻撃を受けたなら、こう叫べ』と。

　信号表を広げ、頭の中で言葉を変換する。舵だ輪りんの中心に手を当て、目を閉じた。

　スレイプニル号に次の言葉のシードを送った。

「カ、ゼ、ノ、タ、テ、ヨ、ワ、レ、ヲ、マ、モ、レ」

　――風の盾よ、我を守れ。

　正面から、横から、斜めから、取り囲んでいる軍艦が一斉に砲弾を放った。

　何発もの砲撃音が立て続けに響く。

　船を覆うように、一陣の風が吹いた。風は薄い紫色を帯び、輝く。

　直撃しようとした砲弾が風に触れた瞬間……弾は、音もなく粉々に砕かれた。

　続いて左右から、斜め前方から、とどろきと共に次々に撃ち出される鉛色の砲弾は、風の盾を打ち破ることもできずあえなく粉砕されていく。

「大砲をものともしてねぇぞ。こりゃ、無敵じゃねぇか！」

　コーフィーの持っていた本は、単なるおとぎ話じゃない。

　スレイプニル号を動かす言葉が書かれた、命令書でもあったんだ。

「レン、あやつら乗りこんできおるぞ！」

　軍艦のデッキに、剣を装備した兵士たちが集合していた。

　何艘そうもの、彼らを乗せた軍艦がまっすぐ迫ってくる。

「そうはさせるかってんだ！」

　さらに舵輪に手をつき、信号表を見つめて次の言葉を信号に変換した。

　本には、こう書かれていた。

『強い敵に挑むときは、こう叫べ』。

　目を閉じてシードを送る。

「テ、ン、ノ、ヤ、ヨ、ウ、ミ、ヲ、ワ、キ、タ、タ、セ、ヨ」

　――天の矢よ、海を沸き立たせよ。

　スレイプニル号の脇わきのハッチが開き、左右四門ずつ、計八門の大砲が顔を覗のぞかせた。

　ドドドドオオォォン!!　大砲から紫に輝く砲弾が連続して打ち上げられ、群れる軍艦の上空に向かって放たれる。

　八つの砲弾は宙で細く割れ……鋭い、無数の光の雨となって海に降り注いだ。

　ヒュンヒュンと空気を鋭く裂く音。

　光の筋が次々に軍艦を貫き、真まっ二ぷたつに裂いた。

　ゴォンという破壊音。避けようとした船同士が激突し、黒い煙を上げる。

　兵士たちは救命ボートに乗り、割れる船から蜘く蛛もの子を散らすように逃げ出していく。

「すげぇ……。艦隊が散り散りになってるぜ……」

　そして次の砲撃は……放たれなかった。その必要がなかったのだ。

　再度スレイプニル号の砲塔が鎌かま首くびをもたげたとき、近くにいた一艘の軍艦のデッキに海兵隊の兵士が立ち、大きな白旗を振り始めた。

　それを見て、周囲にいた数艘そうの軍艦からも立て続けに白旗が上がる。

　勢いは止まらない。そのさらに周りの軍艦が、続けざまに白旗を掲げていく。

　デッキに上がった海兵隊たちはただ、海賊王の船を畏い怖ふの表情で見上げていた。

　そんな彼らの合間を縫うように、大急ぎで沖へと走る軍艦がある。

「あれは……兄貴が乗った船かっ」

　その向かう先は、天高くそびえる水柱。水の姫、そしてコーフィーのいる場所。

「そうはいかねぇ！　追いかけるぞ！　……って、ちょっと待て」

「どうしたのだ？　レン」

「俺おれ……今までの三つしかスレイプニル号の言葉を知らないんだ」

　船への指令は、全てコーフィーが持っていた本に書かれていたものだ。だが俺は、その本の一部を読んだに過ぎない。スレイプニル号を発進させる方法なんてわからない。

　本さえ読めばいいのだけど……コーフィーの持っていたその本は、砦とりでが襲撃されたとき、あの黒くろ豹ひよう部隊によって焼かれてしまっている。

　途方に暮れかけたとき、船の下の方で軽快に水面を走る音が聞こえた。

「レン！　レーン！」

　見下ろすと、ラ・シェーヌの小型船、シャリオット号が浮かんでいる。

　天井の穴から身を乗り出し、マルシェが大きく手を振っていた。



　スレイプニル号のデッキから縄ばしごを下ろすと、マルシェとルミサ、それにマルシェに連れられるようにしてラ・シェーヌが上ってきた。

「きゃあーっ、かわい～っ！」

　マルシェはデッキにいるフニュの仲間を目にするなり、顔をほころばせて抱え上げた。

「もう、レンってばこんなかわいい子独り占めしてたのねっ」

「独り占めって……。それよりマルシェ、なんで砦から出てきたんただよ」

「このメガネオバサンったら、どさくさにまぎれて自分たちだけ逃げようとしてんのよ。だから取っ捕まえてやったわ」

「オバサンじゃないです……。わたしは十七歳ですの……」

　ラ・シェーヌは何やら片手に本を抱え、ほとほと疲れたような顔でうなだれている。

「ま、まぁマルシェ。彼女たちにも生きる事情ってものが……決して、自分の都合だけ考えてるわけじゃ……」

「何言ってんのよ、レン！　あたしが帰れなくなったら困るでしょ！」

　……自分の都合以外、何も考えてなさそうな顔のマルシェだった。

　まったくもって、そのとおりでございます。

「で、とにかくラ・シェーヌさん、レンに渡すものがあるでしょ」

「べ、別に渡したくなんかないですけど。ちょっと思い出して口走ったら……」

「いいから早く渡しなさいってば！」

　ビクリとして、ラ・シェーヌは持っていた本を差し出した。

　ずいぶん古い本だ。ページは赤茶けていて、あちこちに虫食いの跡がある。まるまる破れているページも珍しくない。

　そして何より……本に書かれている文字は、現代の文字ではない。

「これは……古代ルーネ文字の本かよ。読めねぇな。――この本がどうしたんだ？」

「昔、船長室の倉庫に入れて、すっかり忘れてました。昨日きのう、あなたの航海信号を見てから、ずっと何か思い出しそうで……さっきようやく、この船を見て思い出したんです」

「いったい、なんの本なんだ？」

「この本はキャプテン・オルディスの物語が書かれたオリジナルの本なんです。あなたたちが読んだ本は、全部これの翻訳版ですのよ」

「と、いうことは……これで、スレイプニル号を発進させられるんだな！」

「まっ、読むことができれば、ですけどね」

「わたしに任せて。ざっと見せてもらったから、内容はだいたい把握した」

「すげぇ、さすがルミサ！　――けどラ・シェーヌ、なんでお前がそんな本持ってるんだよ。……まさか、誰だれか騙だましたとか？」

「失礼ですのねっ！」

　ラ・シェーヌは、いつもかけている逆三角形メガネをはぎ取った。

　とたんに、どこのお嬢様かと思うような、清せい楚そな少女の顔が現れる。

「これはわたしの実家に古くから伝わっていた本なのよ！　わたしの先祖は、キャプテン・オルディスと結婚した十六人の妻の一人なの！」

「……って、じゃあ、お前は伝説の海賊王の子孫、てことなのか!?」

「妾めかけの子孫だなんて、言わないでほしいわ……」

　ラ・シェーヌは真まっ赤かな顔でうつむき、再びメガネをかけて、つんとそっぽを向いた。

「と、とにかく、コーフィーを助けに行くぞ！　ルミサ、頼む！」

　ルミサはうなずき、船の発進の言葉を俺おれに伝えた。

　いつの間まにかマストに上っていたユズハが、フニュの仲間たちと一緒になって、黒い帆にぶら下がって一気に飛び下りる。

「いやっほう！　出航だぞぅ！」

「ふいにゅにゅ～っ！」

　天を貫くマストに、大きな濃紺の帆がかかる。そこに描かれていたのは……

　スレイプニル号に乗り、真っ赤なマントに身を包んで片かた膝ひざ立ててポーズを決め、膝まで伸びたヒゲ面づらに満面の笑みを浮かべるオヤジ……いや、海賊王。

　コーフィーの部屋で見た、キャプテン・オルディスをでかでかと描いた絵だった。

「……ちょっと、くどい顔ね。あたし苦手かも」

「服のセンスが壊滅的。ダサダサ。女装させる価値もないわ」

「あーもぅ、早くこんな暑苦しい船から下ろせですのっ！」

「何を言う臣民ども！　あれこそヒゲモジャの中のヒゲモジャ、キング・オブ・ヒゲモジャであるぞ！　ひかえおろう！」

　……伝説の海賊王を前に言いたい放題だな。

「さぁ、これで出航ね！　この先はキャプテン・マルシェ様に任せなさい！　……って言いたいとこだけど」

　マルシェは俺おれの顔を見た。

「いいわ、今回だけは譲ってあげる。――キャプテン・レン、命令を！」

　俺は舵だ輪りんに向かってシードを送ると同時に、発進の言葉を叫んだ。

「舳へ先さきを希望に向けろぉ!!」

　帆が風を受けてバサリと揺らめき、大きく弓なりに張った。



　スレイプニル号は巨大な水柱に向かって海面を疾走する。

　近づくに連れて、波が渦を巻いて荒れ始めた。

　しかしそんな波もものともせず、スレイプニル号のデッキはほとんど揺れない。

「素晴らしい船だのぉ～。これなら余も船酔いせずに済むぞ！」

　……伝説の船も、まさか船酔い対策で褒められるとは思ってなかったろうな。

「ち、ちょっと、レン！　あれ見て！」

　水柱の表面から、無数の顔が覗のぞいていた。

　あの水すい棲せい兵の群れが、水柱の表面にびっしり貼はりついている。いや、水棲兵の大軍があの水柱を作っているのだ。

　一斉にドクロのようなうつろな目をこちらに向ける。

「ケハッ！」

　水柱の一部で水棲兵の一団が大口を上げ、跳ねた。

　団子状に固まり、まっすぐスレイプニル号目がけて飛んでくる。

「来るぞ！」

　ルミサが冷静にオルディスの本をめくった。

「百六十二ページ。――主砲グンニグル」

　教えられた言葉の信号を船に送る。

「光よ、槍やりとなりて敵の心臓を貫け！」

　デッキ上の大砲がぐるりと向きを変え、飛び迫る水棲兵に狙ねらいを定めた。

　ヒュン！　と細長い紫の光が頭上に走り……

　ドドドオオォン!!　爆発音と共に水棲兵の一団を粉砕する。

　さらに間髪を入れず、固まった水棲兵が二つ、三つの集団に分かれて飛来する。

　大砲の光が立て続けに発射され、次々に打ち落としていく。

「しかし数が多いな……。相変わらず物量作戦かよ」

　これでは打ち落とすのが間まに合わない。こうなったら……

「風の盾よ、我を守れ！」

　紫の風がバリアとなって、デッキを覆った。

　飛んできた水すい棲せい兵がべちょべちょとバリアにへばりつく。

「へっ。これなら入って来れねぇだろ」

　水棲兵は吹き荒すさぶ風の盾に爪を食いこませ、引き回されながらしがみついていた。

「なっ、なんですかっ!?　食べてますわっ！」

　ラ・シェーヌの声に見上げると、へばりついた水棲兵たちが紫の風の膜をかじり出している。

　彼らの吐く唾だ液えきが少しずつ風を溶かし……上部に穴が開あく。

　ボトリ、と数体の水棲兵がデッキ上に落ちた。

「ふにゃにゃーんっ!!」

　フニュの仲間たちが、慌ててデッキに開いた穴の下へと逃げていく。

「マルシェ！　操縦を頼む！」

　文様剣を抜き、水棲兵に向かって走った。

「でぇやあああっ！」

　思い切り横に振り回し、一気に水棲兵を斬きり飛ばした。

　ボトリと背後で音がした。振り向きざま、起き上がろうとしている水棲兵を叩たたっ切る。

「は、入ってくるですぅ!!」

　ラ・シェーヌが悲鳴を上げる。

　船を覆う風のバリアを埋め尽くすほどに貼はりついた水棲兵たちが、そこら中に穴を開け、デッキに落ちようとしていた。

　攻めこまれる――！　さすがにあの数は……相手ができねぇ……。

　ドゴオォン！　大砲の音が響いた。

　砲弾はスレイプニル号のデッキ上をかすめ、引きはがすように水棲兵の群れをはじき飛ばした。続いて二発三発。左右から飛んでくる砲弾に、群がっていた水棲兵の大半が海へと落とされる。

　海を見下ろすと、スレイプニル号に併走して、左右に十数艘そうもの帆船が並んでいた。

　帆には黒いドクロのマーク。デッキにひしめく海賊たち。

　右う舷げんの先頭を行く海賊船のデッキでゾックが堂々と腕を組み、左さ舷げんの先頭ではザイクスが風になびく髪をかき上げている。

「あいつら……」

　ゾックが船団に向かって大声を張り上げた。

「いいか、者どもぉ！　これが最後の海賊だぁ！　思う存分暴れろおおぉっ!!」

　うおおおぉぉっ!!　海賊たちの雄お叫たけびが波音をかき消す。

　海賊船は二ふた手てに分かれ、水柱を取り囲んだ。

　一斉に放たれる無数の砲弾。

　水柱を作っていた水すい棲せい兵たちが破壊音の中でつぶれ、海へと帰きしていく。

「あたしだって負けてらんないわっ！　――光よ、槍やりとなりて敵の心臓を貫け！　貫け！　貫けったら貫けえぇっ！」

　マルシェが負けじと叫び、主砲グンニグルの光の砲弾が連射され何度もほとばしる。

　総攻撃を受け、水柱は波しぶきを上げて崩れ落ちた。

「なんだ……？　でけぇのがいるぞ……」

　水柱の中から、頭上の雲を掻かきむしる、何本もの青白い触手が姿を現した。

　枝分かれしたイカの足が巨大にうごめく奇怪な姿に、思わず息を呑のむ。

「あれが水の姫……なのか？」

「いや……違う。水の姫の真の姿、マナナーンはあのようなものではない、あれは……嘆きのシードによって無理矢理目覚めさせられた姿だっ！」

　ユズハの声は怒りを帯びていた。

　触手の中腹から下はまだら色の幹になっていた。細長いイソギンチャクのような形。

　中腹に、短い洞どう窟くつのように、ヘソ状に窪くぼんだ場所がある。

　その奥に……壁に捕らわれたコーフィーの姿が見えた。

「よし、助けに行くぞ」

　ユズハはうなずき、両手を前にかざして彼女のゲートを現す。

　宇宙の星々を描いた模様の、赤白く輝くレリーフが浮かび上がった。

「レン。今こそ余の楔くさびを抜くときだ」

「……いいんだな？」

「暴走する姫に死を与えるのは、余の役目。だが、余は人を殺さぬ。レン、たまにはおぬしの意思を尊重してやるぞ」

「たまにかよ。とにかくわかった。頼りにしてるぜ」

　俺おれはゲートの中に両腕を入れ……柄をつかんだ。

「でやあああっ！」

　シードを送りこみ、一気に引き抜く。

　俺の手にした楔は、細長い刀の形をしている。それは神にすら死を与えるという冥めい刀とう。

　――もっとも、俺にはまだ、そこまでの力は使いこなせないらしいが。

　ユズハの体が光り輝く棺ひつぎに包まれた。

　光が割れ、中から飛び出したのは……

　黒い大きな翼を持ち、ただれた羽う毛もうのドレスに身を包む、カラスのような姿。

　彼女の両手に握られた、二本の冥刀。

　悠然と見下ろし、彼女は言った。

「我は死の姫バーフ・カーハ。全てに死を与え、無に帰きする者。冥めい界かいにて鍛えられしこの冥刀にて、存在の源を断ち切らん」

　ユズハは黒い翼を羽ばたかせ、大きく空へと舞い上がる。

　その姿を見て、海賊たちがどよめいた。

「なんだあれはぁ!?　鳥かぁ!?」

「いや違う！　ありゃあ……オレたちの守り神だぁ!!」

　ユズハは飛び、うごめく触手をおびき寄せながら上空へと回る。

「マルシェ！　俺おれがコーフィーを助けに行く！　船をそばに横着けしてくれ！」

「オッケー！　伝説の操そう舵だ手マルシェ様の操舵テクを見てなさいよ！」

　マルシェはシードを送り、スレイプニル号をグゥンと傾かせた。

　スピードを上げ、舳へ先さきが一気に水の姫の本体に迫る。

　ガフッ！　鈍い音を立て、船首が硬い本体に激突した。

　デッキが激しく揺れ、そこにいた皆が弾はじかれるように尻しりを打った。

「痛いてて……。いや体当たりしてくれとまでは……」

　水の姫の体は、ゴツゴツと硬い岩でできているようだ。脈動し、大きくゆっくりとうねっている。コーフィーが捕らえられているのは、もう少し上の場所だ。

　見上げると、青白い触手が何かを捕らえようと先端を大きく左右に振っている。

　その先でユズハが、撹かく乱らんするように小刻みに飛んでいた。

　ユズハが水の姫を倒せば、この体が崩れるだろう。その前に助けないと危険だ。

「コーフィー、待ってろ！　今行くからな！」

　デッキから水の姫の本体に飛び乗った。

　そこはまるで岩場の崖がけだ。呼吸するかのように全体が大きく動いて、バランスを崩せばたちまち海に落下してしまう。

　横に突き出たまだら色の岩の上を、冥めい刀とうを手に慎重に飛び移っていく。

　上っていくと、窪くぼんで奥へ開けた場所に出た。

　窪みの岩場はちょっとした広間ほどで、奥の壁にコーフィーが捕らわれていた。

　両手と両足は土状の壁に埋うずもれ、両目を閉じてガックリとうなだれている。

　落ちてしまったのか、黒丸の眼帯は外れていた。

「コーフィー！」

　駆け寄ろうとしたとき、岩の陰から一人の男と一人の女が姿を現した。

「ここまで来れるとは私でも思えなかったよ、レン」

　ノイドと、命の姫。

　命の姫は不敵にほほ笑み、コーフィーの隣に歩いた。

「何をする気だ!?」

「怒鳴らないでぇ。この子を自由にしてあげるんですわ」

　命の姫は、コーフィーの背に手を当てて押し出す。

　壁が崩れてコーフィーの手足が抜け、二、三歩、ふらつくように歩いた。

　彼女の手には、蒼あおく透き通る剣が握られている。

　水が氷のように固形となっているが、氷ではない。水がそのまま、なんらかの力で形をとどめているのだ。どんな水よりも美しく蒼あおく澄んでいた。

　あれはまさか――水の姫の楔くさび？

　そしてコーフィーの背後には……彼女の両肩を食いこむほどにつかんだ、一人の中年の男が立っていた。

　痩やせて、濡ぬれたような髪が額に垂れ、ほおがこけている。うつろな目には生気がなく、肌の色は血の気が引いたように真まっ青さおだ。

　ふらりと揺れて立つ、幽鬼のような男……。

「レン。この娘は何度もお前の名を呼んでいたぞ。さぞかし気に入られたのだろうな。――今から娘はお前を殺す。そのとき、何が起きると思う？」

　答える代わりに、じっとノイドを睨にらみつけた。

「自分のしたことに気づいた娘は、さぞかし嘆くだろう。取り返しの付かない行為に、彼女は絶望の底へとたたき落とされる」

　ノイドは両手を広げ、高笑いした。

「そうなれば、姫の力は私のものだ!!」

　コーフィーがゆっくりと、うつろな目で俺おれに向かって歩いてくる。

　……操られてるのか？

　命の姫がノイドの隣に戻った。

「ノイド様。ここにいては危険ですわ」

「……そうだな。では私は避難させてもらうことにしよう。レン。お前の最期を見届けてやれなくて、残念だ」

　命の姫は自分の前に、黄色く光るレリーフ状のゲートを出した。

「ま、待てっ！」

　追いかけようとするが、コーフィーが前に立ち塞ふさがる。

　ノイドがゲートをくぐり、姿を消した。続いて命の姫も自らのゲートをくぐる。

　二人がいなくなると、ゲートの姿は薄れ、宙にかき消えてしまう。

　コーフィーの後ろにピッタリと付く男が、ささやくように話しかけた。

「さぁ……コーフィーぃ……。父の仇かたきをぉ……討ってくれぇ……。私を殺した海賊にぃ……その仲間にぃ……水の姫さまのぉ……天罰をぉ……」

「あぁ……そうするさ……。それが……父ちゃんの……望みなら……」

　歩み寄りながら、コーフィーは剣を振り上げた。

「コーフィー、やめろ、目を覚ませ！　そいつはお前の親父じゃない！　命の姫が創った偽物だ！」

「コーフィーぃ……父をぉ……信じてくれぇ……。たった一人の娘よぉ……」

　彼女の持つ剣が水流となって伸び上がり、うねるように宙を舞った。

　その先端が、蒼い龍りゆうの頭へと変化する。

「死ねええええぇっ!!」

　水すい龍りゆうの剣を振りかざし、コーフィーが地を蹴けった。

「くううっ！」

　斬きりつける剣を、とっさに冥めい刀とうで受け止める。

　コーフィーは剣を引いたかと思うと、めちゃくちゃに振り回してきた。

　飛び散る水しぶきが氷の刃となって、腕をかすった。

「ぐっ……腕が……凍る……」

　刃のかすった部分が凍傷のように痛く、血がにじみ出る。

　それた氷の刃は周りの岩に当たり、その部分が次々に氷結していった。

　俺おれは必死に冥刀でコーフィーの刀をはね返し、飛んでくる氷の刃を叩たたき落とした。

　あの攻撃をまともに受けたら……たちまち凍りついちまうぞ……。

「死ね！　死ね！　死ねぇ！　父ちゃんを殺した奴やつらは、みんな死ねえええぇっ!!」

「くっ、くうっ！」

　感情に任せた攻撃は、受け止めるだけで精一杯だ。

　このままじゃいずれ、まともに食らってしまう。

　しかしもし冥刀を振り、少しでもコーフィーをかすったら……彼女の体は、それだけで崩れ落ちてしまう。

　俺はコーフィーの攻撃を受け止めながら、その後ろを見つめた。

　おそらく彼女を操っているのは……コーフィーの親父の偽物だ。

　あいつさえ倒せれば……。

　だが、コーフィーの攻撃は一向に衰えない。精神を憎しみに支配され、宙を飛び回る水龍の剣で、容赦なく攻めてくる。

「くっ、これ以上……下がれない……」

　勢いに押され、とうとう片足が岩場の端にかかってしまった。

　これ以上押されたら、はるか下の海へ落ちてしまう。

「コーフィー……お前がいなけりゃ……島は変われないんだぞ……」

　力任せの剣を受け止めながら、言った。

「お前は……島を豊かにするんじゃなかったのか……？　みんなが……海賊なんかしなくても生きていけるようになることが……親父への弔とむらいじゃなかったのか……？」

「う……うぅ……」

　コーフィーの腕が少しゆるむ。

「コーフィーぃ……父はぁ……憎いぃ……。海賊がぁ……憎いぃ……。殺してくれぇ……。父のためにぃ……殺してくれぇ……」

「くっ……ううぅ……っ！　うわああああっ！」

　コーフィーの目から、涙がこぼれ落ちる。

　絶叫と共に、水龍の剣を頭上高く振り上げた。

　剣の水流が宙で激しく渦を巻く。

「言ったよな、コーフィー。人は二つに一つ、どちらかを選ばなきゃなんないときがあるって……」

「コーフィーぃ……父の恨みをぉ……仇かたきをぉ……」

「お前はどっちを選ぶんだ!?　過去か!?　それとも未来か!?」

「うぅっ……うあああああぁっ!!」

　コーフィーは振り上げた水すい龍りゆうの剣で……

　振り向きざま、父親の亡霊に斬きりつけた。

「ケハァッ！」

　亡霊は吹き飛ばされ、地面の岩に叩たたきつけられる。

　その青白い肌が裂け……中から、折り重なった数体の水すい棲せい兵が現れた。

「ケハアアッ！」

　奇声を発しながら、水棲兵はコーフィーに向かって飛びかかった。

「させるかぁっ！」

　俺おれはコーフィーの前に走り出て、冥めい刀とうを振って斬りつける。

　水棲兵の体は一瞬にして、水蒸気となって大気に消えた。

　コーフィーの親父が倒れた場所を見ると、もうそこに亡霊の姿はない。ただ、薄汚れた服の切れ端が落ちているだけだった。

　……これが、彼女の親父の形見なのだろうか。

　拾って、そっとコーフィーに手渡した。

「うぅ……父ちゃん……」

　コーフィーは座りこみ、布きれを握りしめて泣いた。

　そんな彼女を、俺はただ見守るしかできない。

　水の姫の体が揺れた。窪くぼみの入り口から上空を見上げると、うごめく触手の先端がユズハの手足を捕らえている。刀を振ろうにも、身動きできずもがくばかりだ。

「ユズハ！　待ってろ！　今助けにいく！」

　冥刀を握りしめ、窪みから外の表面に駆けようとした。

「待ちな」

　声に振り返ると、コーフィーが立って、ゆっくりと俺の前に歩いてきた。

「……コーフィー？」

　コーフィーは俺の隣に立ち、窪みの入り口から見上げる。

　水龍の剣を構え……空に向けて大きく突いた。

「でえええあああっ!!」

　剣から多量の水の流れが噴出し、それは長い胴を持つ龍となって天に舞い上がる。

　蒼あおい水龍はうごめく触手を束ねるように、大きく回って駆けめぐった。

　その体に触れて……青白い巨大な触手が、根元から次々に凍りついていく。

　ユズハが大きく全身をひねって引っ張ると、氷結した触手がポキリと折れた。

　力を失い、曲がりくねった長い腕が海へと崩れ落ちていく。

　ユズハは一度飛び上がって体勢を立て直し……一気に下降した。

　二本の刀が、まっすぐ水の姫の本体を捕らえる。

「コーフィー！　こっちだ！　捕まってろ！」

　コーフィーの腕をつかみ、引き寄せる。

　グオオオォォン！

　直後、地響きとも獣の唸うなりともつかない重厚なとどろきが空気を震わせた。

　水の姫の体に亀き裂れつが走り、表面を覆うまだらの岩が次々に割れていく。

　立っていた岩場が崩れ、俺おれとコーフィーの体が窪くぼみの外へと投げ出された。

「くそっ、海に落ちる……！」

「レン……」

　ふいにコーフィーの声がした。穏やかな顔でそっと目を閉じ、彼女は言った。

「希望を思い出させてくれて……ありがとう……」

　そして彼女は、水すい龍りゆうの剣を前に掲げた。

　宙に水の筋が流れ、俺たちの体を押し流す。

　崩れ、海面の水しぶきの中に消えていく水の姫の体。

　その中から、ユズハが黒い翼を羽ばたかせ、空に舞い戻る姿があった。

　水流が途切れた先に、スレイプニル号のデッキが見えた。受け止めようと、マルシェたちがネットを張っている。その周りで、フニュと仲間たちが飛び跳ねていた。

　コーフィーと共にそこに向かって落下しながら、俺は、ようやく水の姫をめぐる戦いが終わったのだと実感していた。





　茶色の屋根が日射しに反射し輝いている。シャリオット号は港の桟さん橋ばしに停泊していた。

　走って船に向かうと、ブリッジの前にマルシェとルミサが立っていた。

「もうっ、レンってば遅ーいっ。置いてっちゃうわよ！」

「ちょっと遅れただけじゃねぇか」

「何言ってんの。船の上では、大船長マルシェ様の命令は絶対ですっ！」

「船長はわたしですのに……」

　と、操そう舵だ室の中から弱気な声が聞こえた。

　どうやらラ・シェーヌのヤツ、マルシェだけはすっかり苦手になったようだな。

「レンくん、挨あい拶さつは済んだ？」

「あぁ。コーフィーともゾックとも話してきたぜ」

「あーあ、なんだか名残惜しいわね」

「けどまぁ、これからは、またいつでも会えるんだからな」

　言って、海を見る。穏やかなさざ波が打ち寄せ、はるか遠くには水平線が見える。

　夏の入道雲が大空に広がっていた。

　ユズハによって倒された水の姫の棺ひつぎは、再び島の神殿に奉られた。

　それ以来、荒れていた海は穏やかなままだ。棺に眠る姫の寝息のように。

　ノイドと命の姫は、再び行方ゆくえをくらました。

　攻めてきたログール海軍も既に撤退している。

　海軍は元々、海で暴れる海賊の取り締まりを計画していたに過ぎなかった。だがそこにノイドが現れ、皇帝から与えられたという権限を行使して利用したのである。

　幸い、海軍部隊の司令官は好戦的な人物ではなかった。そして、二度と海賊はしないという島の人間の主張を聞き入れてくれたのである。

「やぁ、みんなそろってるかい？」

　ザイクスがホノカを連れて歩いてきた。

「ボクはまた、乗ってきた船で帰るよ。けどあの船は小さいからね。彼女は、こっちの船に乗せてあげてくれ」

「もう、体は大丈夫なのか？」

「えぇ。ゆっくり休ませていただきましたから。――皆さん、よろしくお願いします」

　ザイクスは一人、自分の船がある岩場のほうへと歩き出す。

「ま、待ってくだせぇっ！」

　と、彼を呼び止め、若い三人の元海賊が港を駆けてきた。

「ぜひ、あ、アニキと呼ばせてくだせぇっ！」

「頼んます、アニキ！」

　ちらりと目を向けて、ザイクスは柔らかな髪をかき上げた。

「好きにするといいさ。ボクに、キミたちの自由を阻害する権利はないからね」

　元海賊たちが呆ぼう然ぜんと彼を見つめる。

「き、聞いたか？　今の……」

「あれこそ、漢オトコのセリフって感じだよな……」

「め、メモっとかなきゃ。メモメモ」

　ふっと笑い、再びザイクスは歩き出した。

「ふにゅ～っ！」

　入れ替わりに、港をぴょんぴょん跳ねて駆けてくる小動物――フニュの姿があった。

　フニュは飛びかかるようにして俺おれに抱きつくと、頭を胸にこすりつけてくる。

「フニュ、お前ともここでお別れだな」

「ふにゅ～ん、ふにゅにゅ～んっ！」

「な、なんだよ。そんなにしがみついて……」

「この子、レンさんと離れたくないって言ってますよ」

　ホノカが覗のぞきこんで言った。

「って言ってもなぁ……。まさか連れて帰るわけにも……」

「ふにゅんっ！　ふにゅうんっ！」

　とうとう、駄々をこねるように俺おれの腕の中で跳ね始めた。

「ふふふ。いいじゃないですか。こんなに言ってるのですから、連れていってあげても。この子たちはシードの力が得られるところなら、どこでも生きられますよ」

　ホノカはフニュを見てほほ笑んだ。

「そ、そう？　じゃあ……フニュ、お前も来るか!?」

「ふいにゅ～っ！」

　フニュは喜んだのか、踊るように体を揺らした。

「やぁーんっ、あたしにも触らせて～っ。柔らか～いっ」

　マルシェは目を輝かせながら、フニュの背にほっぺですりすりした。

「……これが古代の文様生物……。非常に興味深いわ……」

　ルミサは興味津々な顔で覗のぞきこむ。

　やれやれ、ユズハに続いて、また賑にぎやかそうなのが増えたなぁ。

「……ん？　そういや、ユズハの姿が見えないんだけど」

　キョロキョロと見回すが、船の中にも港にも、彼女の姿が見当たらない。

「何してるんだ、あいつ。――ちょっと見てくる」



　砦とりでの大広間に戻ると、そこにコーフィーがいた。

　何やら広間の奥をじっと見つめている。

「あぁ、レン。……なんとか、ならないかな」

　困った顔で奥を指さす。そこは首領が座る玉ぎよく座ざがある場所だ。

　見るとそこに、玉座に座って、どんな王様の肖像画も敵かなわないほどエラソーな態度でふんぞり返っているのが約一名。

　ユズハの周りを、数人の若い元海賊が取り囲んでいた。

「うむ。苦しゅうないぞ、皆の者」

「親っさん、あっしは一生親っさんについていきやっせ！」

「オレも親っさんのためなら火の中水の中でさ！」

　ユズハは人差し指を突き立て、左右に振った。

「ちっちっち。若い衆ども。余のことは、ドン・ユズハと呼ぶがいい」

「ヘヘェッ！　ドン・ユズハ！」

「さすがはドン！　ものすげぇ貫かん禄ろくですぜ！」

　頭を角刈りにした一人の男が歩いてきてひざまずき、銀のプレートを差し出す。

「ドン。本日のおやつでございやす。島で最高級の麦を使い、ケーキを焼きやした」

「ほほぅ。おぬしもなかなか余の好みがわかってきたではないか」

「ドンにご満足いただくためには、どのような苦労も厭いとわない心づもりでありやす」

「さぁ、ドン・ユズハ！　ぜひ味わってくだせぇ！」

「毒味ならあっしがやりやす！」

「いやオレが！　ドンのためなら命も惜しくありやせん！」

「おい、抜け駆けしてドンに気に入られようとすんじゃねぇ！」

「なんだとぉ？　やるか!?」

　騒ぎ出した男たちに、ユズハは悠々と手を振ってみせる。

「落ち着け、若い衆。余の前ではおぬしら皆、等しく下したっ端ぱである。仲良くせい」

「は、ハハァーッ」

「うむ。苦しゅうない、苦しゅうないぞ、のわっはっはっは!!」

　…………あーあ、ほんとに悪のドンになっちゃってるよ。





　帰りの船の中で、ラ・シェーヌが持っていたオルディスの本をルミサが解読して聞かせてくれた。本には、棺ひつぎが島に奉られたいきさつが記されていた。

　かつて姫が暴走し世界が滅びかかったとき、オルディスは大船団を率いて水の姫と戦った。しかし勝つことはできず、船団は散り散りとなった。その後、ユズハによって水の姫に死が与えられ、姫の魂は棺に封印された。

　だが水の姫の強さを知るオルディスは、何者かが姫を再び目覚めさせてしまうことを憂慮した。そこでフィアナ王国を襲撃して水の姫の棺を奪い、このダロウ島に隠した。それが、オルディスが生涯でおこなった唯一の略奪行為である。

　そのときオルディスは既に老齢だった。オルディスが息を引き取ったのちも、彼の船、スレイプニル号は島を守るように旋回し、部下たちは棺を守るため島で生活した。

　だが不幸なことに、百年も経たないうちに島を疫病が襲って人口が半減した。シードを持つ人間の血は途絶え、姫の時代の高度な文様技術で造られたスレイプニル号は修繕されることもなくなり、ひたすら島の周囲をめぐり続けた。船に満ちていたシードのエネルギーは漏れ出し、瘴しよう気きのごとく深い霧となって海域に立ちこめた。時を同じくして、海が荒れ始めた。霧の瘴気に、水の姫が苦しんでいたのかもしれない。

　皮肉にも、島の人間は守られるべき存在によって閉じこめられてしまったのだ。

　そして飢えに苦しんだ彼らは、やがて自分たちの役割も忘れ、人を襲い積荷を略奪して生きる海賊へと変へん貌ぼうしていった。

　――それが、島の歴史の真実だった。

　今、水の姫の棺は再び深い眠りについた。

　スレイプニル号はシードの力を得て息を吹き返し、今日も島を守っている。



    

  
    
      



    

  
    
      
　エピローグ



　島での出来事から二十日ほどのちの、夏の終わり。

　ケルズの港に、一艘そうの見慣れぬ帆船が入港した。濃紺の帆に、ヒゲ面づらのオヤジ……いや伝説の海賊王、キャプテン・オルディスの絵。

　停泊した船のタラップから、大男と赤毛の少女が岸壁に下り立つ。

「レン！　久しぶりぃ！」

　コーフィーは手を振り、待っていた俺おれとユズハのほうに駆け寄ってきた。

「のわっ!?」

　ゾックの顔を見たユズハが、突然驚きの声を上げる。

　彼はビチッとした燕えん尾び服ふくを着て、トレードマークであったはずのヒゲを剃そっていた。

　ゴツゴツした顔の下で、割れたツルツルのあごがむき出しだ。

「どどど、どうしたのだおぬし、その顔はっ!?」

「いやなんだぁ、少し身なりを整えろってコーフィーに言われちまってよぉ」

「レン！　ヒゲモジャがヒゲを剃ったら、余はあやつをなんと呼べばいいのだぁ!?」

「……知らねぇよ。――二人とも、これからアーグレィ総裁に会うんだって？」

「うん。この街と島とで、新しい交易路を結ぶ話し合いをするんだ。――緊張するなぁ。アーグレィ総裁ってどんな人？　怖い？」

「そんなことないさ。優しい人だよ」

「そっか。そうだよね。なんたって、レンの友達なんだもんね！」

「……そんなの、どこで聞いたんだよ」

「あなたがそう言ってましたでしょ。だから教えてあげたんです」

　振り返ると、いつの間まにか後ろにラ・シェーヌが立っていた。

「ラ・シェーヌ。何してるんだ？」

「交易路が開いたら、彼女たちも貿易船を出してくれることになってるんだ」

「フィアナの貴族は金払いがいいから、大もうけのチャンスですの。ぐふふふ」

　……相変わらず商魂たくましい連中だなぁ。

「あぁ、ほんと忙しい、忙しいでっすっわっねぇ」

　ラ・シェーヌはスキップしながら、ピエールとモンブランが乗るシャリオット号へと向かっていった。

「あ、それと、レン。これ……受け取ってくれるかな」

　コーフィーの声に振り返る。

　彼女は握った手を差し出した。開くと、その中に一つの指輪があった。

　コイン大の円盤に、古代文様の一部が描かれている。ほんのり蒼あおく輝いていた。

「これは……姫の棺ひつぎにはめる指輪じゃないか！」

「水の姫さまが目覚めるとき、あたいの義眼から抜かれて出てきたんだ。まるで水の姫さまが抜き取ろうとしたみたいだった」

「……痛くなかったのか？」

「ちっとも。幻みたいにスッと出てきたんだ。おかげで頭がちょっと軽くなった気がするよ。――水の姫さまがあたいを嫌って、取り返そうとしたのかもしれないね」

　コーフィーはちょっともの悲がなしそうにうつむいた。

「そうではないぞ、コーフィー。水の姫は、指輪の力がおぬしを苦しめるやもしれんと考え、その力から解放したのだ。少なくとも、余はそう思うぞ」

「そうか……。きっと、そうだよね」

「でも、いいのか？　俺おれが預かったら、もう水の姫の力を引き出せなくなるんだろ？」

「平気だよ。海はもう穏やかだし、霧も晴れた。これからは、あたいら自分たちの力だけでやっていけるさ。な、そうだろ？　ゾック」

「おぅよぉ！」

　俺はコーフィーから水の指輪を受け取った。

「レンがもし、水の姫さまの力が必要になったら、いつでも島に来てよ」

「うん。そうする。それでなくても、また遊びに行くよ」

　隣でユズハもうんうんとうなずいた。

「うむ。たまには島のドンである余の姿を見せんと、若い衆が寂しがるからのぉ」

　……いやそれはどうだか。

「にしてもこの指輪、ずっとコーフィーの目に入ってたんだよな……」

「……あっ、今ちょっと、気持ちワルーって思っただろ!?」

「お、思ってない、思ってないよっ！」

　慌てて、ぶんぶんと首を横に振った。





　その翌日、俺とユズハはアーグレィ総裁の執務室を訪ねた。

「おぉ、レン君か。待っておったぞ」

　俺の顔を見ると、総裁は待ちかねていたように出迎えてくれた。

　総裁の隣には、火の姫、ホノカの姿もある。棺ひつぎから目覚め、少女の姿になった今も、彼女はこの文様師ギルドで暮らしているのだ。

「ホノカ姉さま～っ、久しぶりなのだ～っ」

　ユズハが駆け寄って、甘えるように抱きついた。

「あらま、ユズハったら。ふふふ」

「ほれじじい！　何をしておる！　ホノカ姉さまにおやつを出さぬかっ！」

「はっ、はい、ただいまっ！」

　……総裁の受難は、当分続きそうだな。

「それでアーグレィ総裁。ゾックとの話はどうなったんですか？」

「初めは粗野な人間かと思ったのじゃが、話してみればなかなか実直でエネルギッシュな若者じゃった。さっそくケルズの街とダロウ島で、新たな交易路の協定を結んだぞ」

「話し合い、うまくいったんですね!?　よかった……」

「もちろん、街の人間の多くはまだ彼らを恐れておる。最初は細々とした交易から始めねばならんがな。それに彼らが交易で得た利益の何割かは、これまでの海賊被害の補償金として受け取ることになっておる。そうでもせねば、街の者は納得できんだろうからな」

「それじゃあ……島の生活がすぐに豊かになるわけじゃないんですね」

「じゃがこんな話もあるのじゃぞ。キャプテン・オルディスの残した古代遺跡は、非常に貴重なものでな、さっそくギルドから学術調査団を派遣することに決まったのじゃ」

　こうして今までは恐るべき海賊の本拠地だった島とも、交流が広がっていくのだ。

「……ところで、レン君。一つ、聞きたいことがあるのじゃが」

　ふいにアーグレィ総裁の表情が曇った。

「実はワシのところに、一通の請求書が届いておってな。ラ・シェーヌ商会とかいういかがわしいところからで、レン君への航行機器賃貸料として、しめて金貨百枚、計一万マクルを早急に支払うよう書かれておるんじゃが、これはいったい……？」

「えっ、あ、そ、それは、その……。ていうか、金貨百枚……？」

　約束は六十枚じゃなかったか……？

　さてはあの女、請求額を水増ししやがったな……！

「なんにせよ、こんな大金を軽々しく払うわけにはいかんのじゃが……」

「は、ははは、そ、そうですよね」

「レン君、詳しく説明してもらえんかね」

「あ、あのですね、つまりこれは……」

　その後俺おれは数時間に渡って、請求書について弁明するハメになったのだった。





「のぉ～、レン～」

　数日後、自室でフニュとたわむれていると、ユズハがほとほと困り果てた顔で部屋に入ってきた。何やら口にスプーンをくわえている。

「どうしたんだよ」

「偽キャビア、もう食い飽きたぞ～」

「……あんなに買い占めるからだろ」

「喜べフニュフニュ！　おぬしのエサとして与えてやろう！」

「ふにゅんっ」

　つんっとフニュはそっぽを向いた。

「うぬぅ～、ペットのくせにグルメとはなんと生意気な……」

　涙目でガックリうなだれるユズハである。

　しょうがないなぁ。俺おれは、ひそかに机の引き出しにしまっておいた瓶詰を取り出した。

「ほら、これでも食べて口直ししろ」

「ま、まだ偽キャビアがあるのかっ!?」

「よく見ろ。これは偽物じゃねぇ、本物の最高級キャビアだ！」

「なっ、なんとっ!?　なぜおぬしのような貧乏人がそのようなものをっ!?」

「……うるせぇな。とにかく、ずっと前に本物を食わせてやるって約束してたからな。これ、高かったんだぞ」

　ユズハは目をキラキラさせて本物キャビアの瓶詰を見つめる。

「お、お、おおおぉ……。は、早く開あけてみようぞ！」

「まぁまぁ、落ち着けってば。フニュ、お前も食うか？」

「ふいにゅ！」

　ユズハとフニュを連れて、隣の台所に入った。

　テーブルに身を乗り出して見つめるユズハとフニュの前で、コルクに栓抜きを差す。

「キャ～ビア、キャ～ビア、キャ～ビアっと♪」

「ふ～いにゅ、ふ～いにゅ、ふ～いにゅっにゅ♪」

「……一緒になってヘンな鼻歌を歌うなよ。――ほらっ、開いたぞ！」

　瓶の中から塩の芳香が漂ってきて、鼻び孔こうをくすぐる。

「ではさっそくいただくぞ！」

　ユズハはスプーンを手にとって、一口すくった。

　あーんと大口を開けて、パクリと食べる。

「…………」

　ふいに、ユズハの眉み間けんにしわが寄った。

「……のぅ、レン。これ、ほんとに本物なのか？」

「間違いないぜ。街のブランド店でわざわざ買ったんだから。ラベルにも王室の最高品質認定印ってのが押されてるだろ」

「なんか、しょっぱいというか酸っぱいというか……」

　ユズハは渋い顔でキャビアを見つめ……ずいっと瓶を俺のほうに押し出した。

「やる！　食え！」

「食えって……。マズかったのかよ」

　そりゃ高級品だからって、必ずしも口に合うとは限らないけどさ。

「余は、こっちの偽キャビアで構わぬ」

「高かったのに。ほんと、ワガママなんだから……」

　仕方ない。自分で食うか。スプーンを持ってきて、一口すくった。

　口に運んで、食べてみる。

　舌の上で粒々が転がる。大きすぎず小さすぎない、心地よいザラつきと歯ごたえ。

　塩気の中で広がる上品な酸味と、その中に漂うほんのりした甘さ……。

「…………う」

　つい、ビクリと背筋を伸ばす。ユズハがちらりと俺おれの顔を見た。

「うめぇじゃん！」

　思わず、夢中でもう一口食べた。

「すげぇ！　世の中にこんな食いもんがあったのかよ！　さすが、高級品は違うぜ……」

　ユズハはぽかんとした顔になって見つめる。

「ほら、フニュも食ってみろ」

　フニュの口元にキャビアを乗せたスプーンを近づける。

「ふいにゅう～」

　フニュは一口食べて、たちまち顔をほころばせ、とろけるように机の上に伸びた。

「な、美う味まいだろ!?　もっと食おうぜ！」

「ま、待て、レン」

「……なんだよ」

「やっぱり余にも食わせろ」

「今さら何言ってんだよ。マズいからいらねぇんだろ？　偽キャビアでいいんだろ？」

「よ、余はお情けでおぬしらにもちょっとだけ食わせてやったのだ！　ほれ寄こせっ！」

「やーだよー。こんな高くて美味いもん、あげられっか」

　これ見よがしに、もう一口、山盛りのキャビアを食べてみせる。



    

  
    
      



    

  
    
      「こらーっ、寄ーこーせーっ！」

　ユズハは涙目になってテーブルの上に身を乗り出し、飛びかかってきた。

「あっ、こら、暴れるなっ！　こぼれるだろっ！」

「うわ～んっ！　こ、この、この、無礼者がああぁ～っ!!」





　火の姫、水の姫、そして命の姫と死の姫。七人の姫のうち、四人の姫が現れた。

　残る姫の棺ひつぎは、闇やみの姫、光の姫、言葉の姫の三つ。

　ノイドは今や、ログール帝国皇帝から権力を与えられた存在だという。

　彼はログール帝国の力を利用しながら、また棺を狙ねらってくるだろう。

　もしログールと本格的に戦うことになれば、それは強大な敵となる。

　この先に起こるかもしれない戦いの予感に胸をうずかせながらも、しばし平穏な日々は流れるのだった。



    

  
    
      



    

  
    
      
あとがき



　こんにちは、田た口ぐち一はじめです。

　今回の舞台はズバリ海！　海と言えば船！　船と言えば船酔い！　異論は認めません！

　てなわけで、皆さんは船酔いなどするでしょうか？　私は船に乗る機会が少ないので船酔いの経験はないのですが、乗り物酔いは結構激しい体質であります。大人おとなになった今ではそれほど酔うこともないのですが、子供のころなどは、ちょっと体調が悪いとバスや電車でも気分が悪くなったものでした。

　特にひどかった経験と言えば、山道を走るバスの窓からゲーッとか、電車の座席からガーッとか。そりゃもう、豪快にやったものです。

　……汚い話で、ポテチを食べながら読んでた皆さんごめんなさい。

　遠足に行くバスの中で、クラスのみんなが歌を歌ったり伝言ゲームをしたりバスガイドのおねいさんと仲なか睦むつまじくしたりしてるとき、前のほうの座席でエチケット袋を握りしめ青い顔をしている生徒がいたら、たぶんそれが私です。

　もし自分にもう少しの勇気があれば「気分が悪いので膝ひざ枕まくらしてください！」とバスガイドのおねいさんに頼むこともできたのに、それをしなかったことが悔やまれます。

　……話がそれました。

　どうして人は、乗り物酔いなどしてしまうのでしょう？

　気分を紛らわせようと本を読んだり携帯ゲームをやろうにも、細かいところを見つめてたら酔ってしまうし、窓の外を眺めようとしても、流れる景色に目が回って酔ってしまうし……（遠くの景色を見つめると酔いにくいとは言いますね）。

　しかしそんな乗物酔いにも、たった一つ、いいことがあるのです！

　それは、酔ったときバスガイドのおねいさんに膝枕……じゃなかった、目的地に到着して、車から下りたときのホッとした気持ちを味わえることです。

　不安定な車内から安定した地面に下り立った安心感！　ついに乗り物との戦いに勝った達成感！　そして大地を踏みしめ、自分は今、地球と一つになったのだという一体感!!

　そんな爽そう快かいな思いは、乗り物酔いしない人には一生わかりますまい。



　挿絵を担当してくださったをん様。今巻でも素晴らしいイラストをありがとうございました。

　毎度お世話になっております編集担当様。デザインや校正の担当様。編集部をはじめ、メディアファクトリー社の皆様。出版、流通で関わってくださった皆様。

　拙著を読者のかたへと届けてくださる書店の皆様。

　そして何より、この本を読んでくださいました読者の皆様。

　本当にどうもありがとうございました。ぜひぜひ、またお会いしましょう！

田口一



    

  
    
      　著者

　田口　一（たぐち・はじめ）

　　名古屋出身で東京在住。「魔女ルミカの赤い糸」で第３回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞の佳作を受賞。同シリーズの１～４巻を刊行。

　　ついに買ってしまいました、新ゲーム機。いやっほぅ、これで俺も時代の寵児だぜ！

　　にしても本隊をいろいろいじりながら、最近のゲーム機ってスゴイのねと感心してしまうのがファミコン世代の悲しい性……。



　イラスト

　をん

　　福岡在住。趣味は料理と釣り。

　　前巻に引き続き挿絵のお仕事をさせて頂きました。

　　とにかく全力で頑張りまっす。

　　ＨＰ：‥ＡＺ／ＨＹＢＲＩＤ

　　http://ashybrid.nobody.jp/
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